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はじめにはじめにはじめにはじめに

この『Oracle8i Parallel Serverセットアップおよび構成ガイド』では、Oracle Parallel Server
を Oracle8i環境でインストール、構成および管理するための情報を提供します。 

この項の構成は、次のとおりです。

■ 対象読者

■ 前提条件

■ 構成

■ 関連マニュアル

■ マニュアルとコードの表記規則
xi



対象読者対象読者対象読者対象読者
このマニュアルに記載されている情報は、主として Oracle Parallel Serverのインストールと
構成を担当するネットワーク管理者またはデータベース管理者（DBA）を対象としていま
す。

前提条件前提条件前提条件前提条件
このマニュアルの前提となる知識は、次のとおりです。

■ ターゲット・オペレーティング・システム、およびクラスタとネットワークのハード
ウェアへのインストールとテストを完了していること。

■ オブジェクト・リレーショナル・データベース管理の概念

構成構成構成構成
このマニュアルは、次の 8つの章と 3つの付録で構成されています。

第第第第 1章「章「章「章「Oracle Parallel Server の概要」の概要」の概要」の概要」 
Oracle Parallel Serverの主な機能とコンポーネントについて説明します。

第第第第 2章「インストールの前処理」章「インストールの前処理」章「インストールの前処理」章「インストールの前処理」
Oracle Parallel Serverのインストールに伴う特定のハードウェアとソフトウェア、
ロー・デバイスおよびインストール前処理の要件について説明します。

第第第第 3章「インストール」章「インストール」章「インストール」章「インストール」 
Oracle Parallel Serverに必要なコンポーネントのインストール方法について説明します。

第第第第 4章「章「章「章「Oracle Parallel Server の構成」の構成」の構成」の構成」
Oracle Parallel Serverデータベースの構成と起動の方法、およびネットワーク・コン
ポーネントの構成方法について説明します。

第第第第 5章「章「章「章「Oracle Parallel Server Management のインストールと構成」のインストールと構成」のインストールと構成」のインストールと構成」 
パラレル・サーバー管理用の Oracle Enterprise Managerと Oracle Performance 
Managerをインストールして構成する作業について説明します。

第第第第 6章「章「章「章「Oracle Parallel Server の管理」の管理」の管理」の管理」 
Oracle Parallel Serverの初期化ファイルと、Oracle Enterprise Manager Consoleによる
Oracle Parallel Serverの管理について説明します。
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第第第第 7章「章「章「章「Oracle Parallel Server Management チャートによるパフォーマンスの監視」チャートによるパフォーマンスの監視」チャートによるパフォーマンスの監視」チャートによるパフォーマンスの監視」 
Oracle Parallel Serverデータベースのメトリック・チャートを生成するための、Oracle 
Performance Managerの使用方法について説明します。

第第第第 8章「インスタンスとノードの追加」章「インスタンスとノードの追加」章「インスタンスとノードの追加」章「インスタンスとノードの追加」
既存のクラスタにノードを追加する方法と、単一インスタンス・データベースから複数
インスタンス・データベースに移行する方法について説明します。

付録付録付録付録 A「ディレクトリ構造」「ディレクトリ構造」「ディレクトリ構造」「ディレクトリ構造」
Oracle Parallel Serverのディレクトリ構造について説明します。

付録付録付録付録 B「「「「UNIX上の上の上の上の Oracle Parallel Server Management に関するリファレンス」に関するリファレンス」に関するリファレンス」に関するリファレンス」
UNIX上の Oracle Parallel Server Managementに関する参照情報が記載されています。

付録付録付録付録 C「トラブルシューティング」「トラブルシューティング」「トラブルシューティング」「トラブルシューティング」
Oracle Parallel Server構成に関する一般的な問題を解決する方法について説明します。

用語集用語集用語集用語集
このマニュアル全体で使用している用語について簡潔に説明します。

関連マニュアル関連マニュアル関連マニュアル関連マニュアル
詳細は、次のユーザー・ガイドを参照してください。

■ 『Oracle8i管理者リファレンス・ガイド 』（Sun Solaris、HP 9000または AIXベースのシ
ステムの場合）

■ 『Oracle8iインストレーション・ガイド 』（Sun Solaris、HP 9000または AIXベースのシ
ステムの場合）

■ 『Oracle8i Enterprise Edition for Windows NTインストレーション・ガイド』

■ 『Oracle8i Parallel Server for Windows NTスタート・ガイド』

■ 『Oracle8i概要』

■ 『Oracle8i Net8管理者ガイド』

■ 『Oracle8i Parallel Server概要および管理』

■ 『Oracle8iリファレンス・マニュアル』

■ 『Oracle Enterprise Managerインストレーション・ガイド』 

■ 『Oracle Enterprise Manager構成ガイド』 

■ 『Oracle Enterprise Manager管理者ガイド』 
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■ 『Oracle Diagnostics Packインストレーション・ガイド』

■ 『Oracle Enterprise Managerパフォーマンス・モニタリング・ガイド』

マニュアルとコードの表記規則マニュアルとコードの表記規則マニュアルとコードの表記規則マニュアルとコードの表記規則
このマニュアルで使用している表記規則は、次のとおりです。

表記規則表記規則表記規則表記規則 例例例例 意味意味意味意味

大文字 LISTENER.ORA SQLコマンド、キーワード、ファイル名お
よび初期化パラメータを示します。

UNIXでは、ほとんどの Oracleファイル名
は小文字です。

小文字のクーリエ $ORACLE_HOME/network/admin

startup;

ディレクトリ、コマンドおよび大文字と小
文字が区別されるパラメータを示します。

UNIXでは、ほとんどのディレクトリとコ
マンドは小文字です。

イタリック イタリックは、次のように変数を示す場合
に使用します。

filename

指定する必要のある値を示します。たとえ
ば、コマンドに filenameと入力するように
要求されている場合は、実際のファイル名
を入力する必要があります。

「スタート」>を選択 「スタート」>「プログラム」>
「Oracle-HOME_NAME」>「Oracle 

Enterprise Management」>「Enterprise 
Manager Console」を選択します。

Windowsプラットフォームでプログラムを
起動する方法を示します。 

ディレクトリ名の前の
スラッシュ記号（/）

/network UNIXプラットフォーム上のサブディレク
トリ。

ディレクトリ名の前の
円記号（¥）

¥network Windowsプラットフォーム上のサブディレ
クトリ。

UNIX上の
$ORACLE_HOMEと
Windowsプラット
フォーム上の
ORACLE_HOME

$ORACLE_HOME/networkディレクトリ
に移動します。

この Optimal Flexible Architecture（OFA）
対応のリリースでは、すべてのサブディレ
クトリが最上位の ORACLE_HOME ディレク
トリに格納されるとは限りません。
ORACLE_BASEディレクトリに複数の
Oracleホーム・ディレクトリが含まれる場
合があります。
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記号 ピリオド  .

カンマ  ,

ハイフン  -

セミコロン  ;

コロン  :

等号  =

円記号  ¥

一重引用符  '

二重引用符  "

カッコ（）

大カッコと縦線以外の記号は、記載されて
いるとおりにコマンドに入力する必要があ
ります。

表記規則表記規則表記規則表記規則 例例例例 意味意味意味意味
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Oracle Parallel Serverの
1

Oracle Parallel Server の概要の概要の概要の概要

この章では、Oracle Parallel Serverの概念とコンポーネントの概要について説明します。こ
の情報は、Oracle Parallel Serverを Oracle8i環境でインストールして構成するための準備と
プラン作成に役立ちます。 

この章の構成は、次のとおりです。

■ 概要

■ Oracle Parallel Serverと Optimal Flexible Architecture

■ Oracle Parallel Serverソフトウェアのコンポーネント

■ Oracle Parallel Serverインスタンス

■ Oracle Parallel Serverの機能
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概要
概要概要概要概要
Oracle Parallel Serverは、複数のインスタンスが共有データベースにアクセスできるように
するアーキテクチャです。Oracle Parallel Serverの機能は、次のとおりです（用語について
は後述します）。

■ 作業負荷をノード間に分散させることによる優れた拡張性。

■ 複数のノードがデータベースにアクセスすることによる高可用性。あるノードに障害が
起きても、残りのノードからは引き続きデータベースにアクセスできる。

Oracle Parallel Serverでは、クラスタ環境でのノード障害やディスク障害に対して、ダウン
タイムが生じることがないか、または最小限のダウンタイムで処理することができます。
Oracle Parallel Serverのアーキテクチャの機能は、次のとおりです。

■ さまざまなノードで実行中の異なる Oracleインスタンスが、クラスタを構成するすべて
のノードが物理的にアクセスできる共有ディスク上の共通データ・ファイル・セットを
操作できる。

■ すべてのインスタンスが同じデータベースに対して同時にトランザクションを実行で
き、各インスタンスで複数のユーザーが同時にトランザクションを実行できる。

共有データベースにアクセスする各ノードの調整による長所は、次のとおりです。

■ データの一貫性および整合性

■ データとロックの回復サポート

Oracle Parallel Serverとととと Optimal Flexible Architecture
このマニュアルでは、Oracle Parallel Serverの機能を Optimal Flexible Architecture（OFA）
に関連付けて説明します。OFAでは、Oracleソフトウェアとデータベースのディレクトリ
およびファイル名に特定の形式が使用されます。このマニュアルでは、Oracle Parallel 
Serverデータベースの構成と管理に、OFA構造に準拠するツール（Oracle Database 
Configuration Assistantなど）を使用することをお薦めします。したがって、すべての例と
機能については、OFAの観点から説明します。ただし、他の命名規則を使用してもかまい
ません。
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Oracle Parallel Serverソフトウェアのコンポーネント
Oracle Parallel Serverソフトウェアのコンポーネントソフトウェアのコンポーネントソフトウェアのコンポーネントソフトウェアのコンポーネント
Oracle Parallel Serverのコンポーネントは、次のとおりです。

オペレーティング・システム依存レイヤーオペレーティング・システム依存レイヤーオペレーティング・システム依存レイヤーオペレーティング・システム依存レイヤー
Oracle Parallel Serverのインストール後に、ベンダー提供の認定済みのオペレーティング・
システム依存レイヤーをインストールする必要があります。オペレーティング・システム依
存レイヤーは、ベンダーによって開発された複数のソフトウェア・コンポーネントからなっ
ています。オペレーティング・システム依存レイヤーによって、Oracle Parallel Serverの正
常操作に必要な、主要な OS/クラスタ・ソフト・サービスがマップされます。

オペレーティング・システム依存レイヤーオペレーティング・システム依存レイヤーオペレーティング・システム依存レイヤーオペレーティング・システム依存レイヤー
オペレーティング・システム依存レイヤーの構成は、次のとおりです。

コンポーネントコンポーネントコンポーネントコンポーネント 説明説明説明説明

Oracle8i Enterprise 
Edition

データベース管理用のアプリケーションとファイルを提供します。
Oracle Parallel Serverの他のすべてのコンポーネントは、Oracle8i 
Enterprise Editionの上位レイヤーにあります。

Oracle Parallel Server 
Option

Oracle Parallel Serverに必要なスクリプト、初期化ファイルおよびデー
タ・ファイルを提供します。 

Oracle Parallel Server 
Management

Oracle Enterprise Manager Consoleからパラレル・サーバーとパラレ
ル・サーバー・インスタンスのアクティビティを 1箇所で開始、停止お
よび監視できるようにします。 

第 5章「Oracle Parallel Server Managementのインストールと構成」お
よび第 6章「Oracle Parallel Serverの管理」を参照してください。

オペレーティング・
システム依存レイ
ヤー

ベンダーが開発した複数のソフトウェア・コンポーネントからなってい
ます。オペレーティング・システム依存レイヤーによって、Oracle 
Parallel Serverの正常操作に必要な、主要な OS/クラスタ・ソフト・
サービスがマップされます。

1-3ページの「オペレーティング・システム依存レイヤー」を参照して
ください。

コンポーネントコンポーネントコンポーネントコンポーネント 説明説明説明説明 必須必須必須必須 ?

Cluster Manager（CM） クラスタとインスタンスのメンバー
シップの状態を検出します。

Yes
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Oracle Parallel Serverソフトウェアのコンポーネント
これらは、Oracle Parallel Server Optionの正常操作に必要な、主要なサービスを提供するコ
ンポーネントであり、各種クライアント（統合分散ロック・マネージャなど）で使用されま
す。 

図 1-1 は、2つのノードを持つクラスタのオペレーティング・システム依存のコンポーネン
トを示しています。

プロセス間通信（IPC） さまざまなノード上のインスタンス
間で信頼性の高いメッセージ転送を
実現します。

Yes

入出力（IO） 共有ディスクにアクセスするための
I/Oを提供します。

No

Startup（START） 機能を起動するための一時構成を提
供します。

No

注意注意注意注意 : IOと STARTを使用できるのは、Windows NT上のみです。

コンポーネントコンポーネントコンポーネントコンポーネント 説明説明説明説明 必須必須必須必須 ?
1-4 Oracle8i Parallel Serverセットアップおよび構成ガイド



Oracle Parallel Serverソフトウェアのコンポーネント
図図図図 1-1  オペレーティング・システム依存のコンポーネントオペレーティング・システム依存のコンポーネントオペレーティング・システム依存のコンポーネントオペレーティング・システム依存のコンポーネント

Cluster Manager
Cluster Manager（CM）では、プロセス、特にデータベース・インスタンスの状態が監視さ
れます。LMONは統合分散ロック・マネージャの状態を監視するバックグラウンド・プロ
セスであり、CMへの登録および登録解を行います。

すべての Oracle Parallel Serverインスタンスが、イベントの発生時に同じメンバーシップ情
報を受け取るようにすることが重要です。通知変更があると、関連する Oracle Parallel 
Serverの回復操作が実行されます。ノードやインスタンスが使用不能になっているか、シス
テムの一部が正常に機能していないと判断されると、CMはそのノードまたはインスタンス
上のすべてのプロセスを終了させます。したがって、Oracleコードを実行中のプロセスやス
レッドは、そのノードやインスタンスがシステムのアクティブ・メンバーであると見なしま
す。

Oracleインスタンス 

. . . LMON LMD DBWR PMON BSP

OracleインスタンスOP1 OracleインスタンスOP2
ノード 1 ノード2

LCK LGWR

SGA

SMON

OPQ

Oracleインスタンス 

. . . LMON LMD DBWR PMON BSP

LCK LGWR

SGA

SMON

OPQ

CM Start IO IPC

パラレル・�
サーバー
OSD

CM Start IO IPC

パラレル・サーバーAPI パラレル・サーバーAPI

共有ディスクと共通データベース・ファイル�
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Oracle Parallel Serverソフトウェアのコンポーネント
障害の発生時には、回復操作がユーザー・アプリケーションに対して透過的に実行されま
す。CMは障害ノードおよびインスタンスを分離して、その状態を統合分散ロックマネー
ジャに通知するために、システムを自動的に再構成します。その後、統合分散ロック・マ
ネージャによって障害ノードまたはインスタンスのロックが回復されます。これにより、
Oracle Parallel Serverではデータベースを有効な状態に回復できます。 

統合分散ロック・マネージャは、タイムリで正しい情報に関して Cluster Managerに依存し
ます。統合分散ロック・マネージャが必要な情報が得られなければ、インスタンスがシャッ
トダウンされます。

CMでは、次の 2種類の操作が実行されます。

■ ノードの監視

■ クラスタ管理

これらの操作の説明は、オペレーティング・システム依存レイヤーの Oracleのインプリメ
ンテーションに基づきます。ベンダーのインプリメンテーションが異なる場合があります。

ノードの監視ノードの監視ノードの監視ノードの監視  CMによって共有ディスクへのアクセスが管理され、ノード、ネットワーク
およびインスタンスなど、各種クラスタ・リソースの状態が監視されます。

ノードの監視

■ クラスタ環境で Oracle Parallel Serverが必要とする、基本的なノード管理インタフェー
ス・モジュールを提供する。 

■ クラスタをまたがってクラスタ・メンバーシップの共通ビューを提供することにより、
Oracle Parallel Server環境でノードのメンバーシップ状態を検出し、追跡できるように
する。 

■ すべてのノード上で動作し、すべてのノードに対して現行のメンバーシップを問い合せ
ることによってクラスタのトポロジを監視する。

■ アクティブ・ノードの状態変化を検出し、これらのイベントを示すシグナルを出し、そ
の変化を診断し、すべてのノード間の新しい共通の一貫した状態を調整する。 

■ Oracle Parallel Serverにメンバーシップの実際の変更を通知する。

クラスタ管理クラスタ管理クラスタ管理クラスタ管理  

CMによって、稼働中のグループが判断され、インスタンスのメンバーが管理されます。各
インスタンスは、そのデータベース固有のグループに登録します。このリリースより以前
は、CMの機能はグループ・メンバーシップ・サービス（GMS）によって実行されていまし
た。

プロセス間通信（ノード間）プロセス間通信（ノード間）プロセス間通信（ノード間）プロセス間通信（ノード間）

Oracle Parallel Serverの機能上の利点のほとんどは、相互に接続された複数のマシン上で実
行できることにあります。また、それを容易にするために、Oracle Parallel Serverは基礎と
なるプロセス間通信（IPC）コンポーネントに大きく依存しています。 
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Oracle Parallel Serverソフトウェアのコンポーネント
Oracle Parallel Server環境のインスタンス間でメッセージを確実に転送するために必要な、
プロトコルとインタフェースが IPCによって定義されます。メッセージは、このインタ
フェースによる通信の基本論理ユニットです。核となる IPC機能は、非同期のキュー・メッ
セージング・モデルを中心にして構築されています。IPCは、ハードウェアで許容される速
い速度でディスクリート・メッセージを送受信するように設計されています。各種サービス
は、最適化された通信レイヤーの上で実現できます。このようにして、統合分散ロック・マ
ネージャですべての通信が実行されます。

入出力入出力入出力入出力

入出力（IO）コンポーネントでは、Oracle Parallel Server環境を正常に稼働させるために、
クラスタ・インプリメンテーションでサポートする必要のあるプロセス間機能を提供しま
す。

Oracle Parallel Server環境は、調整された Oracle Parallel Serverインスタンスを実行する全
ノード間での同時ディスク共有をサポートするために、基礎となる OS/クラスタ・インプ
リメンテーションの機能に大きく依存しています。切替方式のテクノロジと違って、すべて
の Oracle Parallel Serverインスタンスはアクティブであり、共有物理データベース内の任意
のデータベース・エンティティを同時に操作できます。Oracle Parallel Serverのパラレル拡
張性の大部分は、この機能によるものです。統合分散ロック・マネージャの役割は、一貫性
とデータの整合性を保ったまま、共有データベースへの同時アクセスを調整することです。

大局的には、Oracle Parallel Serverの共有 I/Oモデルは、Oracle Parallel Serverクラスタを
定義するすべてのノード間で実現される、分散ディスク・キャッシュと見なすことができま
す。また、Oracle Parallel Serverのコアは、キャッシュの主要クライアントと見なすことが
できます。共有デバイスからのディスク・ブロックは、統合分散ロック・マネージャによる
調整後に、初めて特定ノードのインスタンスのキャッシュに読み込まれます。これと同時
に、他のノードのインスタンスは、同じブロックを自身のキャッシュに読み込んで操作でき
ます。これらのブロックの更新は、慎重に調整されます。通常、共有ディスク・ベースの
I/O操作はすべて、統合分散ロック・マネージャによって調整されます。各ノードに分散さ
れた統合分散ロック・マネージャの集合は、キャッシュの分散部分の管理と見なすことがで
きます。

すべてのノードが同じデータを一貫した方法で見るように、ディスク更新操作は慎重に調整
する必要があります。キャッシュ・データ・ブロックを更新しようとする Oracle Parallel 
Serverインスタンスは、統合分散ロック・マネージャとのダイアログに入って、ブロックの
排他的更新権が与えられていることを確認する必要があります。ダイアログに入ったインス
タンスは、更新権が統合分散ロック・マネージャによって取り消されるまで、ブロックを自
由に更新できます。排他的な更新権が取り消された場合、ブロック更新を行ったインスタン
スは、他のノードが変更結果を見られるように、そのブロックをディスクに書き込む必要が
あります。このように、統合分散ロック・マネージャの I/O一貫性モデルをやや高水準の観
点から見ると、ディスク・ブロックを各インスタンスのブロック・キャッシュへ移行し、所

注意注意注意注意 : 入出力を使用することができるのは、Windows NT上のみです。
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有者以外のインスタンスがそのブロックへのアクセスを希望した場合に、すべての更新を
ディスクにフラッシュできることは明らかです。これは、共有ディスク・インプリメンテー
ションへの Oracle Parallel Serverの依存性を直接決定付けるプロパティです。

Startup

Startup（START）コンポーネントによって、インスタンスの起動時にOracle Parallel Server
コンポーネントが特定の順序で起動されます。この起動順序は、ベンダーが決定します。

Oracle Parallel Serverインスタンスインスタンスインスタンスインスタンス
各 Oracle Parallel Serverインスタンス、つまり、Oracle8iソフトウェアの実行中のインスタ
ンスは、システム・グローバル領域（SGA）と Oracleバックグラウンド・プロセスから導
出されます。SGAは、インスタンスのデータと制御情報を含んだ、共有メモリー・リージョ
ンです。ユーザーは、共有データベース内の情報にアクセスするために、任意のインスタン
スに接続できます。

Oracle Parallel Serverインスタンスは、次のコンポーネントと調整されます。

すべてのインスタンスにより共有される要素は、次のとおりです。

■ 同じデータ・ファイル・セット

■ 同じ制御ファイル

注意注意注意注意 : Startupを使用することができるのは、Windows NT上のみです。

コンポーネントコンポーネントコンポーネントコンポーネント 説明説明説明説明

ノード インスタンスが常駐するサーバー。

クラスタ 物理的に相互接続された一連のノードと単一の共有ディスク記憶域サブ
システム。 

データベース 同じデータ・ファイルにアクセスするすべてのインスタンスの集合。
データベースは、クラスタ内で定義されているノード上でだけ実行され
る Oracle Parallel Serverインスタンスの集合に限定されます。 

データベース名は、インストール時に入力したデータベース名とドメイ
ンからなる、グローバル・データベース名によって定義されます。 
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インスタンスの内容は、次のとおりです。

■ 少なくとも次のバックグラウンド・プロセス。 

– PMON

– SMON

– DBWR

– LGWR

■ その他のバックグラウンド・プロセス。

– LCKN。インスタンスにより使用されるロックを管理し、それらのロックに対する
他のインスタンスの要求を調整します。その他のロック・プロセス LCK1～ LCK9
は、インスタンス・ロック要求の極端に大きいスループットを必要とするシステム
で使用できます。通常、ほとんどのシステムには、各インスタンスに単一ロック・
プロセス、つまり LCK0、で十分です。

– LMON。統合分散ロック・マネージャの状態を監視します。

– LMD0。ロック要求を処理します。

– BSP0。Consistent Read（CR）サーバー用の要求側ノード向けの送信メッセージを
管理します。（他のインスタンスに必要なロックを保持するインスタンス向けの
ロック要求は、LCKプロセスによって管理されます。）

■ グローバル・ロックおよびリソース用の領域である、SGA内の統合分散ロック・マネー
ジャ（IDLM）コンポーネント。この領域は、旧リリースでは外部の分散ロック・マ
ネージャ（DLM）の一部でした。

Oracle8iデータベース・プロセスとメモリー構造については、『Oracle8i概要』を参照して
ください。

.データ・ファイルは、複数のノード間で共有されるディスク・ドライブに格納されます。あ
るノードに障害が起きても、クライアント・アプリケーション（それ用に作成されたもの）
は、ユーザーを他のノードにルート変更できます。他の正常なノードは、障害ノードが試行
したが完了していないトランザクションをロールバックして、自動的に回復します。これに
より、データベースの論理の一貫性が保証されます。

注意注意注意注意 : インスタンスにはデータ・ファイルが含まれていないので、デー
タ・ファイルをマウントしなくてもインスタンスを起動できます。
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インスタンスの一意識別インスタンスの一意識別インスタンスの一意識別インスタンスの一意識別
各ノードのインスタンスには、OFA命名規則に従って、インスタンス関連のパラメータで
インスタンスを一意に定義する、固有の INITSID.ORAファイルがあります。このファイル
によって INITDB_NAME.ORAがコールされ、ノード間で共有される共通パラメータが表示
されます。どちらのファイルも、インストール後に Oracle Database Configuration Assistant
によって作成されます。 

INITSID.ORAファイルは、次のような多数の要素の影響を受けます。

要素要素要素要素 説明説明説明説明

Oracleシステム識別子
（SID）

ノードのインスタンスを一意識別します。 

各ノードの SIDは、 INITDB_NAME.ORAファイルの DB_NAMEパ
ラメータで指定されたデータベース名と、一意スレッド IDから
なっています。スレッド IDはクラスタ内の最初のインスタンスを
表す 1で始まり、2番目以降のインスタンスの IDは 1ずつ大きく
なります。

SIDは、UNIXプラットフォームでは ORACLE_SID環境変数とし
て定義され、Windows NTでは ORACLE_SIDレジストリ・エント
リとして定義されます。

インスタンス名 インスタンス名を表し、複数インスタンスが共通のサービス名を共
有する場合に、特定のインスタンスを一意に識別するために使用さ
れます。 

インスタンス名は、SIDと同じです。インスタンス名は、
INITSID.ORAファイルの INSTANCE_NAMEパラメータで指定さ
れます。

ロールバック・セグメント undo情報を格納するための最低 2つのロールバック・セグメント
を指定します。INITSID.ORAファイル内で ROLLBACK_
SEGMENTSパラメータが設定されている場合、ロールバック・セ
グメント数がインスタンスに必要な最小数を超えていても、インス
タンスはこのパラメータで指定されたすべてのロールバック・セグ
メントを取得します。

デフォルトでは、RBSthread_id_rollback_numberで識別されたロール
バック・セグメントが Oracle Database Configuration Assistantに
よって作成されます。たとえば、順序番号 1を持つノード上のロー
ルバック・セグメントは、RBS1-1および RBS1-2となります。
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要素間の関係を示す例要素間の関係を示す例要素間の関係を示す例要素間の関係を示す例
DB_NAMEが OPで、スレッド IDが 1、2および 3であれば、各ノードの SIDは次のよう
になります。

DB_NAMEが OPで、ノード番号が 0、1、4および 6であれば、インスタンスの要素は次の
ようになります。

スレッド ID インスタンスが使用する REDOスレッドを指定します。いずれの使
用可能な REDOスレッド番号も使用できますが、他のインスタンス
と同じスレッド番号は使用できません。また、REDOスレッドが使
用禁止になっているインスタンスは起動できません。スレッドが他
のインスタンスで使用されている場合や、スレッドが使用禁止に
なっている場合はデータベースをマウントできません。 

スレッドは、クラスタ内の最初のインスタンスの場合は 1ノードで
始まり、2番目以降のインスタンスの場合は 1ずつ大きくなります。
REDOスレッド番号は、データ変更が記録される REDOログ・
ファイルの命名に使用されます。REDOログ・ファイルの生成時
に、特定のノードの REDOログ・ファイルを容易に識別できるよう
にするためにスレッドが組み込まれます。

スレッドは、INITSID.ORAファイルの THREADパラメータで指定
されます。 

スレッドスレッドスレッドスレッド ID SID

1 OP1

2 OP2

3 OP3

コンピュータコンピュータコンピュータコンピュータ スレッドスレッドスレッドスレッド ID SID INSTANCE_NAME ROLLBACK_SEGMENT 名名名名

コンピュータ A 1 OP1 OP1 RBS1-1、RBS1-2

コンピュータ B 2 OP2 OP2 RBS2-1、RBS2-2

コンピュータ C 3 OP3 OP3 RBS3-1、RBS3-2

コンピュータ D 4 OP4 OP4 RBS4-1、RBS4-2

要素要素要素要素 説明説明説明説明
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データ・ファイルデータ・ファイルデータ・ファイルデータ・ファイル
データベースは、そこに格納されるすべてのデータを含んだ表領域に論理的に分割されてい
ます。さらに、表領域は 1つ以上のデータ・ファイルからなっています。

Oracle Parallel Serverでは、関与するすべてのインスタンスは同じデータ・ファイルにアク
セスします。

図 1-2 は、2つの Oracleインスタンスと、データ・ファイルが格納されている共有ディスク
の関係を示しています。

図図図図 1-2  Oracle Parallel Server インスタンスのアーキテクチャインスタンスのアーキテクチャインスタンスのアーキテクチャインスタンスのアーキテクチャ

バックグラウンド・プロセス 

ノード1 ノード2

SGA

バックグラウンド・プロセス�

SGA

共通データベース・ファイルを含む共有ディスク�

OracleインスタンスOP1 OracleインスタンスOP2
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Oracle Parallel Serverの機能の機能の機能の機能
Oracle Parallel Serverの機能のうち、次の機能に注意してください。

前述およびその他の機能の詳細は、『Oracle8i Parallel Server概要および管理』を参照してく
ださい。

統合分散ロック・マネージャ統合分散ロック・マネージャ統合分散ロック・マネージャ統合分散ロック・マネージャ
統合分散ロック・マネージャ（IDLM）では、システム・リソースのリストがメンテナンス
され、Oracleリソースの割当てと変更を制御するロック・メカニズムが提供されます。リ
ソースは、データの構造体です。IDLMでは、データベース自体に含まれるテーブルなどへ
のアクセスは制御されません。IDLMによって保護されているデータベース・リソースに関
与するすべてのプロセスは、そのリソースのロックをオープンする必要があります。

Oracle Parallel Serverでは、IDLM機能を使用して、データ・ブロックやロールバック・セ
グメントなどのリソースへの同時アクセスが複数インスタンス間で調整されます。統合分散
ロック・マネージャ機能は、Oracle Serverの旧リリースで使用されいた外部の分散ロック・
マネージャに替わるものです。 

IDLMでは、LMONおよび LMDNプロセスが使用されます。LMONでは、IDLMのための
インスタンスの管理と停止および関連の回復の処理が行われます。特に、LMONでは、回
復のうちグローバル・ロックに関連する部分が処理されます。LMDNプロセスでは、リ
モート・ロック要求（他のインスタンスから発行された要求）が処理されます。

機能機能機能機能 説明説明説明説明

統合分散ロック・マ
ネージャ（IDLM）

システム・リソースのリストをメンテナンスし、Oracleリソースの割当
てと変更を制御するロック・メカニズムを提供します。IDLMによって
保護されているデータベース・リソースに関与するすべてのプロセスは、
そのリソースのロックをオープンする必要があります。

1-13ページの「統合分散ロック・マネージャ」を参照してください。

パラレル・キャッ
シュ管理（PCM）

任意のクラスの 1つ以上のデータ・ブロック（データ・ブロック、索引
ブロック、UNDOブロック、セグメント・ヘッダーなど）を対象とする
インスタンス・ロック（IDLMを最小限度に使用）を提供します。
Oracle Parallel Serverでは、これらのインスタンス・ロックを使用して
共有リソースへのアクセスが調整されます。IDLMでは、インスタンス・
ロックの状態がメンテナンスされます。

1-14ページの「パラレル・キャッシュ管理」を参照してください。

Oracle Parallel Query 複数のノードが単一の問合せを代行できるように、ノード間で問合せを
発行します。

1-17ページの「Oracle Parallel Query」を参照してください。
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IDLMの機能は、次のとおりです。

■ 分散アーキテクチャを提供する。分散アーキテクチャでは、クラスタ内の各ノード（ま
たは Oracleデータベースの各インスタンス）は、グローバル・ロック管理に参加して、
グローバル・ロック・データベースの一部分を管理します。ロック・データベースは、
すべての参加ノード間で分散されます。 

■ 継続的なサービスを提供し、複数のノードとインスタンスに障害が起きた場合も、ロッ
ク・データベースの整合性を維持する。

■ 特定のリソースに関与するすべてのノード上のロックに関する情報をメンテナンスす
る。この場合、通常、IDLMは 1つのノードを指名して、リソースとそのロックに関す
るすべての関連情報を管理します。 

■ デッドロック検出を実行する。

■ 変更が失われないように、Oracleデータ・ファイルに対する変更を同期化する。

■ 複数のノード間でディスク・ブロックへのアクセスを同期化する。

IDLMはリソース・マネージャであるため、データベースへのアクセスは制御しません。

例例例例  クラスタ内のノードでは、データベース・ファイル内のブロック番号 nの変更が必要で
す。それと同時に、他のノードでは、トランザクションを完了するために、同じブロック n
の更新が必要です。

IDLMがなければ、同じブロックが両方のノードによって同時に更新されます。IDLMがあ
れば、一方のノードしかブロックを更新できません。他方のノードは待機する必要がありま
す。IDLMにより、ブロックの更新権を持つインスタンスが常に 1つしかないことが保証さ
れます。このため、すべての変更内容は一貫した方法で保存されるため、データの整合性が
得られます。

CMとの相互作用との相互作用との相互作用との相互作用
IDLMでは、どのインスタンスがアクティブであるかは CMを使用して判断されます。イン
スタンスの起動時には、LMONおよび LMDNプロセスが開始され、IDLMは CMに登録し
ます。データベースのシャットダウン時には、IDLMが CMから登録解除されます。

パラレル・キャッシュ管理パラレル・キャッシュ管理パラレル・キャッシュ管理パラレル・キャッシュ管理
パラレル・キャッシュ管理（PCM）では、任意のクラスの 1つ以上のデータ・ブロック
（データ・ブロック、索引ブロック、UNDOブロック、セグメント・ヘッダーなど）を対象
とするインスタンス・ロック（IDLMを最小限度に使用）が提供されます。Oracle Parallel 
Serverでは、これらのインスタンス・ロックを使用して共有リソースへのアクセスが調整さ
れます。IDLMでは、インスタンス・ロックの状態が保持されます。
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PCMロックによって、インスタンスはデータベース・ブロックの変更または読取り前に
ロックを取得するように強制され、キャッシュの一貫性が保証されます。また、PCMロッ
クによって、一度に 1インスタンスしかブロックを変更できなくなります。あるインスタン
スによってブロックが変更されると、最初にそのブロックがディスクに書き込まれるまで
は、他のインスタンスは PCMロックを取得し、そのブロックを読み取って変更できません。 

例例例例  ノード 2のバッファ・キャッシュに現在あるデータへのアクセスをノード 1が必要とし
ている場合、ノード 1は IDLMに要求を送ることができます。その後、ノード 2は必要なブ
ロックをディスクに書き込みます。書込みの完了後に初めて、ノード 1は IDLMから通知を
受け取り、更新済みの一貫したデータをディスクから読み取ります。 

PCMロックの実現ロックの実現ロックの実現ロックの実現
初期化パラメータ GC_FILES_TO_LOCKS を使用して、データ・ファイルまたはその集合内
のデータ・ブロックを対象とする PCMロックの数を指定します。最も細かい単位ではデー
タ・ブロック当り 1PCMロックで、これがデフォルトです。通常、PCMロックによって、
パラレル・サーバー内のインスタンス・ロックの大部分が占められます。 

PCMロックは、次の 2つの方法で実現されます。

PCMロックロックロックロック 説明説明説明説明

ハッシュ・ロック ハッシュ・ロックは事前に割り当てられ、起動時に 1つ以上のブロッ
クに静的に割り当てられます。ハッシュ・ロックには、データ・ブ
ロックへのアクセス時にロック割当てによるオーバーヘッドが生じな
いという長所があります。

最初に起動したインスタンスによって、ハッシュ PCMロックごとに
IDLMリソースが作成され、そのリソースの IDLMロックが（NULL
モードで）作成されます。最初のインスタンスにより、各ロックが初
期化されます。次に、そのインスタンスは必要に応じて IDLMロック
を他のモードに変換します。第 2のインスタンスが特定の IDLMロッ
クを必要とする場合は、ロックが使用可能になるまで待ってから、そ
のロックを必要なモードに変換します。割当て可能なロックの合計数
は、システム・リソースによって制限されます。通常、これは複数の
ブロックが同じロックでカバーされることを意味します。つまり、
ロックの単位は粗くなります。そのため、偽の pingが発生することが
あります。また、すべてのロック・リソースを起動時に割り当てる必
要があるため、インスタンスの起動時間も長くなります。

通常、ハッシュ・ロックが解放されることはなく、それぞれが最後に
要求されたときのモードは変わりません。ただし、GC_FILES_TO_
LOCKSパラメータで Rオプションを使用すると、解放可能なハッ
シュ・ロックを指定できます。解放可能なハッシュ PCMロックは、
GC_RELEASABLE_LOCKSのプールから取り込まれます。
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PCMロックの詳細は、『Oracle8i Parallel Server概要および管理』を参照してください。

ファイン・グレイン・ロックとハッシュ・ロックは、同時に使用可能にすることができま
す。

両方の PCMロックの違いは、次のとおりです。

ファイン・グレイン・
ロック

これが、デフォルトのインプリメンテーションです。 

ファイン・グレイン・ロックの場合、ロックはブロック・アクセス時
に動的に割り当てられます。ロックのリソースは、そのロックが必要
な間だけ割り当てられ、ロックが解放されるとリソースも解放されま
す。これにより、きわめて細かい単位でのロックが可能となります。
リソースを最小限度に抑えることが目標であれば、ファイン・グレイ
ン・ロックでは複数ブロックも取り扱うことができますが、それらは
動的に割り当てられます。

ロックは必要時にだけ割り当てられるので、インスタンスはハッシュ・
ロックの場合より高速で起動できます。IDLMリソースが作成され、
IDLMロックが取得されるのは、ユーザーが実際にブロックを要求し
たときのみです。ファイン・グレイン・ロックの作成後は、各種イン
スタンスで必要に応じてさまざまなモードに変換できます。 

通常、ファイン・グレイン・ロックは解放可能です。つまり、インス
タンスは通常の操作中にリソース名のすべての参照を放棄できます。
ただし、GC_FILES_TO_LOCKSパラメータを使用すると、ファイン・
グレイン方式で固定ロックを割り当てることができます。ロックとブ
ロックを 1対 1の比率で作成すると、DBAロックが作成されます。

ハッシュハッシュハッシュハッシュ PCMロックロックロックロック ファイン・グレインファイン・グレインファイン・グレインファイン・グレイン PCMロックロックロックロック

■ インスタンスの起動時に割り当て
られるため、起動が低速になる。

■ ユーザーがブロックを要求したときに割り当てら
れるため、インスタンスの起動が高速になる。

■ インスタンスのシャットダウン時
にのみ解放される。

■ 他のブロックによって動的に再使用されるため、
メモリー所要量が減少する。

■ 起動時にブロックに静的にハッ
シュされるため、メモリー所要量
が増加する。

PCMロックロックロックロック 説明説明説明説明
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ロックの選択ロックの選択ロックの選択ロックの選択
次の表を使用して PCMロックを選択してください。

Oracle Parallel Query
Oracle Parallel Queryを使用すると、特定のタイプの SQL文の処理作業を複数の問合せサー
バー・プロセス間で分割できます。

アーキテクチャの概要アーキテクチャの概要アーキテクチャの概要アーキテクチャの概要
パラレル実行を使用しない場合は、SQL文の順次実行に必要なすべての処理が単一のサー
バー・プロセスによって実行されます。たとえば、全表走査（SELECT * FROM EMPなど）
を実行する場合、あるスレッドが操作全体を実行します。

Oracle Parallel Queryでは、複数のパラレル・プロセスを使用して操作がパラレルに実行さ
れます。パラレル・コーディネータと呼ばれる 1つのプロセスによって、文の実行が複数の
パラレル・サーバー・プロセスにディスパッチされ、すべてのサーバー・プロセスからの結
果が調整されてユーザーに送信されます。 

パラレル・コーディネータによって、実行機能がパラレル断片に分割され、パラレル・サー
バー・プロセスによって生成された結果の各部分が統合されます。1つの操作に割り当てら
れるパラレル・サーバー・プロセス数は、操作の並列性の程度を表します。同じ SQL文中
の複数の操作は、すべてが同程度の並列性となります。

Oracle Parallel Server上の上の上の上の Oracle Parallel Query
Oracle Parallel Serverでは、Parallel Query Optionがノード間で機能するための枠組みが提
供されます。Oracleでの Oracle Parallel Queryの動作は、Parallel Server Optionの有無に関
係なく同様です。唯一の違いは、Oracle Parallel Serverによって Oracle Parallel Queryは
ノード間で問合せを発行できるため、複数のノードが 1つの問合せを代理で実行できること
です。その場合、問合せは、サーバーによって共有ディスクに常駐する共通データベースに
対して実行される小規模な操作に分割されます。操作はサーバーによって実行されるので、
この並列性は外部 SQLレベルではなく、サーバー操作の下位レベルで発生します。 

ハッシュ・ロックを使用する場合ハッシュ・ロックを使用する場合ハッシュ・ロックを使用する場合ハッシュ・ロックを使用する場合 ファイン・グレイン・ロックを使用するファイン・グレイン・ロックを使用するファイン・グレイン・ロックを使用するファイン・グレイン・ロックを使用する

■ データはほとんど読取り専用で
ある。

■ 多数のインスタンスによって少量のデータが更新さ
れる。

■ データをパーティション化でき
る。

■ メモリー不足のためハッシュ・ロックを構成できな
い。

■ 大型のデータ集合が比較的小型
のインスタンスの集合によって
変更される。
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一部のアプリケーションでは、個々の問合せによって（ほとんどのオンラインの挿入または
更新トランザクションと違って）しばしば大量の CPUリソースとディスク I/Oが消費され
ます。マルチプロセッシング・システムを活用するには、データ・サーバーは個々の問合せ
を同時処理できる作業単位に並列化する必要があります。 

問合せが並列に処理されなければ、ディスクは単一の I/Oで逐次に読み取られ、1つの CPU
が表中のすべての行を走査することが必要になります。問合せが並列化されていれば、ディ
スクは複数の I/Oで並列に読み取られます。

複数の CPUがそれぞれ表中の一部を並列に走査し、結果を集計できます。パラレル問合せ
では、複数の CPUだけでなく、I/O帯域幅の可用性が高まることからも利点が得られます。

Oracle Parallel Queryは、Oracle Parallel Serverの有無に関係なく実行できます。Oracle 
Parallel Serverオプションがなければ、Oracle Parallel Queryで複数ノードの並列化は実行
できません。Oracle Parallel Serverでは、OLTPと意志決定支援アプリケーションにおける
共有メモリーのボトルネックを回避するために、パラレル・キャッシュ・アーキテクチャを
使用して、クラスタ・ハードウェア上で実行される Oracle8i Enterprise Editionを最適化し
ます。 
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Oracle Parallel Serverの機能
図図図図 1-3  パラレル問合せの操作パラレル問合せの操作パラレル問合せの操作パラレル問合せの操作

Oracle Parallel Queryの文の文の文の文
Oracle Parallel Server内の Oracle Parallel Queryでは、ノード内とノード間の並列化が各
ノード上のパラレル問合せスレーブ・プロセスを経由して実行されます。 

副問合せ�問合せ�

パラレル・サーバー・クラスタ�
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Oracle Parallel Serverの機能
SQL文の例は、次のとおりです。

問合せの実行後に、 V$PQ_SYSSTATから入手した情報を使用して、使用スレーブ・プロセ
ス数や他のシステム情報を表示できます。

パラレル実行の詳細は、 『Oracle8i概要』を参照してください。

SELECT /*+ PARALLEL <OBJ$, 2, 2> */ * FROM OBJ$;

パラレル問合せ文�

n 個のノード間で分割される問合せ�

ノードごとにn 回分割される問合せ�
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インストールの前
2

インストールの前処理インストールの前処理インストールの前処理インストールの前処理

この章では、Oracle Parallel Serverのインストールに関する事前の要件について説明します。

この章の構成は、次のとおりです。

■ システムのインストール要件

■ ロー・デバイスのセットアップ

■ インストール前処理のステップ
処理 2-1



システムのインストール要件
システムのインストール要件システムのインストール要件システムのインストール要件システムのインストール要件
インストール前に、システムが後述のインストール要件を満たしているかどうかを検証しま
す。

■ Oracle8i Parallel Serverノードのハードウェア要件とソフトウェア要件

■ Oracle Enterprise Managerのハードウェア要件とソフトウェア要件

■ 共有ディスク・サブシステム

Oracle8i Parallel Serverノードのハードウェア要件とソフトウェア要件ノードのハードウェア要件とソフトウェア要件ノードのハードウェア要件とソフトウェア要件ノードのハードウェア要件とソフトウェア要件
ノードごとにハードウェアとソフトウェアの要件を検証します。

ハードウェアハードウェアハードウェアハードウェア
クラスタ内の各ノードには、次のハードウェアが必要です。

❏ プラットフォーム固有のインストレーション・ガイドに記載されたプラットフォーム固
有のハードウェア

❏ 外部共有ハード・ディスク

ソフトウェアソフトウェアソフトウェアソフトウェア
クラスタ内の各ノードには、次のソフトウェアが必要です。

❏ プラットフォーム固有のインストレーション・ガイドに記載されたプラットフォーム固
有のソフトウェア

❏ 認定ベンダーからのオペレーティング・システム依存レイヤー

❏ Oracle8i Enterprise Edition

❏ Net8 Server

❏ Oracle Parallel Server

❏ Oracle Intelligent Agentリリース 8.1.5（Oracle Enterprise Managerを使用している場
合）

Oracle Intelligent Agentは、Oracle8i Enterprise Editionの CD-ROMからインストール
できます。

❏ Oracle Data Gathererリリース 8.1.5（Oracle Diagnostics Packの Oracle Performance 
Manager製品を使用してパフォーマンス・レポートを生成している場合）

Oracle Data Gathererは、Oracle Intelligent Agentとともに自動的にインストールされ
ます。

❏ オンライン・マニュアルを表示するための次のいずれかのWebブラウザ :
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システムのインストール要件
– Netscape Navigatorバージョン 3.0以上 

http://www.netscape.com
– Microsoft Internet Explorerバージョン 3.0以上 

http://www.microsoft.com

Oracle Enterprise Managerのハードウェア要件とソフトウェア要件のハードウェア要件とソフトウェア要件のハードウェア要件とソフトウェア要件のハードウェア要件とソフトウェア要件
Oracle Enterprise Managerバージョン 2は、Console、ツールおよびサービス・パッケージ、
管理サーバーと Oracle Intelligent Agentsのネットワークからなる管理フレームワークです。

個々の Oracle Enterprise Managerコンポーネントを別々のマシンで実行したり、個々のマ
シン上の異なるコンポーネントを併合して Oracle環境全体を管理できます。

コンポーネントは、次のとおりです。

■ Consoleおよび Database Administration Applications

■ Management Server

■ リポジトリ・データベース

■ ネットワークを介したエージェントでの管理ターゲット

Consoleおよび Database 
Administration 
Applications

Consoleは、Oracle Intelligent Agent（ノードにインストール）と
連動して、1台のコンソールからデータベース管理を実行します。

Consoleと Database Administration Applicationsがそれぞれ専用
マシンにある場合、リポジトリや管理対象ノードにログオンするに
は、Net8をインストールして構成する必要があります。Consoleだ
けを実行するノードの場合、Net8は不要です。

Management Server Management Serverでは、Consoleから要求された機能が実行され
ます。各Management Serverで管理されるドメインは、1つだけで
す。ドメインは、管理のためにマシンが論理的にグループ化された
ものです。

Management Serverがリポジトリ・データベースと異なる専用マシ
ンにある場合、リポジトリ・データベースと通信するには Net8を
インストールして構成する必要があります。

リポジトリ・データベース リポジトリは、Oracle Enterprise Managerから要求されるデータが
格納されている Oracleデータベース内のテーブルの集合です。 

リポジトリは、バージョン 7.3.3以上の Oracleデータベースに格納
する必要があります。 
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システムのインストール要件
オペレーティング・システムオペレーティング・システムオペレーティング・システムオペレーティング・システム  

■ Windows NTバージョン 4.0

■ Solaris 2.6

Enterprise Managerソフトウェアソフトウェアソフトウェアソフトウェア  

■ Oracle Enterprise Managerバージョン 2

■ Oracle Diagnostics Packバージョン 2

Oracle Diagnostics Packには、Oracle Performance Managerアプリケーションが含まれ
ています。このアプリケーションを使うと、パラレル・サーバー用のさまざまなグラ
フィック・パフォーマンス統計チャートを選択できます。

■ Diagnostics Packがインストールされているマシン上の Net8 Client。また、OMS、
Database Administration Applicationsおよび Consoleがそれぞれ専用マシンにある場
合は、Net8 Clientが必要です。

リポジトリとしてサポートしているリポジトリとしてサポートしているリポジトリとしてサポートしているリポジトリとしてサポートしている Oracleデータベースのバージョンデータベースのバージョンデータベースのバージョンデータベースのバージョン  

データベース・リポジトリ・マシン上の 8.1.5、8.0.5、8.0.4、8.0.3、7.3.4、7.3.3

サポートしているサポートしているサポートしているサポートしている Oracle Intelligent Agents  

すべての Oracle Parallel Serverノード上の 8.1.5

ネットワークを介したエー
ジェントでの管理ターゲッ
ト

管理ターゲットは、Oracle Enterprise Managerで集中管理できる
サービスやエンティティです。たとえば、ノード、データベース、
Webサーバー、リスナー、ページング・サービスなどは、その一例
です。

各 Oracle Parallel Serverには、リリース 8.1.5またはそれ以前の
Oracle Intelligent Agentをインストールする必要があります。

注意注意注意注意 : Oracle Enterprise Managerの Consoleおよび DBAアプリケー
ションは、Windows 95/98でも実行できます。OMSとリポジトリは、こ
れらのプラットフォームでは実行できません。

注意注意注意注意 : リリース 8.1.5のデータベースには、旧リリースの Oracle 
Enterprise Managerと Oracle Diagnostics Packを使用することもできま
す。詳細は、Oracle Enterprise Managerのマニュアルを参照してくださ
い。
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ロー・デバイスのセットアップ
Oracle Intelligent Agentは、Oracle8i Enterprise Editionの CD-ROMからインストールでき
ます。 

ディスク領域要件と RAM要件の詳細は、『Oracle Enterprise Managerインストレーション・
ガイド』を参照してください。

共有ディスク・サブシステム共有ディスク・サブシステム共有ディスク・サブシステム共有ディスク・サブシステム
Oracle Parallel Serverの場合、共有ディスク・サブシステムに共有ロー・パーティションを
含める必要があります。Oracle8iのすべてのデータ・ファイル、ログ・ファイルおよび制御
ファイルは、共有ロー・パーティションに格納されます。

ロー・デバイスのセットアップロー・デバイスのセットアップロー・デバイスのセットアップロー・デバイスのセットアップ
データ・ファイルと制御ファイルは、すべてのインスタンスに共有される必要があります。
インスタンスごとに固有のログ・ファイルがありますが、リカバリ時には、すべてのインス
タンスがすべてのログ・ファイルにアクセスする必要があります。UNIXとWindows NTの
クラスタは、クラスタのすべてのノード間での共有ファイル・システムへのアクセスを提供
しません。そのため、データベースに関連するすべてのファイルは、ロー・デバイス上で作
成する必要があります。

データベースは、インストール・プロセスの一部として作成されます。このため、データ・
ファイル、制御ファイル、およびすべてのログをロー・デバイスにコピーするには、インス
トール前にロー・デバイスをセットアップする必要があります。 

Oracle Database Configuration Assistantでデータベースを正常に作成するには、正確な数の
ロー・デバイスが必要です。

■ データ・ファイル用に 6

■ Oracle8i interMedia用に 1（使用する場合）

■ 制御ファイル用に 2

■ 各ノードごとに REDOログ・ファイルが 2つ

次の表は、作成しなければならないロー・デバイスと、Oracle Database Configuration 
Assistantが必要とする最小サイズを示しています。ロー・デバイスの作成時には、将来の拡
張のために次の表より少し大きいサイズを確保してください。

注意注意注意注意 : Oracle Parallel Serverデータベースのインスタンスごとに固有の
ログ・ファイルがありますが、制御ファイルとデータ・ファイルはクラス
タ内のインスタンスに共有されます。ただし、ログ・ファイルは、他のイ
ンスタンスからアクセス可能でありかつ読取り可能にする必要がありま
す。
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ロー・デバイスのセットアップ
ロー・デバイスの作成は、次のようにプラットフォーム固有です。

■ UNIX

■ Windows NT

UNIX
UNIXプラットフォーム上でロー・デバイスを作成する手順は、次のとおりです。

1. Sun Solaris、HP 9000または AIXベース・システムの場合は、各プラットフォームの
『Oracle8i 管理者リファレンス・ガイド』の説明に従ってロー・デバイスを作成します。 

ロー・デバイスごとに、次のように、格納されるデータ・ファイルを示すファイル名を
使います。

ロー・デバイスが作成されるべきサイズロー・デバイスが作成されるべきサイズロー・デバイスが作成されるべきサイズロー・デバイスが作成されるべきサイズ UNIXで使用するで使用するで使用するで使用する
サイズサイズサイズサイズ

Windows NT でででで
使用するサイズ使用するサイズ使用するサイズ使用するサイズ

Oracle8i interMediaオプション用の DR表領域 80 MB 101 MB

システム・データ・ファイル用の SYSTEM表領域 120 MB 101 MB

一時データ・ファイル用の TEMP表領域 10 MB 101 MB

ロールバック・データ・ファイル用の RBS表領域 15 MB 50 MB

索引用の INDX表領域 10 MB 50 MB

Oracle Enterprise Managerリポジトリ用の OEM_
REPOSITORY表領域

5 MB 50 MB

ユーザー作業領域用の USERS表領域 10 MB 20 MB

第 1制御ファイル 7 K 2 MB

第 2制御ファイル 7 K 2 MB

ノードごとの 2つの REDOログ・ファイル 6 K 3 MB

注意注意注意注意 : UNIXプラットフォーム上では、ロー・デバイスを root ユー
ザーが作成する必要があります。

ロー・デバイスロー・デバイスロー・デバイスロー・デバイス ファイル名の例ファイル名の例ファイル名の例ファイル名の例

Oracle8i interMediaオプションのロー・デバイス dr01.dbf

SYSTEM表領域のロー・デバイス system01.dbf
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ロー・デバイスのセットアップ
2. 後から Oracle Universal Installerを実行する予定のノード上で、各ロー・デバイスの
ファイル名を示すエントリを含む ASCIIファイルを作成します。手順については、2-8
ページの「ロー・デバイスの識別」を参照してください。

3. ASCIIファイルと同じノード上で、この ASCIIファイルの位置を指す環境変数 DBCA_
RAW_CONFIGを作成します。Oracle Database Configuration Assistantでは、データ
ベースの作成時にこの環境変数が検索され、ASCIIファイルに読み取られ、ファイルが
ロー・デバイスに格納されます。

Windows NT
Windows NT上でロー・デバイスを作成する手順は、次のとおりです。

1. 『Oracle8i Parallel Server for Windows NTスタート・ガイド』に記載されているように
Disk Administratorでロー・デバイスを作成します。

2. 各ノード上で、各ロー・デバイスに関連付けるシンボリック・リンク名を使用して、
ASCIIファイル DB_NAME.TBLを作成します。手順については、2-8ページの「ロー・
デバイスの識別」を参照してください。

TEMP表領域のロー・デバイス tmp01.dbf

RBS表領域のロー・デバイス rbs01.dbf

INDX表領域のロー・デバイス indx01.dbf

OEM_REPOSITORY表領域のロー・デバイス oemrep01.dbf

USERS表領域のロー・デバイス user01.dbf

第 1制御ファイルのロー・デバイス control01.clt

第 2制御ファイルのロー・デバイス control02.clt

ノードごとの REDOログ・ファイル redo thread_id_number.log

thread_idはノードのスレッド IDで、
numberはノードのログ番号（1また
は 2）です。

注意注意注意注意 : Windows NT上でロー・パーティションを作成する場合は、
ロー・パーティションへのドライブ名の割当てを解除する必要がありま
す。これにより、ネットワーク・ドライブのマッピングなど、他の用途に
ドライブ名を使用することができるようになります。

ロー・デバイスロー・デバイスロー・デバイスロー・デバイス ファイル名の例ファイル名の例ファイル名の例ファイル名の例
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ロー・デバイスのセットアップ
3. シンボリック・リンク名を作成するために、ASCIIファイルに対して Oracle SETLINKS
ユーティリティを実行します。Oracle Database Configuration Assistantがデータベース
を作成するときに作成されたシンボリック・リンク名が検証され、ファイルがロー・デ
バイスに格納されます。 

ロー・デバイスの識別ロー・デバイスの識別ロー・デバイスの識別ロー・デバイスの識別
ロー・デバイスのセットアップ後は、データベースの作成時に Oracle Database 
Configurationでそのデバイスにファイルをマップする手段が必要になります。この識別は
プラットフォーム固有のものであり、インストール前に設定する必要があります。

■ UNIX

■ Windows NT

UNIX
UNIXプラットフォームでは、ロー・デバイスは次の形式のエントリを含む ASCIIファイル
内のファイル名で識別されます。

database_object raw_device_file

次のデータベース・オブジェクトごとに、個々のエントリが存在する必要があります。各
ファイル名は、2-6ページの「UNIX」のステップ 1で作成した名前です。

データベース・オブジェクトデータベース・オブジェクトデータベース・オブジェクトデータベース・オブジェクト 説明説明説明説明

dr Oracle8i interMediaオプション用の DR表領域

sys1 システム・データ・ファイル用の SYSTEM表領域

tmp1 一時データ・ファイル用の TEMP表領域

rbs1 ロールバック・データ・ファイル用の RBS表領域

indx1 索引用の INDX表領域

oemrep1 Oracle Enterprise Managerリポジトリ用の OEM_
REPOSITORY表領域

usr1 ユーザー作業領域用の USERS表領域

ctl1 第 1制御ファイル

ctl2 第 2制御ファイル
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ロー・デバイスのセットアップ
ASCIIファイルの例ファイルの例ファイルの例ファイルの例  2つのノードを持つクラスタの場合、ASCIIファイルは次の例のように
なります。

dr          device / path /dr01.dbf
sys1        device / path /system01.dbf
tmp1        device / path /tmp01.dbf
rbs1        device / path /rbs01.dbf
indx        device / path /indx01.dbf
oemrep1     device / path /oemrep01.dbf
usr1        device / path /user01.dbf
ctl1        device / path /control01.clt
ctl2        device / path /control02.clt
log1_1      device / path /redo1_1.log
log1_2      device / path /redo1_2.log
log2_1      device / path /redo2_1.log
log2_2      device / path /redo2_2.log

Windows NT
Windows NTでは、次の形式で書かれた ASCIIファイル DB_NAME.TBLのシンボリック・
リンク名を使ってロー・デバイスを識別します。

db_name_link_name       ¥Device ¥HarddiskX ¥PartitionX 

Windows NTでは、シンボリック・リンク名は次のファイルを表す正確な名前でなければな
りません。

■ データ・ファイル

■ 制御ファイル

■ REDOログ・ファイル

データ・ファイルデータ・ファイルデータ・ファイルデータ・ファイル  データ・ファイル用のロー・パーティションを作成するときには、次の
シンボリック・リンク名を使用する必要があります。

log thread_id_number

thread_idはノードのスレッド
IDで、numberはノードのログ
番号（1または 2）です。

REDOログ・ファイル

ノードごとに 2つのエントリが必要です。最初のノードのエン
トリは次のようになります。

log1_1
log1_2

第 2のノードのエントリは次のようになります。

log2_1
log2_2

データベース・オブジェクトデータベース・オブジェクトデータベース・オブジェクトデータベース・オブジェクト 説明説明説明説明
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制御ファイル制御ファイル制御ファイル制御ファイル  制御ファイル用のロー・パーティションを作成するときには、次のシンボ
リック・リンク名を使用する必要があります。

■ db_name_ctl1

■ db_name_ctl2

REDOログ・ファイルログ・ファイルログ・ファイルログ・ファイル  ノードごとに 2つの REDOログ・ファイルが必要です。2つのノード
を持つクラスタの場合、これらのファイルのシンボリック・リンク名は、次のように指定す
る必要があります。

db_name_log thread_id_number 。この場合、thread_id はノードのスレッド ID、number
はノードのログ番号（1または 2）です。

各ノードのログ番号は、1から始まります。

■ 最初に選択されるノードは db_namelog1_1 および db_namelog1_2 となります。

■ 2番目に選択されるノードは db_namelog2_1 および db_namelog2_2 となります。

ASCIIファイルの例ファイルの例ファイルの例ファイルの例  2つのノードを持つクラスタの場合、Windows NTでの ASCIIファイル
は次の例のようになります。OPはデータベース名で、Xはハード・ディスク番号または
パーティション番号を表します。このファイルを作成するには、データベース名がインス
トール前にわっかっている必要があります。

OP_dr           ¥Device¥Harddisk X¥Partition X      
OP_sys1         ¥Device¥Harddisk X¥Partition X  
OP_tmp1         ¥Device¥Harddisk X¥PartitionX           
OP_rbs1         ¥Device¥Harddisk X¥Partition X   
OP_indx1        ¥Device¥Harddisk X¥Partition X          
OP_oemrep1      ¥Device¥Harddisk X¥Partition X       
OP_usr1         ¥Device¥Harddisk X¥Partition X        

シンボリック・リンク名シンボリック・リンク名シンボリック・リンク名シンボリック・リンク名 表領域表領域表領域表領域 オプションオプションオプションオプション ?

db_name_dr Oracle8i interMediaオプション用の DR表領域 Yes

db_name_sys1 システム・データ・ファイル用の SYSTEM表領域 No

db_name_tmp1 一時データ・ファイル用の TEMP表領域 No

db_name_rbs1 ロールバック・データ・ファイル用の RBS表領域 No

db_name_indx1 索引用の INDX表領域 No

db_name_oemrep1 Oracle Enterprise Managerリポジトリ用の OEM_
REPOSITORY表領域

No

db_name_usr1 ユーザー作業領域用の USERS表領域 No
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OP_ctl1         ¥Device¥Harddisk X¥Partition X       
OP_ctl2         ¥Device¥Harddisk X¥Partition X       
OP_log1_1       ¥Device¥Harddisk X¥Partition X       
OP_log1_2       ¥Device¥Harddisk X¥Partition X       
OP_log2_1       ¥Device¥Harddisk X¥Partition X       
OP_log2_2       ¥Device¥Harddisk X¥Partition X       

インストール前処理のステップインストール前処理のステップインストール前処理のステップインストール前処理のステップ
インストール前に次のステップを実行します。

1. ベンダー提供の公認オペレーティング・システム依存レイヤーをインストールします。
ベンダーから提供されるオペレーティング・システム依存のレイヤーを参照してくださ
い。

2. ベンダー提供のマニュアルに記載されている説明に従って、クラスタウェアで診断しま
す。 

3. ロー・デバイスを作成します。
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4. UNIXクラスタの場合は、root ユーザーとして次のステップを実行します。

a. クラスタのすべてのノードの /etc/group ファイル内で、OSDBAグループが定義
されているかどうかを確認します。OSDBAのグループ名と番号（および、インス
トール時に指定する計画がある場合は、OSOPERグループ）は、1つのデータベー
スにアクセスする UNIXクラスタのすべてのノードに共通でなければなりません。
OSDBAおよび OSOPERグループのデフォルトの UNIXグループ名は、dba です。

b. クラスタの各ノード上で、次のように指定して oracleアカウントを作成します。

- アカウントは OSDBAグループのメンバーである。

- アカウントは Oracleソフトウェアのインストールと更新専用である。

- アカウントはリモート・ディレクトリへの書込み許可を持つ。

UNIX上で実行するタスク上で実行するタスク上で実行するタスク上で実行するタスク : Windows NT 上で実行するタスク上で実行するタスク上で実行するタスク上で実行するタスク :

1. 『Oracle8i 管理者リファレンス・ガイ
ド』に記載されている指示に従って
ロー・デバイスを作成します。

2. Oracle Universal Installerを実行する
予定のノード上で、各データ・ファイ
ル、制御ファイルおよび REDOログ・
ファイルのエントリを含む ASCIIファ
イルを作成します。ファイルの例につ
いては、2-9ページの「ASCIIファイ
ルの例」を参照してください。

3. ASCIIファイルを指す環境変数
DBCA_RAW_CONFIGを作成します。 

1. 『Oracle8i Parallel Server for Windows NT
スタート・ガイド』に記載されている指示
に従ってロー・デバイスを作成します。

2. 各ノード上で、Oracle8i Enterprise Edition 
CD-ROMを挿入します。

3. 各ノード上で、必要な SETLINKS実行
ファイルと TEMPLATE.TBLファイルを、
¥OPS_PREINSTALLディレクトリから一
時ディレクトリにコピーします。

4. 各ノード上で、TEMPLATE.TBLを DB_
NAME.TBLに変更します。この場合、
DB_NAMEは使用予定のデータベース名
です。

5. 各ノード上で、<db_name>エントリを使
用予定のデータベース名に変更し、それに
応じて *.TBLファイル内でパーティション
番号とハード・ディスク番号を編集しま
す。ファイルの例については、2-10ペー
ジの「ASCIIファイルの例」を参照してく
ださい。

6. 各ノード上で、SETLINKSユーティリティ
を通じて *.TBLファイルを実行します。

    setlinks /f: dbname.tbl

これらのステップの詳細は、『Oracle8i Parallel 
Server for Windows NTスタート・ガイド』を
参照してください。 
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c. 各ノード上で次のように指定して、Oracleソフトウェア・ディレクトリ構造の最上
位になるマウント・ポイント・ディレクトリを作成します。

- 各ノード上のマウント・ポイント名は、最初のノード上のマウント・ポイント名
と同じである。

- oracleアカウントは読取り、書込みおよび実行権限を持つ。

d. Oracle Universal Installerを実行予定のノード上で、oracleアカウントの .RHOSTS
ファイルまたは /etc/hosts.equiv ファイルにクラスタ内のすべてのノードのエ
ントリを追加し、ユーザー等価関係を設定します。

ステップの完了後に root アカウントを終了します。

5. UNIXクラスタの場合は、oracleアカウントとしてクラスタ内の各ノードへのリモート・
ログイン（rlogin ）を実行し、oracleアカウントのユーザー等価関係をチェックしま
す。パスワードを求めるプロンプトが表示された場合、oracleアカウントには全ノード
上で同じ属性が与えられていません。Oracle Universal Installerでは、ユーザー等価関
係がなければ、rcp コマンドを使用して Oracle製品をリモート・ディレクトリにコ
ピーできません。

注意注意注意注意 : UNIXクラスタには、単一インスタンス環境と同様の環境セット
アップも必要です。これらの手順と他のプラットフォーム固有の Oracle 
Parallel Serverインストールの前処理手順については、Sun Solaris、HP 
9000または AIXベース・システム用の『Oracle8iインストレーション・
ガイド』を参照してください。
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インストールインストールインストールインストール

この章では、Oracle Universal Installerを使用して新しい Oracle8i Enterprise Editionと
Oracle Parallel Server Optionをインストールする方法について説明します。

この章の構成は、次のとおりです。

■ インストレーション・タイプ

■ インストール手順

■ リリース 8.1への移行またはアップグレード

■ 複数の Oracleホーム
ール 3-1



インストレーション・タイプ
インストレーション・タイプインストレーション・タイプインストレーション・タイプインストレーション・タイプ
インストール時に選択するインストレーション・タイプとデータベースのタイプによって、
インストールと構成に関する情報の決定方法が決まります。

Oracle Universal Installerの実行時には、次のインストレーション・タイプから Oracle8i 
Enterprise Editionと Oracle Parallel Server Optionのインストール方法を選択できます。

インストレーション・タイプインストレーション・タイプインストレーション・タイプインストレーション・タイプ 説明説明説明説明

Typical 事前構成済みの初期データベース、ライセンス取得可能な
Oracleオプションとカートリッジ（Oracle Parallel Serverを含
む）、ネットワーキング・サービス、Oracle8iユーティリティお
よびオンライン・マニュアルがインストールされます。これは、
完全なデータベース・パッケージを希望する新規ユーザーや経
験豊富なユーザー向けの推奨インストレーション・タイプです。

インストールの終了時に Oracle Database Configuration 
Assistantが実行され、Oracleインスタンスの作成と起動、デー
タ・ファイルのコピーおよびデータベースの初期化が行われま
す。

Custom 注意注意注意注意 :  Parallel Server Optionを選択した場合は Customインス
トレーション・タイプをサポートしているのは、Windows NT
上のリリース 8.1.5だけです。

Oracle8i Enterprise Editionや Oracle Parallel Serverなどの製品
を自由に選択し、CD-ROMからクラスタ内のノードの任意のサ
ブセットにインストールできます。Oracle8 Enterprise Edition
を選択すると、Oracle Database Configuration Assistantを起動
するかどうかを選択できます。Oracle Database Configuration 
Assistantから作成できるデータベースは、次のとおりです。

■ 初期データベース

■ オンライン・トランザクション処理（OLTP）データベース

■ 意志決定支援システム（DSS）データベース

■ ハイブリッド・データベース

Oracle Database Configuration Assistantを実行しないように選
択した場合は、後から実行するか、または Oracle Parallel Server
を手動で構成できます。

データベースをインストールしないように選択した場合は、
Oracle Parallel Server Optionをインストールし、データベース
を手動で作成できます。
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インストール手順インストール手順インストール手順インストール手順
インストール中には、Oracle Universal Installerを実行中のノードにソフトウェア・コン
ポーネントがインストールされ、クラスタ内で選択した他のノードにプッシュされます。

Oracle8i Enterprise Editionと Oracle Parallel Serverをインストールする手順は、次のとおり
です。

1. 2-11ページ「インストール前処理のステップ」のタスクを完了しているかどうかを確認
します。

2.  Oracle Universal Installerを実行予定のノードから、他のノードへの管理権限を持って
いるかどうかを確認します。 

3. 次のマニュアルに記載の手順に従って、Oracle8i Enterprise Editionをクラスタ内の 1
ノードにインストールします。

■ 『Oracle8iインストレーション・ガイド』 （Sun Solaris、HP 9000または AIXベー
ス・システムの場合）

■ 『Oracle8i Enterprise Edition for Windows NTインストレーション・ガイド』

4. Oracle Parallel Serverを正常にインストールするには、次のタスクを実行する必要があ
るので注意してください。

a. 「Available Products」ページで「Oracle8i Enterpise Edition」を選択します。

注意注意注意注意 : 「Minimal」インストレーション・タイプでは、Oracle Parallel 
Serverはサポートしていません。

オペレーティング・システムオペレーティング・システムオペレーティング・システムオペレーティング・システム 検証方法検証方法検証方法検証方法

UNIX 他のノードへのリモート・コピー（rcp ）を実行します。

Windows NT クラスタを構成するノードごとに次のコマンドを入力しま
す。Cドライブにコピーする場合は、次のコマンドを入力
します。

NET USE ¥¥ host_name ¥C$ 

host_nameは、Cluster Managerの DefinedNodesレジスト
リに定義したホスト名です。

正常終了すると、"The command completed successfully.
（コマンドが正常終了しました。）"と表示されます。

クラスタ内の各ノード上で同じユーザー名とパスワードを
使用するか、ドメイン・ユーザー名を使用することをお薦
めします。ドメイン・ユーザー名を使用する場合は、各
ノード上で管理権限を持つユーザー名とパスワードを使用
してドメインにログオンします。
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b. 「Installation Types」ページで「Typical」または「Custom」を選択します。3-5
ページの「Typicalインストール」または 3-5ページの「Customインストール」を
参照してください。

c. 「Custom」インストールを実行する場合は、「Available Product Components」ペー
ジで「Oracle Database Options」フォルダの下の「Oracle Parallel Server option」
が選択されていることを確認します。

Oracle Universal Installerでは、Cluster Managerクラスタウェアが正しく構成され
ていなければ、Oracle Parallel Server Optionは表示されません。詳細は、OSDベ
ンダー提供のマニュアルを参照してください。 

d. 「Cluster Node selection screen 」ページから、ソフトウェアのインストール先とな
るノードを選択します。

インストールを実行中のノードは、 自動的に選択されます。

ノード・リストに期待したノードが表示されない場合は、ベンダー提供のクラスタ
ウェアがインストールされていないか、実行されていないか、正しく構成されてい
ないことを示します。詳細は、ベンダー提供のマニュアルを参照してください。 

クラスタウェアがインストールされていない場合は、Oracle Universal Installerで
「Previous」をクリックし、そのノードに Cluster Managerをインストールしてか
ら、Oracle Universal Installerで「Next」をクリックします。これでノードが表示
されます。

e. 「Database Identification」ページに、OP.domainのように、適切なグローバル・
データベース名、データベース名およびドメインを入力し、「SID」フィールドで使
用される Oracleシステム識別子（SID）の接頭辞を受け入れるか、変更します。 
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各インスタンスには、ここに入力した共通接頭辞と自動生成されるスレッド IDか
らなる SIDが与えられます。たとえば、OPと入力すると、クラスタ内の最初のイ
ンスタンスの SIDは OP1、2番目のインスタンスの SIDは OP2となります。

インストール中には、他のノードに、インストールされるコンポーネントを示す
メッセージは表示されません。

Typicalインストールインストールインストールインストール
「Typical」インストレーション・タイプを選択すると、Oracle Database Configuration 

Assistantが自動的に実行され、何も入力しなくてもデータベースが作成されます。Oracle 
Database Configuration Assistantでは、「Database Identification」ページに入力した情報を
使用して、データベースと各インスタンスの SIDが識別されます。

Oracle Database Configuration Assistantでは、作成する表領域ごとにロー・デバイス・ファ
イル名が作成されたかどうかが検証されます。ロー・デバイスおよびファイル名の構成は、
2-5ページの「ロー・デバイスのセットアップ」で完了している必要があります。ファイル
名が設定されていなければ、Oracle Database Configuration Assistantではデータベースを作
成できません。

「Typical」を選択した場合は、インストールされるファイルのうち次のファイルが作成され
ます。

■ すべてのインスタンスに共有される一般パラメータ用の INITDB_NAME.ORA 

■ クラスタ内の各インスタンス用の INITSID.ORAファイル

これらのファイルの詳細は、6-2ページの「初期化ファイルの理解」を参照してください。

Customインストールインストールインストールインストール

Customインストール中には、次の製品が実行され、ユーザー入力を求めるプロンプトが表
示されます。

■ Net8 Configuration Assistant

■ Oracle Database Configuration Assistant

Net8 Configuration Assistant  Net8 Configuration Assistantでは、ネットワーク構成を求めるプ
ロンプトが表示されます。Net8 Configuration Assistantでは、Oracle Universal Installerを
実行中のノードについて、ネットワークの一部の側面しか構成できません。次の推奨事項に
従って操作してください。

注意注意注意注意 : Oracle Database Creation Assistantでデータベースを作成できな
い場合は、C-2ページの「Windows NT上の Oracle Database 
Configuration Assistantに障害が起きた後のレジストリのクリーン・アッ
プ」を参照してください。
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1. Net8 Configuration Assistantのプロンプトに従って、ポート 1521で TCP/IPを使用す
るリスナー名とリスナー・プロトコル・アドレスを識別し、ノードのリスナーを構成し
ます。Oracle Enterprise Managerには、TCP/IPが必須です。

2. 命名方法の構成を求めるプロンプトが表示された場合は、「No, do not configure 
naming methods」を選択します。Oracle Parallel Serverでは、Net8 Configuration 
Assistantで使用可能なものよりも拡張された命名方法の設定が必要です。

クラスタ内のこのノードと他のノードのネットワーク構成の詳細は、4-11ページの「ノード
での Net8の構成」を参照してください。

Oracle Database Configuration Assistant  Oracle Database Configuration Assistantでは、
「Database Identification」ページに入力した情報を使用して、データベース名と各インスタ
ンスの SIDが識別されます。

Oracle Database Configuration Assistantでは、作成する表領域ごとにロー・デバイス・ファ
イル名が作成されたかどうかが検証されます。ロー・デバイスおよびファイル名の構成は、
2-5ページの「ロー・デバイスのセットアップ」で完了している必要があります。ファイル
名が設定されていなければ、Oracle Database Configuration Assistantではデータベースを作
成できません。

「Custom」インストレーション・タイプを選択した場合は、データベース作成方法の選択を
求めるプロンプトが表示されます。

■ インストール中に Oracle Database Configuration Assistantを使用する方法

■ インストール後にOracle Database Configuration Assistantまたは他の手動操作を行う方
法 

インストール後に Oracle Database Configuration Assistantでデータベースを作成する
方法については、4-2ページの「データベースの作成」を参照してください。

注意注意注意注意 : 登録済みのポート 1521を選択しない場合は、INITDB_
NAME.ORAファイル内で LOCAL_LISTENERパラメータを構成し、
TNSNAMES.ORAファイル内のネット・サービス名エントリで解決する
必要があります。LISTENER.ORA内でデフォルト以外のポート番号を構
成する方法については、『Oracle8i Net8管理者ガイド』の第 6章「ネーミ
ング・メソッドとリスナーの構成」を参照してください。
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Oracle Database Configuration Assistantによるデータベースの作成方法を選択すると、次の
ページが表示されます。

Oracle Configuration Database Assistantの各ページでプロンプトに応答し、次の画面に進む
準備ができたら「Next」をクリックします。最終ページが表示されたら、「Finish」をク
リックし、Oracle Parallel Serverデータベースの作成を開始します。

オプションオプションオプションオプション 説明説明説明説明

Copy existing database files from 
the CD

 INITSID.ORA内のインスタンスごとのパラメータと、
INITDB_NAME.ORA内のノード間で共有される共通パラ
メータを使用して、標準初期データベースが作成されま
す。

Create new database files 次のデータベース・タイプの作成をカスタマイズできま
す。 

■ オンライン・トランザクション処理（OLTP）データ
ベース

■ 意志決定支援システム（DSS）データベース

■ ハイブリッド・データベース（OLTPと DSSの組合せ）
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リリース 8.1への移行またはアップグレード
リリースリリースリリースリリース 8.1への移行またはアップグレードへの移行またはアップグレードへの移行またはアップグレードへの移行またはアップグレード
Oracle Universal Installerでハード・ドライブ上に Oracleデータベースの旧バージョンが検
出されると、そのデータベースをリリース 8.1に移行またはアップグレードするかどうかを
確認するプロンプトが表示されます。Oracle Data Migration Assistantは Oracle Parallel 
Serverをサポートしていないので、「Migrate an Existing Database」チェック・ボックスは
クリックにしないでください。『 Oracle8i移行ガイド』の説明に従って、インストール後に
移行ユーティリティを使用して移行します。 

次の点に注意してください。

■ データベースの複数バージョンの共存は、プラットフォーム固有である。適切なインス
トレーション・ガイドを参照してください。

– 『Oracle8iインストレーション・ガイド』 （Sun Solaris、HP 9000または AIXベー
ス・システムの場合）

– 『Oracle8i Enterprise Edition for Windows NTインストレーション・ガイド』

■ ローリング・アップグレード － Oracle Parallel Server内の異なるデータベース、インス
タンスが同時に新しいバージョンへアップグレードされる機能 － はサポートされませ
ん。

複数の複数の複数の複数の Oracleホームホームホームホーム
通常の Oracle8i Enterprise Editionのデータベースと同様に、UNIX上の Oracle Parallel 
Server Optionは複数の Oracleホームをサポートしています。これは、同じマシン（複数の
Oracleホーム・ディレクトリ）に 1つ以上のリリースをインストールする機能です。
Windows NTは複数の Oracleホームをサポートしていますが、すべての Oracleホームには
同じリリースの Oracle8i Enterprise Editionと Oracle Parallel Serverを格納する必要があり
ます。

UNIXおよびWindows NTのどちらでも、各ノードはベンダーから提供されるオペレーティ
ング・システム依存レイヤーのコピーを 1つだけアクティブにする必要があります。

注意注意注意注意 : Windows NT上で移行またはアップグレードするには、
OraclePGMSServiceを使用禁止にし、オペレーティング・システム依存レ
イヤーを処理する必要があります。オペレーティング・システム依存レイ
ヤーの処理は、特に移行では非常に複雑になる場合があります。これらの
手順は、『Oracle8i移行ガイド』には記載されていません。移行および
アップグレード手順の詳細は、『Oracle8i Parallel Server for Windows NT
スタート・ガイド』を参照してください。
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Oracle Parallel Serverの
4

Oracle Parallel Server の構成の構成の構成の構成

この章では、運用する Oracle Parallel Serverを作成するための構成タスクについて説明しま
す。

この章の構成は、次のとおりです。

■ 構成オプション

■ データベースの作成

■ パラレル・モードでのデータベースの起動

■ インスタンスが実行中かどうかの検証

■ ノードでの Net8の構成

■ クライアントでの Net8の構成

■ フェイルオーバーを伴う Net8の構成

■ Net8構成のテスト
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構成オプション
構成オプション構成オプション構成オプション構成オプション
選択したインストレーション・タイプによって、実行する構成タスクのタイプが決まりま
す。

データベースの作成データベースの作成データベースの作成データベースの作成
Customインストール中にデータベースを作成しないことを選択した場合は、インストール
後に Oracle Database Configuration Assistantを使用して Oracle Parallel Serverデータベー
スを作成できます。

ステップ 1:ロー・パーティションの作成と識別

ステップ 2:データベースの作成

ステップステップステップステップ 1:ロー・パーティションの作成と識別ロー・パーティションの作成と識別ロー・パーティションの作成と識別ロー・パーティションの作成と識別
Oracle Database Configuration Assistantでは、ロー・デバイスの作成と命名が完了している
ことが前提となります。データベース作成前に、ロー・デバイスが存在しているかどうかが
検証されます。ロー・デバイスがセットアップされていなければ、Oracle Database 
Configuration Assistantではデータベースを作成できません。

 ロー・デバイスを作成していない場合は、次のタスクを実行してください。 

1. 2-5ページの「ロー・デバイスのセットアップ」の説明に従ってロー・デバイスを作成
し、正しい名前を割り当てます。

2. 次のプラットフォーム固有のヒントに従って操作します。

選択したインストレーション・選択したインストレーション・選択したインストレーション・選択したインストレーション・
タイプタイプタイプタイプ

構成タスク構成タスク構成タスク構成タスク

Typical このインストレーション・タイプを選択すると、インストール
の一部として Oracle Database Configuration Assistantが実行
されるので、構成タスクは不要です。 

Custom データベースのインストールを選択すると、Oracle Database 
Configurationを実行してデータベースを作成するかどうかを
確認するプロンプトが表示されます。Oracle Database 
Configuration Assistantを使用して Starter、OLTP、DSSまた
は Hybridデータベースを作成することをお薦めします。
Oracle Database Configuration Assistantを実行しないことを
選択した場合も、後からそれを実行したり、または Oracle 
Parallel Serverを手動で構成できます。

データベースをインストールしないことを選択した場合は、手
動で作成する必要があります。
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データベースの作成
Oracle Parallel Serverの構成 4-3

ステップステップステップステップ 2:データベースの作成データベースの作成データベースの作成データベースの作成

Oracle Database Configuration Assistantを使用してデータベースを作成する手順は、次のと
おりです。

1. Oracle Universal Installerを実行したノード上で、Oracle Database Configuration 
Assistantを起動します。

- Windows NTの場合は、「スタート」>「プログラム」>「Oracle for Windows NT」 - 
[HOME_NAME] >「Oracle Database Configuration Assistant」を選択する。

- UNIXの場合は、$ORACLE_HOME/binから dbassist を実行する。

UNIX: Windows NT:

1. 各データ・ファイル、制御ファイルお
よび REDOログ・ファイルのエント
リを指定して、ASCIIファイルを作成
します。ファイルの例については、
2-9ページの「ASCIIファイルの例」
を参照してください。

2. Oracle Universal Installerを実行予定
のノード上の ASCIIファイルを指す、
環境変数 DBCA_RAW_CONFIGを作
成します。

各ノード上 :

1. ORACLE_HOME¥OPS¥DBCAディレクト
リにアクセスします。 

2. TEMPLATE.TBLを DB_NAME.TBLに変
更します。この場合、DB_NAMEは使用
しようとするデータベース名です。データ
ベース名に OPを使用する場合は、ステッ
プ 2で <db_name>エントリを変更しなく
てもすむように、OP.TBLを使用できま
す。

3. <db_name>エントリを使用予定のデータ
ベース名に変更し、それに応じて *.TBL
ファイル内でパーティション番号とハー
ド・ディスク番号を編集します。ファイル
の例については、2-10ページの「ASCII
ファイルの例」を参照してください。

4. SETLINKSユーティリティで *.TBLファイ
ルを実行します。

    setlinks /f: dbname.tbl

これらのステップの詳細は、『Oracle8i Parallel 
Server fow Windows NTスタート・ガイド』
を参照してください。 



データベースの作成
Oracle Database Configuration Assistantの「welcome」ページが表示されます。

2. 「Oracle Parallel Server Configuration」を選択して「Next」をクリックします。

注意注意注意注意 : このページが表示されない場合は、Oracle Database Configuration 
Assistantで次の処理ができなかったことを意味します。

■ UNIXプラットフォーム上のクラスタ内でのロック・マネージャ・ソ
フトウェアまたはノード・リストの検出

■ Windows NTへの Cluster Managerソフトウェアのロード

オペレーティング・システム固有のベンダー・マニュアルを参照して問題
を解決してから、Oracle Database Configuration Assistantを再起動してく
ださい。
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データベースの作成
次のページが表示されます。

クラスタウェアに問題がある場合は、次のエラー・メッセージが表示されることがあり
ます。

UNIXの場合、このメッセージは、Oracle Database Configuration Assistantでクラスタ
内のノードのリストを検出できなかったことを示します。詳細は、オペレーティング・
システム固有のベンダー・マニュアルを参照してください。 

Windows NTの場合、このメッセージは、Cluster Manager（CM）はインストールされ
ているが、次のどれかの条件が存在することを示します。

– APIコールのエラーがある。

– ローカル・ノードが認識されない。

– どのノードに対しても管理権限がない。
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データベースの作成
このエラー・メッセージを解決する手順は、次のとおりです。

a. CMがインストールされ、正しく構成されているかどうかを確認します。詳細は、
オペレーティング・システム依存レイヤーのベンダー・マニュアルを参照してくだ
さい。

b. 次のように入力し、ノード上で管理権限を持っているかどうかをチェックします。

NET USE ¥¥ host_name ¥C$ 

host_nameは、CMの DefinedNodesレジストリ値に定義したホスト名です。

正常に接続されると、"The command completed successfully.（コマンドが正常終了
しました。）"と表示されます。

クラスタ内の各ノードに同じユーザー名とパスワードを使用するか、ドメイン・
ユーザー名を使用することをお薦めします。ドメイン・ユーザー名を使用する場合
は、各ノード上で管理権限を持つユーザー名とパスワードを使用してドメインにロ
グオンします。

c. C-2ページの「Windows NT上の Oracle Database Configuration Assistantに障害
が起きた後のレジストリのクリーン・アップ」の説明に従って、Oracle Database 
Configurationによってレジストリに加えられたエントリを削除します。

3. ソフトウェアのインストール先のノードを選択します。ノードは、ローカル・ノードを
含めて常に 2つ以上選択する必要があります。ローカル・ノードは、選択解除してもそ
のまま選択されています。
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データベースの作成
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次のページが表示されます。

4. Oracle Database Configuration Assistantの各ページでプロンプトに応答し、次のページ
に進む準備ができたら「Next」をクリックします。

グローバル・データベース名と SID接頭辞を要求するページが表示されたら、次の手順
で操作します。

■ OP.domainなど、Oracle Parallel Serverに適切なグローバル・データベース名、
データベース名およびドメインを入力する。

■ SIDフィールドで使用される Oracleシステム識別子（SID）の接頭辞を受け入れる
か、変更する。ここに入力した接頭辞が各ノードのスレッド IDに追加され、SID

オプションオプションオプションオプション 説明説明説明説明

Copy existing database files from 
the CD

INITSID.ORA内のインスタンスごとのパラ
メータと、INITDB_NAME.ORA内のノード間
で共有される共通パラメータを使用して、標準
初期データベースが作成されます。

Create new database files 次のデータベース・タイプの作成をカスタマイ
ズできます。 

■ オンライン・トランザクション処理（OLTP）
データベース

■ 意志決定支援システム（DSS）データベース

■ ハイブリッド・データベース（OLTPと DSS
の組合せ）



パラレル・モードでのデータベースの起動
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が作成されます。たとえば、ここで OPと入力すると、最初のノードの SIDは
OP1、2番目のノードの SIDは OP2となります。

5. 最終画面が表示されたら、「Finish」をクリックし、Oracle Parallel Serverデータベース
の作成を開始します。 

Database Creation Assistantを使用すると、次のファイルが作成されます。

■ すべてのインスタンスに共有される一般パラメータ用の INITDB_NAME.ORA 

■ クラスタ内の各インスタンス用の INITSID.ORAファイル

これらのファイルの詳細は、6-2ページの「初期化ファイルの理解」を参照してください。

パラレル・モードでのデータベースの起動パラレル・モードでのデータベースの起動パラレル・モードでのデータベースの起動パラレル・モードでのデータベースの起動
Oracle Parallel Serverデータベースをパラレル・モードで起動する手順は、次のとおりです。

注意注意注意注意 : Oracle Database Creation Assistantでデータベースを作成できな
い場合は、C-2ページの「Windows NT上の Oracle Database 
Configuration Assistantに障害が起きた後のレジストリのクリーン・アッ
プ」を参照してください。

注意注意注意注意 : 次のタスクを実行する前に、各ノード上でベンダー提供の CMコ
ンポーネントが構成され、起動されているかどうかを確認してください。
詳細は、オペレーティング・システム固有のベンダー・マニュアルを参照
してください。 



パラレル・モードでのデータベースの起動
1. Windows NTの場合に限り、各ノード上で OracleServiceSIDインスタンスを起動しま
す。

■ MS-DOSコマンド行から次のように入力する。

C:¥> net start OracleService SID

■ コントロール パネルの「サービス」ウィンドウから、「OracleServiceSID」を選択
して「開始」をクリックする。

2. 各ノード上でリスナーを起動するには、次のように入力します。

lsnrctl
lsnrctl> start [ listener_name ]

listener_nameは、LISTENER.ORAファイルで定義したリスナーの名前です。デフォル
ト・リスナーの LISTENERを使用する場合、リスナーを識別する必要はありません。

LSNRCTLに、リスナーが正常に起動されたことを示すステータス・メッセージが表示
されます。そのリスナー用のすべてのサービスが、ステータス・メッセージのサービ
ス・サマリーに表示されているかどうかをチェックします。

3. いずれか 1つのノード上でデータベースを起動します。

sql> CONNECT internal/ password
sql> STARTUP; 

共有モードで最初に起動するインスタンスによって、他のインスタンスのグローバル定
数パラメータの値が決定されます。最初のインスタンスの起動時に、制御ファイルに
GC_*パラメータの値が記録されます。

他のインスタンスが共有モードで起動しようとすると、Oracle Serverによってそのパラ
メータ・ファイル内のグローバル定数パラメータの値がすでに使用中の値と比較され、
値に互換性がなければメッセージが発行されます。インスタンスは、グローバル定数パ
ラメータの値が正しくなければデータベースをマウントできません。

4. 残りのノード上でデータベースを起動します。

sql> CONNECT internal/ password
sql> STARTUP; 
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インスタンスが実行中かどうかの検証
インスタンスが実行中かどうかの検証インスタンスが実行中かどうかの検証インスタンスが実行中かどうかの検証インスタンスが実行中かどうかの検証
インスタンスが実行中かどうかを検証する手順は、次のとおりです。

1. 任意のノード上で次のように入力します。

sql> CONNECT internal/ password
sql> SELECT * from v$active_instances;

次の出力が戻されます。

INST_NUMBER  INST_NAME
-----------  ---------
           1 node1 :ops1
           2 node2 :ops2
           3 node3 :ops3
. . 

.2. すべてのノード上で SCOTT/TIGERとして接続し、EMP表を表示します。

sql> CONNECT scott/tiger
sql> SELECT * from emp;

従業員表が表示されます。

    EMPNO ENAME      JOB             MGR HIREDATE        SAL      COMM    DEPTNO
--------- ---------- --------- --------- --------- --------- --------- ---------
     7369 SMITH      CLERK          7902 17-DEC-80       800                  20
     7499 ALLEN      SALESMAN       7698 20-FEB-81      1600       300        30
     7521 WARD       SALESMAN       7698 22-FEB-81      1250       500        30
     7566 JONES      MANAGER        7839 02-APR-81      2975                  20
     7654 MARTIN     SALESMAN       7698 28-SEP-81      1250      1400        30
     7698 BLAKE      MANAGER        7839 01-MAY-81      2850                  30
     7782 CLARK      MANAGER        7839 09-JUN-81      2450                  10
     7788 SCOTT      ANALYST        7566 19-APR-87      3000                  20
     7839 KING       PRESIDENT           17-NOV-81      5000                  10
     7844 TURNER     SALESMAN       7698 08-SEP-81      1500         0        30
     7876 ADAMS      CLERK          7788 23-MAY-87      1100                  20
     7900 JAMES      CLERK          7698 03-DEC-81       950                  30
     7902 FORD       ANALYST        7566 03-DEC-81      3000                  20
     7934 MILLER     CLERK          7782 23-JAN-82      1300                  10
14 rows selected.
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ノードでの Net8の構成
ノードでのノードでのノードでのノードでの Net8の構成の構成の構成の構成
ユーザーは、ネット・サービス名を通じて Oracle Parallel Serverインスタンス、そのデータ
ベース・サービスおよびネットワーク上のデータベースの位置を識別します。エンド・ユー
ザーがインスタンスに接続すると、サービスがネット・サービス名で識別されます。ノード
とクライアントは、ネット・サービス名を使用して構成する必要があります。 

サービスがリスナーとともにそのセッションを調整します。リスナーは、クライアント・ア
プリケーションのかわりに接続要求を受信します。リスナーは、データベース・サービスの
アドレスをリスニングするように構成されています。 サービス名とリスナーの詳細は、『 
Oracle8i Net8管理者ガイド』を参照してください。

各ノードには、次の構成ファイルが必要です。UNIXでのその構成ファイルの位置は
$ORACLE_HOME/network/admin で、Windows NTでの位置は ORACLE_
HOME¥network¥admin です。

S

構成ファイル構成ファイル構成ファイル構成ファイル 説明説明説明説明 構成要件構成要件構成要件構成要件

LISTENER.ORA サーバー上のすべてのネットワーク・リス
ナーのアドレス、リスニングされるデータ
ベースの SIDおよびリスナーで使用される
各種制御パラメータが含まれます。 

注意注意注意注意 : LISTENER.ORAファイルは、インストー
ルおよび構成プロセス中に、すでに Net8 
Configuration Assistantと Oracle Database 
Configuration Assistantによって必要なデータで
構成されています。

Oracle Enterprise Managerを使用する Oracle 
Parallel Server環境の場合は、次の情報を使用し
て各ノード上で LISTENER.ORAファイルを構成
する必要があります。

■ TCP/IPアドレス。

■ SID_LIST_listener_nameセクション内のノー
ドの SIDのエントリ。次に例を示します。

SID_LIST_LISTENER =
 (SID_LIST =
    (SID_DESC =
      (SID_NAME = op1)
      (GLOBAL_DBNAME = op.com))
 )
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ノードでの Net8の構成
ネットワークを構成する手順は、次のとおりです。

ステップ 1:リスナーの構成

ステップ 2:ネット・サービス名の構成

ステップ 3: SQLNET.ORAの構成

クライアントでの Net8の構成

ステップステップステップステップ 1:リスナーの構成リスナーの構成リスナーの構成リスナーの構成
次の項で説明するように、リスナー構成はインストール・プロセスの一部として処理される
ので、実行する必要はありません。

■ Typicalインストレーション・タイプを選択した場合の結果

■ Customインストレーション・タイプを選択した場合の結果

それでも構成を必要とする場合は、4-14ページの「LISTENER.ORAの構成」の手順に従っ
てください。

TNSNAMES.ORA ネット・サービス名と呼ばれるサービス名
のネットワーク記述リストが含まれていま
す。

注意注意注意注意 : ネット・サービス名はさまざまな方
法で格納できますが、TNSNAMES.ORA
ファイルを使用することをお薦めします。
Oracle Enterprise Manager製品を使用する
には、TNSNAMES.ORAファイルが必要で
す。

■ ネット・サービス名は、各ノードのインス
タンスについて指定する必要がある。すべ
てのノードに同じサービス名を指定し、イ
ンスタンスごとに一意のインスタンス名を
指定する必要があります。

■ また、データベースのネット・サービス名
を指定する必要がある。

SQLNET.ORA 名前変換方法が含まれています。 ネット・サービス名は TNSNAMES.ORAファイ
ル内で指定されているので、SQLNET.ORAでは
ネット・サービス名の解決時に
TNSNAMES.ORAを使用するように指定する必
要があります。

注意注意注意注意 : Oracle Enterprise Managerでは、管理されるノード上の
TNSNAMES.ORAファイル内のエントリが使用されます。ネットワーク
に Oracle Namesサーバーが存在する場合も、TNSNAMES.ORAファイル
を構成する必要があります。

構成ファイル構成ファイル構成ファイル構成ファイル 説明説明説明説明 構成要件構成要件構成要件構成要件
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Typicalインストレーション・タイプを選択した場合の結果インストレーション・タイプを選択した場合の結果インストレーション・タイプを選択した場合の結果インストレーション・タイプを選択した場合の結果
Typicalインストール中には、Net8 Configuration Assistantによって、次のようなプロトコ
ル・アドレスをリスニングするリスナー LISTENER用のデフォルト LISTENER.ORAファイ
ルが作成されます。

■ 外部プロシージャへの接続用 IPC

■ Oracle8iデータベースへの Net8クライアント接続用 TCP/IP

■ Javaオプションへの Javaクライアント接続用 TCP/IP

また、Oracle Database Configuration Assistantによって、LISTENER.ORAファイル内でグ
ローバル・データベース名や SIDなどのデータベース情報が構成されます。通常、リリース
8.1構成では、この情報がインスタンスによって起動時にリスナーに登録されるので、静的
に構成する必要はありません。ただし、Oracle Intelligent Agentを正常に機能させるには、
この情報が必要です。 

LISTENER.ORAの例は、次のとおりです。

listener =
  (description_list =
    # IPC listenening endpoint for external procedures' connections
    (description =
      (address_list =
        (address = (protocol = ipc)(key = extproc0))
      )
    )
    # TCP/IP listenening endpoint for java option connections
    (description =
      (protocol_stack =
        (presentation = giop)
        (session = raw)
      )
      (address_list =
        (address = (protocol = tcp)(host = opshp1-pc)(port = 2481))
      )
    # TCP/IP listenening endpoint for database connections
    (description =
      (address_list =
        (address = (protocol = tcp)(host = opshp1-pc)(port = 1521))
      )
    )
  )

sid_list_listener =
  (sid_list =
    (sid_desc =
      (sid_name = plsextproc)
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      (oracle_home = c:\orahome)
      (program = extproc)
    )
# Information about database needed for Oracle Intelligent Agent
    (sid_desc =
      (global_dbname = op.us.oracle.com)
      (oracle_home = c:\orahome\ops)
      (sid_name = op1)
    )
  )

Customインストレーション・タイプを選択した場合の結果インストレーション・タイプを選択した場合の結果インストレーション・タイプを選択した場合の結果インストレーション・タイプを選択した場合の結果
Customインストール中には、3-5ページの「Customインストール」の説明に従って構成し
たプロトコル・アドレス用に指定したリスナーの LISTENER.ORAファイルが作成されてい
ます。

また、Oracle Database Configuration Assistantによって、LISTENER.ORAファイル内でグ
ローバル・データベース名や SIDなどのデータベース情報が構成されます。通常、リリース
8.1構成では、この情報がインスタンスによって起動時にリスナーに登録されるので、静的
に構成する必要はありません。ただし、Oracle Enterprise Managerバージョン 2を正常に機
能させるには、この情報が必要です。 

LISTENER.ORAの構成の構成の構成の構成
なんらかの理由で LISTENER.ORAが構成されていない場合は、Net8 Assistantを使用して
各ノード上で次の手順を実行します。

1. リスナーを停止します。コマンド行から次のように入力します。

lsnrctl
lsnrctl> stop [ listener_name]

listener_nameは、LISTENER.ORAファイルで定義したリスナーの名前です。デフォル
ト・リスナーの LISTENERを使用する場合、リスナーを識別する必要はありません。

2. Net8 Assistantを起動します。

- UNIXの場合は、$ORACLE_HOME/binからシェル・スクリプト netasst を実行す
る。

- Windows NTの場合は、「スタート」>「プログラム」>「Oracle - HOME_NAME」>
「Network Administration」>「Net8 Assistant」を選択する。

3. 「Listeners」フォルダをダブルクリックします。

4. リスナーを選択します。リスナーが存在しない場合は、次の手順で操作します。

a. 「Edit」メニューから「Create」を選択するか、「+」ボタンをクリックして新しいリ
スナーを作成します。「Choose Listener Name」ダイアログが表示されます。
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b. リスナー名を入力して「OK」をクリックします。このリスナーが追加されます。

5. ドロップダウン・リスト・ボックスから「Listening Locations」を選択します。

6. 「Add Address」をクリックします。

7. プロトコルとして TCP/IPを選択し、ノードのホスト名を入力し、ポート 1521を選択
します。

8. ドロップダウン・リスト・ボックスから「Database Services」を選択します。

注意注意注意注意 : 登録済みのポート 1521を選択しない場合は、INITDB_
NAME.ORAファイル内で LOCAL_LISTENERパラメータを構成し、
TNSNAMES.ORAファイル内のネット・サービス名エントリで解決する
必要があります。LISTENER.ORA内でデフォルト以外のポート番号を構
成する方法については、『Oracle8i Net8管理者ガイド』の第 6章「ネーミ
ング・メソッドとリスナーの構成」を参照してください。
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9. 「Add Database」をクリックします。

10.「Global Database Name」フィールドにデータベースのグローバル・データベース名、
「Oracle Home Directory」フィールドに Oracleホーム、「SID」フィールドにノードのイ
ンスタンスの SIDを入力します。 

11.「File」メニューから「Save Network Configuration」を選択します。

12.「File」メニューから「Exit」を選択し、Net8 Assistantアプリケーションを終了します。

13. リスナーを起動します。コマンド行から次のように入力します。

lsnrctl
lsnrctl> start listener_name

listener_nameは、LISTENER.ORAファイルで定義したリスナーの名前です。デフォル
ト・リスナーの LISTENERを使用する場合、リスナーを識別する必要はありません。
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ステップステップステップステップ 2:ネット・サービス名の構成ネット・サービス名の構成ネット・サービス名の構成ネット・サービス名の構成
ネット・サービス名は、TNSNAMES.ORAファイル内の接続記述子に含まれるネットワー
ク・アドレスにマップされます。接続記述子には、プロトコル・アドレスを通過するリス
ナーの位置と、接続先のサービスのサービス名が含まれています。クライアントでは、この
サービス名がアプリケーションとの接続時に使用されます。

この項の構成は、次のとおりです。

■ TNSNAMES.ORA内での各インスタンスのエントリの作成

■ TNSNAMES.ORAファイル内でのデータベース・エントリの作成とクライアント・ロー
ド・バランシングの使用可能化

■ TNSNAMES.ORAファイル内でWindows NTに必要なその他の構成

TNSNAMES.ORA内での各インスタンスのエントリの作成内での各インスタンスのエントリの作成内での各インスタンスのエントリの作成内での各インスタンスのエントリの作成
ネット・サービス名は、Oracle Parallel Serverインスタンスごとに作成する必要があります。 

Oracle Parallel Server用に TNSNAMES.ORAファイルを構成するには、Net8 Assistantを使
用して次の手順で行います。

1. 1つのノード上で Net8 Assistantを起動します。

- UNIXの場合は、$ORACLE_HOME/binからシェル・スクリプト netasst を実行す
る。

- Windows NTの場合は、「スタート」>「プログラム」>「Oracle - HOME_NAME」>
「Network Administration」>「Net8 Assistant」を選択する。

2. ディレクトリ・ツリーで「Net Service Name」フォルダをダブルクリックします。

3. 「Edit」メニューから「Create」を選択するか、「+」ボタンをクリックして新しいネッ
ト・サービス名を作成します。「Net Service Name」ウィザードが起動します。

注意注意注意注意 : UNIXプラットフォームの場合、単一の LISTENER.ORAファイル
を使用してすべてのノード上のすべてのリスナーを表示するには、各リス
ナーに個別の名前が必要です。そのためには、$ORACLE_HOME/opsにあ
る DB_NAME.CONFファイル内で、lsnr_listener_name パラメータ
を次のように設定します。

lsnr_listener_name = "listener_%m"

これで、LISTENER.ORA ファイルをすべてのノードに配布できます。

DB_NAME.CONFファイルの詳細は、B-5ページの 「パラメータの記述」を参照
してください。
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4. 「New Net Service Name」フィールドに名前を入力して「Next」をクリックします。 

わかりやすいように、この名前には OP1、OP2のようにノード上のインスタンスの SID
を反映させる必要があります。

明示的に指定する場合は、ネット・サービス名をドメインで修飾することもできます。 

5. リスナーがリスニングするように構成されているプロトコルを選択し、「Next」をク
リックします（このプロトコルも、クライアントにインストールする必要があります）。
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6. 選択したプロトコルの適切なリスナー・プロトコル・アドレスを各フィールドに入力
し、「Next」をクリックします。

7. 「Oracle8 Version 8.1」をクリックし、「Service Name」フィールドにサービス名を入力
して「Next」をクリックします。

通常、サービス名は、インストール時に入力したデータベース名とドメインからなるグ
ローバル・データベース名です。たとえば、サービス名が OP.US.ORACLE.COMであ
れば、OPはデータベース名で US.ORACLE.COMはドメインです。
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8. 「Finish」をクリックします。

ネット・サービス名が「Net Service Names」フォルダに追加されます。

9. 「Service Identification」グループ・ボックス内で「Advanced」をクリックします。
「Advanced Service Options」ダイアログ・ボックスが表示されます。
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10.「Instance Name」フィールドにインスタンス名を入力して「OK」をクリックします。
インスタンス名の値は、INITSID.ORA内の INSTANCE_NAME値から入手できます。

インスタンス名は、OP1、OP2など、ノード上のインスタンスのネット・サービス名ま
たは SIDと一致する必要があります。

11. 他のネット・サービス名についてステップ 2～ 10を繰り返します。サービス名の値は
すべてのインスタンスに共通にする必要がありますが、インスタンス名は一意でなけれ
ばなりません。

12.「File」メニューから「Save Network Configuration」を選択します。

13.「File」メニューから「Exit」を選択し、 Net8 Assistantを終了します。 

14. 新しく作成された TNSNAMES.ORA構成ファイルを、他のノードとクライアントにコ
ピーします。これにより、各ファイルの一貫性が保証されます。コピーしなければ、各
クライアントで Net8 Assistantを使用することが必要になり、エラーが発生する可能性
があります。

TNSNAMES.ORAファイルの例は、次のとおりです。

op1 = 
  (description = 
   (address = 
       (protocol = tcp) 
       (host = opshp1) 
       (port = 1521))
   (connect_data = 
       (service_name = op.us.oracle.com)
       (instance_name = op1))
op2 = 
  (description = 
    (address = 
       (protocol = tcp) 
       (host = opshp2) 
       (port = 1521))
    (connect_data = 
       (service_name = op.us.oracle.com)
       (instance_name = op2))

TNSNAMES.ORAファイル内でのデータベース・エントリの作成とクライファイル内でのデータベース・エントリの作成とクライファイル内でのデータベース・エントリの作成とクライファイル内でのデータベース・エントリの作成とクライ
アント・ロード・バランシングの使用可能化アント・ロード・バランシングの使用可能化アント・ロード・バランシングの使用可能化アント・ロード・バランシングの使用可能化
Oracle Parallel Serverデータベース用のネット・サービス名を作成することをお薦めします。
必要があれば、このネット・サービス名は、クライアント・ロード・バランシングでインス
タンスをランダムに選択するように作成することもできます。
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クライアント・ロード・バランシング（LOAD_BALANCE = ON）では、Net8にリスナー・
アドレスをランダムに選択してリストをロードするように指示します。複数接続記述子
（DESCRIPTION_LIST）の場合、クライアント・ロード・バランシングはデフォルトで ON
になります。

データベースのネット・サービス名を作成してクライアント・ロード・バランシングを使用
可能にする手順は、次のとおりです。

1. 4-17ページの「TNSNAMES.ORA内での各インスタンスのエントリの作成」のステッ
プ 1～ 7に従って新しいネット・サービス名を作成します。ノードのインスタンスの後
にネット・サービス名を指定するかわりに、OPなどのデータベース名の後に指定して、
1つのノードのアドレスを構成します。

2. 「Net Service Names」フォルダをダブルクリックし、新しく作成したネット・サービス
名をクリックします。

注意注意注意注意 : また、このネット・サービス名は、クライアント・ロード・バラ
ンシングだけでなく、接続時のフェイルオーバーや透過的アプリケーショ
ン・フェイルオーバー用に設定することもできます。両方のタイプのフェ
イルオーバーを構成するには、4-30ページの「フェイルオーバーを伴う
Net8の構成」で説明するように、LISTENER.ORAと TNSNAMES.ORA
への追加構成が必要です。
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3. 「+」ボタンをクリックします。

4. 次のノードのアドレス情報を入力します。

5. 追加のノードごとにステップ 3～ 4を繰り返します。

この方法で作成したアドレスは、表示される順序でノードによって試行されます。接続
中にノードに複数のアドレスからランダムに選択させるには、次の手順で操作します。 

a. 「Address Configuration」グループの「Advanced」をクリックします。
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「Address List Options」ダイアログ・ボックスが表示されます。

b. 「Try one address, selected at random」をクリックし、「OK」をクリックします。

6. 「File」メニューから「Save Network Configuration」を選択します。

TNSNAMES.ORAファイルが再作成されます。

7. 「File」メニューから「Exit」を選択します。

Net8 Assistantアプリケーションが終了します。

次の例は、ネット・サービス名 OP、OP1および OP2を含むリリース 8.1の
TNSNAMES.ORAファイルを示しています。OPを使用すると、ノードはデータベース・
サービス OPに接続して、ランダムに 1アドレスを試行できます。OP1と OP2を使用する
と、ノードは特定の Oracle Parallel Serverインスタンスに接続できます。 

op = 
 (description= 
  (load_balance=on)
  (address= 
       (protocol = tcp) 
       (host = opshp1) 
       (port = 1521))
  (address=
       (protocol = tcp) 
       (host = opshp2) 
       (port = 1521))
  (connect_data=
     (service_name=op.us.oracle.com)))
op1 = 
  (description = 
   (address = 
       (protocol = tcp) 
       (host = opshp1) 
       (port = 1521))
   (connect_data = 
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       (service_name = op.us.oracle.com)
       (instance_name = op1))
op2 = 
  (description = 
    (address = 
       (protocol = tcp) 
       (host = opshp2) 
       (port = 1521))
    (connect_data = 
       (service_name = op.us.oracle.com)
       (instance_name = op2))

TNSNAMES.ORAファイル内でファイル内でファイル内でファイル内で Windows NT に必要なその他の構成に必要なその他の構成に必要なその他の構成に必要なその他の構成
Oracle Enterprise Managerを使用する計画があり、Windows NTクラスタに OPSがインス
トールされている場合は、TNSNAMES.ORAファイルに他のネット・サービス名を追加す
る必要があります。 

UNIXノード上で稼働しているインスタンスが Oracle Enterprise Managerによって起動され
ると、コマンドがノード上のプロセスに渡され、ローカル接続が実行されます。 

Windows NTの場合、リモート接続は TNSNAMES.ORAファイル内のエントリを使用して
ノード間で実行されます。このリモート接続では、データベースが停止している場合、
TNSNAMES.ORAファイル内の SERVICE_NAMEおよび INSTANCE_NAMEパラメータを
受け入れることはできません。この問題が発生するのは、このデータベース情報はデータ
ベースが起動しない限りリスナーに登録されないからです。

この問題を回避するには、SERVICE_NAMEと INSTANCE_NAMEではなく、SIDを使用す
るネット・サービス名を追加指定します。Oracle Enterprise Managerを使用する計画があ
り、Oracle Parallel ServerがWindows NTノードにインストールされている場合は、次の操
作を実行する必要があります。

■ SID_startup 形式のネット・サービス名を作成する。

Oracle Enterprise Managerでは、インスタンス起動の実行時に、この名前が期待されま
す。

■ ネット・サービス名の CONNECT_DATA部で、SERVICE_NAMEではなく SIDが使用
されているかどうかを確認する。

■ SID_startup ネット・サービス名が他のネット・サービス名の後に位置しているかど
うかを確認する。Oracle Enterprise Managerでは、ネット・サービス名を使用してイン
スタンス名が判断されます。SID_startupエントリがリストの先頭にあると、インスタ
ンス名は SIDではなく SID_startup となります。このように、検出された名前と実際の
インスタンス名が一致しなければ、インスタンスを起動または停止できなくなります。
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Windows NTノード上でネット・サービス名を追加構成する手順は、次のとおりです。

1. 4-17ページの「TNSNAMES.ORA内での各インスタンスのエントリの作成」および
4-21ページの「TNSNAMES.ORAファイル内でのデータベース・エントリの作成とク
ライアント・ロード・バランシングの使用可能化」の説明に従って、各ノードのインス
タンスのネット・サービス名を作成します。

2. 各ノードのインスタンス用に、SERVICE_NAMEと INSTANCE_NAMEではなく SID
を使用して、ネット・サービス名 SID_startupを追加作成します。

a. Net8 Assistantで、ディレクトリ・ツリーの「Net Service Name」フォルダをダブ
ルクリックします。

b. 「Edit」メニューから「Create」を選択するか、「+」ボタンをクリックして、新しい
ネット・サービス名を作成します。「Net Service Name」ウィザードが起動します。

c. 「New Net Service Name」フィールドに名前を入力して「Next」をクリックしま
す。

この名前は、OP1_startupなど、SID_startup にする必要があります。

d. 使用するネットワーク・プロトコルを選択し、「Next」をクリックします（このプ
ロトコルは、クライアントにもインストールする必要があります）。

e. 選択したプロトコルの適切なリスナー・アドレス情報を各フィールドに入力し、
「Next」をクリックします。 

f. 「Oracle8 Version 8.0 or Previous」をクリックし、「Database SID」フィールドに
OP1などの SIDを入力して「Next」をクリックします。

ネット・サービス名が「Net8 Service Names」フォルダに追加されます。

g. クラスタ内の各ノードのインスタンスについて、ステップ a～ fを繰り返します。
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h. 「File」メニューから「Save Network Configuration」を選択します。

i. 「File」メニューから「Exit」を選択し、 Net8 Assistantを終了します。 

j. 新しく作成された TNSNAMES.ORA構成ファイルを、他のノードとクライアント
にコピーします。これにより、各ファイルの一貫性が保証されます。コピーしなけ
れば、各クライアントで Net8 Assistantを使用することが必要になり、エラーが発
生する可能性があります。

TNSNAMES.ORAファイルの例は、次のとおりです。

op = 
 (description= 
  (load_balance=on)
  (address= 
       (protocol = tcp) 
       (host = opshp1) 
       (port = 1521))
  (address=
       (protocol = tcp) 
       (host = opshp2) 
       (port = 1521))
  (connect_data=
     (service_name=op.us.oracle.com)))
op1 = 
  (description = 
   (address = 
       (protocol = tcp) 
       (host = opshp1) 
       (port = 1521))
   (connect_data = 
       (service_name = op.us.oracle.com)
       (instance_name = op1))
op2 = 
  (description = 
    (address = 
       (protocol = tcp) 
       (host = opshp2) 
       (port = 1521))
    (connect_data = 
       (service_name = op.us.oracle.com)
       (instance_name = op2))
op1_startup = 
  (description = 
    (address = 
       (protocol = tcp) 
       (host = opshp1) 
       (port = 1521))
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    (connect_data = 
       (sid = op1))
op2_startup = 
  (description = 
    (address = 
       (protocol = tcp) 
       (host = opshp2) 
       (port = 1521))
    (connect_data = 
       (sid = op2))

ステップステップステップステップ 3:  SQLNET.ORAの構成の構成の構成の構成
SQLNET.ORAファイルのNAMES_DIRECTORY_PATHパラメータで指定する最初の方法と
してローカル命名を構成します。このパラメータでは、Net8でサービスの整合性に使用さ
れる命名方法の順序が指定されます。

ローカル命名を最初の命名方法として指定する手順は、次のとおりです。

1. Net8 Assistantを起動します。

■ UNIXの場合は、$ORACLE_HOME/binから netasst を実行する。

■ Windows NTの場合は、「スタート」>「プログラム」>「Oracle - HOME_NAME」
>「Network Administration」>「Net8 Assistant」を選択する。

2. 「Profile」アイコンをクリックします。

3. ドロップダウン・リスト・ボックスから「Naming」を選択します。

4. 「Methods」タブをクリックします。

5. 「Available Methods」リストから TNSNAMESを選択し、「>」をクリックします。
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6. 「Selected Methods」リストから「TNSNAMES」を選択し、「Promote」ボタンを使用し
てリストの先頭に移動します。

7. 「File」メニューから「Save Network Configuration」を選択します。

8. 「File」メニューから「Exit」を選択し、Net8 Assistantアプリケーションを終了します。

SQLNET.ORAファイルには、NAMES.DIRECTORY_PATHパラメータの先頭に
TNSNAMESを表示するエントリを含める必要があります。

names.directory_path = (tnsnames, onames, hostname)

9. 新しく作成された SQLNET.ORA構成ファイルを、他のノードとクライアントにコピー
します。これにより、各ファイルの一貫性が保証されます。コピーしなければ、各クラ
イアントで Net8 Assistantを使用しなければならず、エラーが発生する可能性がありま
す。
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クライアントでのクライアントでのクライアントでのクライアントでの Net8の構成の構成の構成の構成
クライアントは、次のステップで説明するように、TNSNAMES.ORAおよび SQLNET.ORA
ファイルを使用して構成する必要があります。

4-17ページの「ステップ 2:ネット・サービス名の構成」

4-28ページの「ステップ 3: SQLNET.ORAの構成」

クライアントで Oracle Enterprise Managerまたは Oracle Performance Managerを実行する
場合、これらのアプリケーション用に Net8を構成する方法の詳細は、第 5章「Oracle 
Parallel Server Managementのインストールと構成」を参照してください。

フェイルオーバーを伴うフェイルオーバーを伴うフェイルオーバーを伴うフェイルオーバーを伴う Net8の構成の構成の構成の構成
次のタイプのフェイルオーバーを使用可能にすることができます。

■ 接続時フェイルオーバー（FAILOVER = ON）

■ 透過的アプリケーション・フェイルオーバー（FAILOVER_MODE）

接続時フェイルオーバーでは、ONに設定されているときには、最初のリスナーに障害が起
きた場合に別のリスナーにフェイルオーバーするように Net8に対して指示します。リスト
内のアドレス数によって、試行されるアドレスの数が決まります。この機能を OFFに設定
すると、Net8は 1アドレスを試行します。

複数アドレス・リスト（ADDRESS_LIST）、接続記述子（DESCRIPTION）および複数接続
記述子（DESCRIPTION_LIST）の場合、フェイルオーバーはデフォルトで ONになります。

透過的アプリケーション・フェイルオーバーでは、実行時に最初のリスナーに障害が起きた
場合に、別のリスナーにフェイルオーバーするように Net8に対して指示します。構成に
よっては、進行中であったセッションや SELECT文が自動的にフェイルオーバーされます。
このパラメータは、CONNECT_DATAの下に埋め込む必要があります。

接続時フェイルオーバーの概念の詳細は『Oracle8i Net8管理者ガイド』、透過的アプリケー
ション・フェイルオーバーの概念の詳細は『Oracle8iチューニング』を参照してください。

両方のフェイルオーバーを設定するには、次の操作が必要です。

■ リスナーの構成

■ フェイルオーバー用の TNSNAMES.ORAファイルの構成
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リスナーの構成リスナーの構成リスナーの構成リスナーの構成
フェイルオーバーをインプリメントすると、LISTENER.ORAファイル内で次のような静的
サービス構成パラメータを使用するできなくなります。

sid_list_listener =
    (sid_desc =
      (global_dbname = op.us.oracle.com)
      (oracle_home = c:\orahome\ops)
      (sid_name = op1)
    )
  )

ただし、この情報はデフォルト・インプリメンテーションであり、Oracle Enterprise 
Manager用の Oracle Intelligent Agentに必須です。

フェイルオーバーをインプリメントするには、各ノード上の LISTENER.ORAファイル内に、
サービス登録情報を指定しないで、リスナーを追加指定する必要があります。次のステップ
を実行してください。

ステップ 1:リスナーの停止

ステップ 2: LISTENER.ORAへの新規リスナー用エントリの追加

ステップ 3:リスナーの起動

ステップステップステップステップ 1:リスナーの停止リスナーの停止リスナーの停止リスナーの停止
リスナーを停止します。コマンド行から次のように入力します。

lsnrctl
lsnrctl> stop [ listener_name ]

listener_nameは、LISTENER.ORAファイルで定義したリスナーの名前です。デフォルト・
リスナーの LISTENERを使用する場合、リスナーを識別する必要はありません。

ステップステップステップステップ 2: LISTENER.ORAへの新規リスナー用エントリの追加への新規リスナー用エントリの追加への新規リスナー用エントリの追加への新規リスナー用エントリの追加
最初のリスナーと同じポート番号を指定して、TCP/IPプロトコルをリスニングする新規リ
スナーのエントリを LISTENER.ORAファイルに追加します。通常、最初のリスナーはポー
ト 1521でリスニングします。Net8 Assistantでは同じポート番号を他のリスナーに使用でき
ないので、この情報は手作業で追加する必要があります。

サービス情報を追加するときには、SID_LIST_listener_nameパラメータを使用しないでくだ
さい。
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たとえば、2番目のリスナー LISTENER1を LISTENER.ORAファイルに次のように追加した
場合を考えます。

# listening endpoints for a listener named LISTENER1
listener1 =
  # TCP/IP listenening endpoint for database connections
  (description =
    (address = (protocol = tcp)(host = opshp1)(port = 1521))
    )
  )
listener =
  (description =
    (address = (protocol = tcp)(host = opshp1)(port = 1521))
    )
  )
# Static information about services for a listener named LISTENER
sid_list_listener =
  (sid_list =
    # Database information needed for Oracle Intelligent Agent
    (sid_desc =
      (global_dbname = op.us.oracle.com)
      (oracle_home = c:\orahome\ops)
      (sid_name = op1)
    )
  )

ステップステップステップステップ 3:リスナーの起動リスナーの起動リスナーの起動リスナーの起動
新しく構成したリスナーだけを起動します。コマンド行から次のように入力します。

lsnrctl
lsnrctl> start listener_name

listener_nameは、LISTENER.ORAファイルで新しく定義したリスナーの名前（LISTENER1）
です。

注意注意注意注意 : 登録済みのポート 1521を使用しない場合は、INITDB_
NAME.ORAファイル内で LOCAL_LISTENERパラメータを構成し、
TNSNAMES.ORA内のネット・サービス名エントリを使用して解決する
必要があります。LISTENER.ORA内でデフォルト以外のポート番号を構
成する方法の詳細は、『Oracle8i Net8管理者ガイド』の第 6章「ネーミン
グ・メソッドとリスナーの構成」を参照してください。
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フェイルオーバー用のフェイルオーバー用のフェイルオーバー用のフェイルオーバー用の TNSNAMES.ORAファイルの構成ファイルの構成ファイルの構成ファイルの構成
フェイルオーバーは、TNSNAMES.ORAファイル内で次の手順で構成します。

■ 接続時フェイルオーバーの構成

■ 透過的アプリケーション・フェイルオーバーの構成

接続時フェイルオーバーの構成接続時フェイルオーバーの構成接続時フェイルオーバーの構成接続時フェイルオーバーの構成
クライアント用の接続時フェイルオーバーを構成する手順は、次のとおりです。

1. 4-17ページの「TNSNAMES.ORA内での各インスタンスのエントリの作成」のステッ
プ 1～ 7に従って新しいネット・サービス名を作成します。ノードのインスタンスの後
にネット・サービス名を指定するかわりに、OPなどのデータベース名の後に指定して、
1つのノードのアドレスを構成します。

2. 「Net Service Names」フォルダをダブルクリックし、新しく作成したネット・サービス
名をクリックします。

3. 「+」ボタンをクリックします。

4. 次のノードのアドレス情報を入力します。
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5. 追加のノードごとにステップ 3～ 4を繰り返します。

6. 「Address Configuration」グループの「Advanced」をクリックします。

「Address List Options」ダイアログ・ボックスが表示されます。

7. 「Use Options Compatible with Net8 8.0 Clients」オプションが OFFになっているかどう
かを確認します。

8. 次の接続時フェイルオーバー・オプションから 1つ選択し、「OK」をクリックします。

9. 「File」メニューから「Save Network Configuration」を選択します。

TNSNAMES.ORAファイルが再作成されます。

10.「File」メニューから「Exit」を選択します。

Net8 Assistantアプリケーションが終了します。

Net8 Assistant のオプションのオプションのオプションのオプション TNSNAMES.ORA のパラメータ設定のパラメータ設定のパラメータ設定のパラメータ設定

Try each address, in order, until one succeeds FAILOVER=ON

Try each address, randomly, until one succeeds

このオプションを選択すると、接続時フェイル
オーバーとクライアント・ロード・バランシ
ングの両方が ONになります。

LOAD_BALANCE=ON

FAILOVER=ON
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次の例は、ネット・サービス名 OP、OP1および OP2を含むリリース 8.1の
TNSNAMES.ORAファイルを示しています。OPを使用すると、ノードはデータベース・
サービス OPに接続して、成功するまでランダムに各アドレスを試行できます。OP1と OP2
を使用すると、ノードは特定の Oracle Parallel Serverインスタンスに接続できます。 

op = 
 (description= 
  (load_balance=on)
  (failover=on)
  (address= 
       (protocol = tcp) 
       (host = opshp1) 
       (port = 1521))
  (address=
       (protocol = tcp) 
       (host = opshp2) 
       (port = 1521))
  (connect_data=
     (service_name=op.us.oracle.com)))
op1 = 
  (description = 
   (address = 
       (protocol = tcp) 
       (host = opshp1) 
       (port = 1521))
   (connect_data = 
       (service_name = op.us.oracle.com)
       (instance_name = op1))
op2 = 
  (description = 
    (address = 
       (protocol = tcp) 
       (host = opshp2) 
       (port = 1521))
    (connect_data = 
       (service_name = op.us.oracle.com)
       (instance_name = op2))
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透過的アプリケーション・フェイルオーバーの構成透過的アプリケーション・フェイルオーバーの構成透過的アプリケーション・フェイルオーバーの構成透過的アプリケーション・フェイルオーバーの構成
透過的アプリケーション・フェイルオーバーの場合は、通常の ADDRESSパラメータによる
プライマリ・ノードの指定や、FAILOVER_MODEパラメータによるバックアップ・ノー
ド、フェイルオーバー・タイプおよびフェイルオーバー方法の指定など、手作業による構成
が必要です。

FAILOVER_MODEは、複数アドレスを使用する接続時フェイルオーバーとともにインプリ
メントできます。次の例では、Net8はリスナー・アドレスの 1つ（OPSHP1または
OPSHP2）への接続をランダムに試行します。接続後にノードが故障すると、Net8は進行中
の SELECT文を確保して、他のノードにフェイルオーバーします。

op = 
 (description= 
  (load_balance=on)
  (failover=on)
  (address= 
       (protocol = tcp) 
       (host = opshp1) 
       (port = 1521))
  (address=
       (protocol = tcp) 
       (host = opshp2) 
       (port = 1521))
  (connect_data=
     (service_name=op.us.oracle.com)
     (failover_mode =
       (type = select))
  )
 )



フェイルオーバーを伴う Net8の構成
最初に接続する特定のアドレスを指定できます。また、FAILOVER_MODEパラメータで障
害時のバックアップ・ノードを指定できます。次の例では、接続時フェイルオーバーは設定
されていません。Net8は OPSHP1だけを試行します。接続後にOPSHP1が故障すると、
Net8は進行中の SELECT文を確保して、OPSHP2にフェイルオーバーします。

op = 
 (description= 
  (address= 
       (protocol = tcp) 
       (host = opshp1) 
       (port = 1521))
  (connect_data=
     (service_name=op.us.oracle.com)
     (failover_mode = 
        (backup = opshp2)
        (type = select)
        (method = basic)
     )
  )
 )

FAILOVER_MODEパラメータは、次のとおりです。

パラメータパラメータパラメータパラメータ 説明説明説明説明

BACKUP フェイルオーバー・ノードを指定します。

TYPE （必須）（必須）（必須）（必須） フェイルオーバーのタイプを指定します。Oracleコール・インタ
フェース（OCI）アプリケーションには、デフォルトで次の 3タイ
プの Net8フェイルオーバー機能が使用可能です。 

SESSION:セッションをフェイルオーバーします。つまり、
ユーザー接続が失われると、そのユーザー用にバックアップ上
で新しいセッションが自動的に作成されます。このタイプの
フェイルオーバーでは、選択の回復は試行されません。

SELECT:オープン・カーソルを持つユーザーは、障害後も引き
続きフェッチできます。ただし、このモードでは、通常の選択
操作中のクライアント側にオーバーヘッドが生じます。

NONE:これがデフォルトです。フェイルオーバー機能は使用
されません。また、この値をフェイルオーバーの発生を防ぐた
めに明示的に指定することもできます。
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Net8構成のテスト構成のテスト構成のテスト構成のテスト
ファイルが正しく構成されているかどうかを確認する手順は、次のとおりです。

1. 任意のノードまたはクライアント・マシン上で、次のように入力してインスタンスに接
続します。

sql> CONNECT internal/ password @net_service_name

「Connected」メッセージが表示されるはずです。

接続エラーになる場合は、インストレーションのトラブルシューティングを行う必要が
あります。通常、問題があるのは IPアドレス、ホスト名、サービス名またはインスタ
ンス名です。

2. あるノード上で、MILLERの給与を $1000増額して変更をコミットします。

sql> UPDATE emp
set sal = sal + 1000
where ename = 'miller';
sql> commit;

3. 他のノード上で EMP表を再度選択します。

sql> SELECT * from emp;

今度は、MILLERの給与が $2,300になっているはずです。これは、すべてのインスタン
スでデータベースを認識できることを示します。

METHOD プライマリ・ノードからバックアップ・ノードへのフェイルオー
バーの速度を指定します。

BASIC:フェイルオーバー時に接続が確立されます。このオプ
ションを選択すると、フェイルオーバー時までバックアップ・
サーバー上ではほとんど何もする必要がありません。

PRECONNECT:接続が事前に確立されます。このオプション
を選択すると、フェイルオーバーは高速になりますが、バック
アップ・インスタンスでは、サポートしているすべてのインス
タンスからの全接続をサポートできなければなりません。

パラメータパラメータパラメータパラメータ 説明説明説明説明
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Oracle Parallel Server Managementの
5

Oracle Parallel Server Management のののの

インストールと構成インストールと構成インストールと構成インストールと構成

Oracle Enterpise Manager は、Oracle Parallel Server Managementによる Oracle Parallel 
Serverデータベースの管理をサポートします。Oracle Parallel Server Managementによっ
て、Oracle Enterprise Managerの特定のパラレル・コンポーネントが使用可能にされます。
また、Oracle Performance Managerと呼ばれるパフォーマンス監視ツールによって Oracle 
Parallel Server Managementの機能が拡張され、エンド・ユーザーはパフォーマンスをグ
ローバル V$ビュー表で監視できます。

この章では、Oracle Parallel Server Managementをインストールして構成する方法について
説明します。

この章の構成は、次のとおりです。

■ Oracle Parallel Server Managementのアーキテクチャ

■ Oracle Parallel Serverの要件

■ Oracle Enterprise Managerのセットアップの概要

■ Oracle Enterprise Managerのインストール

■ Oracle Enterprise Managerの構成

■ Oracle Performance Managerのインストール

■ Oracle Performance Managerの構成
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Oracle Parallel Server Managementのアーキテクチャ
Oracle Parallel Server Managementのアーキテクチャのアーキテクチャのアーキテクチャのアーキテクチャ
Oracle Parallel Server Managementを使用すると、Oracle Parallel Serverとそのインスタン
スのアクティビティを制御できます。Oracle Parallel Server Managementは、Oracle 
Parallel Serverのための包括的な統合システム管理ソリューションであり、オープンなクラ
イアント /サーバー・アーキテクチャを通じて異種環境で稼働する複数インスタンス・デー
タベースを管理できるようにします。 

Oracle Parallel Server Managementでは、パラレル・データベースの管理だけでなく、ジョ
ブのスケジュール設定、イベント管理、パフォーマンスの監視および統計の取得を通じて、
パラレル・データベースを調整できます。

Oracle Enterprise Managerは、データベース管理者（DBA）にとって、どんなに複雑なデー
タベース・ネットワークでも Enterprise Manager Consoleと呼ばれる単一ワークステーショ
ンから管理および監視できるようにする、高性能のツール・セットです。

Oracle Enterprise Managerのコンテキスト内では、Oracle Parallel Server Managementは次
のコンポーネントからなっています。

コンポーネントコンポーネントコンポーネントコンポーネント 説明説明説明説明

Console Consoleは、Oracle Toolsにアクセスするためのメニュー、ツール
バーおよび起動パレットを表示するグラフィカル・ユーザー・イン
タフェースです。Consoleは、クライアント・マシンまたはブラウ
ザから実行します。

Consoleは、次の 4つのウィンドウからなっています。

■ 「Navigator」ウィンドウ — ネットワーク上のデータベース・
オブジェクト編成を示す一貫した階層ビューを提供するオブ
ジェクト・ブラウザが含まれています。

■ 「Group」ウィンドウ — 管理者が作成した主要オブジェクトが
カスタマイズされた形式でグラフィック表示されます。

■ 「Event Management」ウィンドウ — 管理者は、重要なデータ
ベースおよびシステム・イベントをリモートで監視できます。

■ 「Job」ウィンドウ — 管理者は反復するアクティビティを自動
化できます。

Management Server Management Serverでは、Consoleから要求された機能が実行され
ます。各Management Serverで管理されるドメインは、1つだけで
す。ドメインは、管理のためにマシンが論理的にグループ化された
ものです。

Management Serverによってすべてのシステム管理タスクが処理さ
れ、これらのタスクを管理対象ノード上の Oracle Intelligent Agent
への分散処理が管理されます。
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Oracle Parallel Server Managementでインスタンス管理に使用されるユーティリティは、次
のとおりです。

リポジトリ・データベース ドメイン内のすべての管理者は、データベース表の集合であるリポ
ジトリを共有します。リポジトリには、ドメイン内の各管理者のア
カウントが含まれています。

Management Serverでは、すべてのシステム・データ、アプリケー
ション・データおよび環境全体の管理対象ノードの状態が、リポジ
トリを使用して格納されます。リポジトリは、複数の管理者で共有
できます。

リポジトリは、ノードとは別のマシンに格納する必要があります。

Oracle Intelligent Agent Consoleから要求されたタスクを管理し、完了します。インストー
ル後の Oracle Intelligent Agentでは、次の処理が実行されます。

■ Consoleによって開始されたジョブ要求をリスニングし、応答
する。

■ ジョブ要求のスケジュールを設定する。要求には、異常条件の
検出と修正、標準データベース管理プロシージャの実行および
イベントの監視を含めることができます。

Oracle Intelligent Agentは、ノードにインストールします。

（オプション）Oracle 
Performance Manager

Oracle Performance Managerでは、表形式やグラフィック形式によ
る Oracle Parallel Serverのさまざまな統計を選択できます。統計
は、Oracle Parallel Serverで実行中のすべてのインスタンスの集計
されたパフォーマンスを表します。また、統計は個々のチャートに
表示され、それにはデータ・ブロックの ping、ロック・アクティビ
ティ、ファイル I/O、セッションおよびユーザー情報が含まれま
す。 

（任意）Oracle Data 
Gatherer

Oracle Performance Managerのパフォーマンス統計が収集されま
す。

Oracle Data Gathererは、ネットワーク上のノードにインストール
する必要があります。

コンポーネントコンポーネントコンポーネントコンポーネント 説明説明説明説明

OPSCTL Oracle Intelligent Agentとノード間の単一の制御ポイントとして機
能します。

OPSCTLとの通信には、1ノードの Oracle Intelligent Agentしか使
用されません。そのノード上の OPSCTLが、Net8を通じて他の
ノードと通信します。

OPSCTLは、ノードにインストールします。

コンポーネントコンポーネントコンポーネントコンポーネント 説明説明説明説明
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UNIX上では、Oracle Intelligent Agentによって OPSCTLが起動され、ジョブが実行されま
す。次に、図 5-1のように OPSDが OPSCTLから要求を受信します。

図図図図 5-1  UNIX用の用の用の用の OPSCTL アーキテクチャアーキテクチャアーキテクチャアーキテクチャ

Windows NT上では、Oracle Intelligent Agentによって OPSCTLが起動され、ジョブが実
行されます。次に、OPSCTLから Oracle Server Managerに要求が送信されます。Oracle 
Server Managerでは、ノード上で構成済みの TNSNAMES.ORAファイルからの情報を使用
してリスナーに接続し、リスナーは OPSCTLから要求されたアクションをインスタンスに
送信します。したがって、クラスタ内のすべてのノード上で TNSNAMES.ORAファイルを
構成する必要があります。

OPS通信デーモン
（OPSD）

OPSCTLから要求を受信して、起動やシャットダウンなどの管理
ジョブ・タスクを実行します。コマンドは各ノードでローカルに実
行され、結果が OPSCTLに戻されます。

OPSDは、ノードにインストールします。OPSDは、UNIXプラッ
トフォーム上にのみインプリメントされます。

コンポーネントコンポーネントコンポーネントコンポーネント 説明説明説明説明
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図 5-2 は、エージェントとWindows NT上のノード間での OPSCTLの動作を示しています。

図図図図 5-2  Windows NT 用の用の用の用の OPSCTL アーキテクチャアーキテクチャアーキテクチャアーキテクチャ
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Oracle Parallel Serverの要件
Oracle Parallel Serverの要件の要件の要件の要件
Consoleから OPSMを使用するには、次の要件を満たす必要があります。

各ノードの要件は、次のとおりです。

ノードの要件ノードの要件ノードの要件ノードの要件 追加情報の参照先追加情報の参照先追加情報の参照先追加情報の参照先 :

クラスタの各ノードに Oracle8i Enterprise Edition、
Oracle Parallel Server Optionおよび Oracle Intelligent 
Agentがインストールされていることを確認します。 

第 3章「インストール」 

各ノードで TNSNAMES.ORAを構成する必要がありま
す。各インスタンスが一意のネット・サービス名を持つ
ように TNSNAMES.ORAファイルを作成します。ネッ
ト・サービス名には同じサービス名を含める必要があり
ますが、インスタンス名は一意にする必要があります。

各ノード上のデータベースに関する情報を使用して
LISTENER.ORAファイルを構成する必要があります。 

4-11ページの「ノードでの Net8の構
成」

Oracle Parallel Server内の各インスタンスには、一意の
Oracleシステム識別子（SID）が必要です。 

1-10ページの「インスタンスの一意識
別」
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Oracle Enterprise Managerのセットアップの概要
Oracle Enterprise Managerのセットアップの概要のセットアップの概要のセットアップの概要のセットアップの概要
個々の Oracle Enterprise Managerコンポーネントを別々のマシンで実行したり、個々のマ
シン上の異なるコンポーネントを併合して Oracle環境全体を管理できます。次に、2つの環
境を示します。

環境環境環境環境 1: Console、、、、Management Serverおよびレジストリが同じマシンにおよびレジストリが同じマシンにおよびレジストリが同じマシンにおよびレジストリが同じマシンに
              ある場合ある場合ある場合ある場合
Consoleでは、Management Serverを援用して、両方のノードのデータベースのリモート管
理を行います。ConsoleとManagement Serverは、リポジトリ専用の Oracle8データベース
がインストールされているWindows NTマシンまたは Solarisマシン上で実行されます。
Oracle Intelligent Agentを実行する必要はありません。

各ノードでは、Oracle8iデータベースが共有されます。このデータベースではリポジトリは
作成されず、Oracle Intelligent Agentは両方のノードで実行されます。

図図図図 5-3  Console 、、、、Management Server およびレジストリが同じマシンにある場合およびレジストリが同じマシンにある場合およびレジストリが同じマシンにある場合およびレジストリが同じマシンにある場合

環境環境環境環境 2: Console、、、、Management Serverおよびレジストリが別々のマシンにおよびレジストリが別々のマシンにおよびレジストリが別々のマシンにおよびレジストリが別々のマシンに
              ある場合ある場合ある場合ある場合
リポジトリは、それ専用の Oracle8iデータベースがインストールされている別のWindows 
NTマシンまたは Solarisマシンにあります。Oracle Intelligent Agentを実行する必要はあり
ません。
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Management
Serverリポジトリ�

エージェント�

エージェント� データベース�

データベース�

ノード1

ノード2
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Windows NTマシン上の Consoleのデータベースは、Management Serverによってリモー
ト管理されます。Consoleは、Windows NTまたはWindows 95/98マシンで実行されます。

ノードでは、Oracle8データベースが実行されます。このデータベースではリポジトリは作
成されず、Oracle Intelligent Agentは両方のノードで実行されます。

図図図図 5-4  Console 、、、、Management Server およびレジストリが別々のマシンにある場合およびレジストリが別々のマシンにある場合およびレジストリが別々のマシンにある場合およびレジストリが別々のマシンにある場合

Management Server
搭載のConsole

リポジトリ�

エージェント�

エージェント� データベース�

データベース�

ノード1

ノード2

マシン1 マシン2
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Oracle Enterprise Managerのインストールのインストールのインストールのインストール
Oracle Enterprise Managerをインストールする手順は、次のとおりです。

1. 次のマシン上で、Oracle Parallel Serverノード・マシン以外のマシンにリポジトリ・
データベースをインストールします。

■ Windows NT Server。『Oracle8i Enterprise Edition for Windows NTインストレー
ション・ガイド』に掲載の指示に従って操作します。

■ Solaris 2.6または Solaris 2.5.1。Sun Solaris用の『Oracle8iインストレーション・ガ
イド』に掲載の指示に従って操作します。

2. Oracle Enterprise Managerをインストールします。

Management Serverと Consoleは、リポジトリ・データベースが常駐するマシンまたは
個々のマシンにインストールできます。手順の詳細は、『Oracle Enterprise Managerイ
ンストレーション・ガイド』を参照してください。Oracle Enterprise Managerは、
Oracle8i Enterprise Edition CDとは別の CDにあります。 
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Oracle Enterprise Managerの構成の構成の構成の構成
Oracle Enterprise Managerを構成するには、次のタスクを実行します。

■ ステップ 1: Net8の構成

■ ステップ 2: UNIXプラットフォーム用の OPSCTLの構成

■ ステップ 3:リポジトリの構成

■ ステップ 4: Oracle Enterprise Managerコンポーネントの起動 

■ ステップ 5:ノードの検出

■ ステップ 6:ノードと Oracle Parallel Serverデータベースのデフォルト資格証明の指定

ステップステップステップステップ 1: Net8の構成の構成の構成の構成
Oracle Parallel Serverノードを Oracle Enterprise Managerで検出させるには、クラスタ内の
各インスタンスのネット・サービス名を含む TNSNAMES.ORAファイルが、UNIXプラッ
トフォームの場合は $ORACLE_HOME/network/admin 、Windows NTの場合は ORACLE_
HOME¥network¥admin に存在する必要があります。このファイルを作成するには、次の手
順を実行します。

4-17ページの「TNSNAMES.ORA内での各インスタンスのエントリの作成」

4-21ページの「TNSNAMES.ORAファイル内でのデータベース・エントリの作成とク
ライアント・ロード・バランシングの使用可能化」

Consoleには、ドメインで修飾されたネット・サービス名が必要です。したがって、すべて
のネット・サービス名がドメインで修飾されているかどうかを確認してください。

TNSNAMES.ORAファイルの例は、次のとおりです。

op1.us.oracle.com = 
  (description = 
   (address = 
       (protocol = tcp) 
       (host = opshp1) 
       (port = 1521))
   (connect_data = 
       (service_name = op.us.oracle.com)
       (instance_name = op1))
op2.us.oracle.com  = 
  (description = 
    (address = 
       (protocol = tcp) 
       (host = opshp2) 
       (port = 1521))
    (connect_data = 
       (service_name = op.us.oracle.com)
       (instance_name = op2))



Oracle Enterprise Managerの構成
ステップステップステップステップ 2: UNIXプラットフォーム用のプラットフォーム用のプラットフォーム用のプラットフォーム用の OPSCTLの構成の構成の構成の構成
Oracle Parallel Serverが UNIXにインストールされている場合、OPSCTLでは追加構成が必
要です。 

1. Oracle Parallel Server名を表す oratab エントリを作成します。このエントリの構文
は、次のとおりです。

db_name: oracle_home :N

db_nameは、Oracle Parallel Serverデータベースに与えるデータベース名です。oratab
は、プラットフォームに応じて /etc/oratab または /var/opt/oracle/oratab に
なければなりません。

2. 各ノードの $ORACLE_HOME/opsに DB_NAME.CONFファイルを手動で作成する必要
があります。このファイルを最初のノード上で作成し、クラスタ内のすべてのノードに
FTPします。

OPSCTLユーティリティを正常に実行するには、このファイルが空であっても存在する
必要があります。プラットフォームによっては、node_list パラメータの設定が必要
な場合があります。次に例を示します。

node_list = "1,3-7"  

B-2ページの「DB_NAME.CONFファイルの作成」で説明するように、その他のオプ
ション・パラメータも設定できます。

3. システム起動時に oracleアカウントによって OPSDが起動されているかどうかを各管理
対象ノード上で確認します。OPSDは、$ORACLE_HOME/binにあります。

ステップステップステップステップ 3:リポジトリの構成リポジトリの構成リポジトリの構成リポジトリの構成
Configuration Assistantを使用してバージョン 2のリポジトリを作成し、ロードします。リ
ポジトリは、Oracle Enterprise Managerが必要とするデータが格納されている Oracleデー
タベース内の表の集合です。構成手順の詳細は、『Oracle Enterprise Manager構成ガイド』
を参照してください。

ステップステップステップステップ 4: Oracle Enterprise Managerコンポーネントの起動コンポーネントの起動コンポーネントの起動コンポーネントの起動
Consoleを使用するには、次のコンポーネントを起動します。

■ Oracle Intelligent Agent

■ Management Server

■ Console
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Oracle Intelligent Agent
各ノード上で Oracle Intelligent Agentを起動します。

オペレーティング・システム・プロンプトから、次のコマンドを入力します。

% lsnrctl dbsnmp_start

Windows NT上では、「コントロール パネル」を使用することもできます。

1. 「コントロール パネル」ウィンドウで「サービス」アイコンをダブルクリックします。

2. OracleHOME_NAMEAgentサービスを選択します。

3. 「開始」をクリックしてサービスを開始します。

Management Server

Management Serverを起動するには、オペレーティング・システム・プロンプトから次のよ
うに入力します。 

% oemctrl start oms

このコマンド文字列は大文字と小文字が区別されるため、小文字で入力する必要がありま
す。 

Solaris上でManagement Serverをバックグラウンドで起動するには、次のコマンドを入力
します。 

% oemctrl start oms&

Windows NT上では、「コントロール パネル」を使用することもできます。

1. 「コントロール パネル」ウィンドウで「サービス」アイコンをダブルクリックします。

2. OracleHOME_NAMEManagementServerサービスを選択します。

3. 「開始」をクリックしてサービスを開始します。

注意注意注意注意 : ORACLE_HOMEが共有される場合は、Oracle Intelligent Agent
の追加構成が必要です。B-11ページの「Oracle Intelligent Agentの構成」
を参照してください。

注意注意注意注意 : Oracle Enterprise Managerインストレーションから Configuration 
Assistantを起動した場合は、リポジトリの作成中にManagement Serverサービ
スが自動的に開始されます。
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Management Serverでは、UNIXの場合は $ORACLE_HOME/sysman/config ディレクト
リ内、Windowsプラットフォームの場合は ORACLE_HOME¥sysman¥config ディレクトリ
内で、OMSCONFIG.PROPERTIESファイルが検索されます。このファイルには、
Management Serverの起動に必要な接続情報が含まれています。 

Console
Consoleは、強力で確実なシステム管理を実現する直観的なグラフィカル・ユーザー・イン
タフェース（GUI）を介する、Oracle環境の集中管理ポイントとなります。 

Oracle Enterprise Managerの Consoleを起動する手順は、次のとおりです。 

1. オペレーティング・システム・プロンプトから、次のコマンドを入力します。 

% oemapp console

このコマンド文字列は大文字と小文字が区別されるため、小文字で入力する必要があり
ます。 

Windows NT上では、「スタート」>「プログラム」>「Oracle - HOME_NAME」>
「Oracle Enterprise Manager」>「Oracle Enterprise Manager Console」を選択すること
もできます。

2. Consoleに初めてログインする場合は、最初のログイン・ダイアログが表示されたら、
スーパー管理者アカウントのデフォルトの資格証明を入力します。

Administrator = sysman  

Password = oem_temp  

注意注意注意注意 : リポジトリの作成やリポジトリ接続情報の変更には、常に Oracle 
Enterprise Manager Configuration Assistantを使用する必要があります。この情
報は、OMSCONFIG.PROPERTIESファイル内で暗号化されます。このファイル
の編集方法の詳細は、『Oracle Enterprise Manager構成ガイド』を参照してくだ
さい。



Oracle Enterprise Managerの構成
3. 「Management Server」ドロップダウン・リストから、アクセスするリポジトリが構成
されているManagement Serverを選択します。

使用しようとするManagement Serverの名前が表示されない場合は、次の手順で操作
します。

a. 「Management Servers」ボタンをクリックします。「Management Servers」ダイア
ログが表示されます。 

b. 「Add」ボタンをクリックします。「Add Management Server」ダイアログが表示さ
れます。 

c. Management Server名を入力して「OK」をクリックします。 

d. プルダウン・リストから「Management Server」を選択します。

4. パスワードを変更できるように「Security Warning」ダイアログが表示されます。新し
く入力するパスワードは、Consoleへのその後のログインに使用することになります。

注意注意注意注意 : パスワードは 8文字以内にしてください。 
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Consoleが表示されます。

Consoleを初めて起動するときには、スーパー管理者としてログインする必要がありま
す。スーパー管理者アカウントを使用して他の管理者アカウントを作成した後は、管理
者としてログインできます。

注意注意注意注意 : ConsoleをWebブラウザから実行することもできます。これによ
り、管理者は Consoleを「シン」クライアントまたは「ファット」クライ
アントとして実行できます。 

シン・クライアントでは、Consoleファイルがインストールされている
サーバーへの接続にWebブラウザを使用しますが、ファット・クライア
ントでは Consoleファイルはローカルにインストールされます。Console
をWebブラウザから実行すると、DBA Management Packアプリケーショ
ンへのアクセスなど、通常はインストール済みの Consoleから実行する管
理タスクをすべて実行できます。これらのタスクは、Webブラウザをサ
ポートしているマシンで実行できます。 

Oracle Enterprise ManagerをWebブラウザから実行する方法の詳細は、
『Oracle Enterprise Manager構成ガイド』を参照してください。
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ステップステップステップステップ 5:ノードの検出ノードの検出ノードの検出ノードの検出
Consoleの起動後に、Consoleマシンでデータベース、リスナーおよびノードなどのネット
ワーク・サービスを検出し、ナビゲータ・ツリーを移入する必要があります。 

サービスを検出する手順は、次のとおりです。

1. 「Navigator」メニューから「Discover Node」を選択します。

「Discover Nodes」ダイアログが表示されます。

 

2. Oracle Parallel Serverノードのホスト名を入力します。

注意注意注意注意 : Oracle Parallel Serverノードの検出前に、単一インスタンスを検
出する必要があります。「Navigator」ウィンドウに「Databases」フォル
ダが存在しない場合は、単一インスタンス・データベースのホスト名を入
力してください。単一インスタンス・データベースの検出後に、ノードの
検出を実行します。

リポジトリ・データベースは、Consoleと Oracle Intelligent Agentがイン
ストールされて実行されているマシンにあれば、自動的に検出されます。
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検出に成功すると、次のように表示されます。

2番目以降のノードに関する VD-4520エラーは無視してください。Consoleでは、デー
タベース・ターゲットが複数のノードで検出されるとエラーと見なされますが、Oracle 
Parallel Serverの検出では各ノードに Oracle Parallel Serverデータベースが存在するこ
とがレポートされます。単に「OK」をクリックしてください。

検出に失敗すると、通常はノード上で Oracle Intelligent Agentが起動されません。検出
プロセスとエラー処理の詳細は、C-3ページの「自動検出の障害の操作」を参照してく
ださい。

3. 「Close」をクリックして状態ダイアログを確認します。

ノードが識別されると、管理対象ノード上で稼働中のすべてのデータベースと他のサー
ビスが、Oracle Enterprise Managerによって自動的に検出（検索）されます。ノードの
検出時に検索されるサービスは、次のとおりです。

■ サポートしているデータベース

■ そのインスタンス

■ リスナー

Oracle Parallel Serverインスタンスが検出されると、そこに属するノード用に「Parallel 
Server Instances」という新規フォルダが作成されます。 

「Navigator」ウィンドウ内でフォルダを展開および縮小すると、検出されたオブジェク
トを確認できます。
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次の例は、ホスト opshp1にインスタンス OP1を持ち、opshp2に OP2を持つ、Oracle 
Parallel Serverデータベース OPを示しています。

パラレル・サーバー・
データベース

パラレル・サーバー・
インスタンス
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ステップステップステップステップ 6:ノードとノードとノードとノードと Oracle Parallel Serverデータベースのデフォルトデータベースのデフォルトデータベースのデフォルトデータベースのデフォルト
資格証明の指定資格証明の指定資格証明の指定資格証明の指定

Oracle Enterprise Managerで特定の機能を実行するには、デフォルトのユーザー資格証明を
使用して構成する必要があります。これらの資格証明は、Consoleのナビゲータで Oracle 
Parallel Serverを展開する場合など、Oracle Parallel Serverへの接続を確立するときに使用
されます。起動操作とシャットダウン操作にも資格証明が使用されます。

「Navigator」ウィンドウ内で Oracle Parallel Serverデータベースを展開したり、接続および
ジョブ実行操作を実行するには、SYSDBAまたは SYSOPER権限を持つ有効な DBAユー
ザーを、Oracle Parallel Serverデータベース用に識別する必要があります。有効なデータ
ベース・ユーザーが識別されなければ、そのデータベースへの接続試行のたびにプロンプト
が表示されます。

同様に、特定のノード上でインスタンスの起動や停止などのジョブを実行するには、オペ
レーティング・システム・ユーザーを識別する必要があります。ジョブは Consoleから送り
ますが、ジョブ・スクリプト自体はノード上の Oracle Intelligent Agentに常駐しています。
このため、ノードへのオペレーティング・システム・アクセス権を持つユーザーを構成する
必要があります。検出されたノードごとに、ノード資格証明を入力してください。

この項の構成は、次のとおりです。

■ オペレーティング・システム・アカウントの作成

■ ユーザーへの SYSDBAまたは SYSOPER権限の付与

■ Consoleでのユーザー資格証明の設定

オペレーティング・システム・アカウントの作成オペレーティング・システム・アカウントの作成オペレーティング・システム・アカウントの作成オペレーティング・システム・アカウントの作成
UNIX上では、このユーザーはインストール・プロセス中に oracleアカウントを設定できま
す。

Windows NT上では、次の方法で NTユーザー・アカウントを作成する必要があります。ク
ラスタの各ノード上でユーザー・アカウントを作成する手順は、次のとおりです。

1. 「スタート」>「プログラム」>「管理ツール（共通）」>「ユーザー マネージャ」を選択
します。
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「ユーザー マネージャ」ウィンドウが表示されます。

2. 「ユーザー」メニューから「新しいユーザー」を選択します。

「新しいユーザー」ダイアログ・ボックスが表示されます。

3. このダイアログ・ボックスに適切な情報を入力します。

a. ユーザー名とパスワードを入力します。
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b. 「ユーザーは次回ログオン時にパスワード変更が必要」チェック・ボックスがオフ、
「パスワードを無期限にする」チェック・ボックスがオンになっているかどうかを
確認します。

c. 「グループ」をクリックし、ユーザーを管理者グループのメンバーにします。

「グループ メンバーシップ」ダイアログ・ボックスが表示されます。

d. 「所属しないグループ :」リスト・ボックスから「管理者」を選択し、「<-追加」を
クリックします。

「管理者」が「所属するグループ :」リスト・ボックスに追加されます。

e. 「OK」をクリックして「グループ メンバーシップ」ダイアログ・ボックスを閉じ、
「新しいユーザー」ダイアログ・ボックスに戻ります。

4. 「新しいユーザー」ダイアログ・ボックス内で「OK」をクリックします。

このユーザーが追加され、「ユーザー マネージャ」ウィンドウが再表示されます。

5. 新規作成したユーザーを選択し、「原則」メニューから「ユーザーの権利」を選択しま
す。
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「ユーザー権利の原則」ダイアログ・ボックスが表示されます。

6. 「高度なユーザー権利の表示」チェック・ボックスをオンにし、「権利 :」ドロップダウ
ン・リスト・ボックスから「バッチジョブとしてログオン」を選択します。

7. 新規作成したユーザーを「この権利を与えられたアカウント :」リスト・ボックスから
選択します。

ユーザーが存在しない場合は、次の手順で作成します。

a. 「追加」をクリックします。

「ユーザーとグループの追加」ダイアログ・ボックスが表示されます。

b. 「ドメインまたはコンピュータ :」ドロップダウン・リスト・ボックスから、ローカ
ル・ホスト・マシン名を選択します。
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c. 「ユーザーの表示」ボタンをクリックします。

d. 「名前」リスト・ボックスからユーザーを選択し、「追加」をクリックします。

このユーザーが「追加する名前 :」リスト・ボックスに表示されます。

e. 「OK」をクリックします。

ユーザーが「ユーザー権利の原則」ダイアログ・ボックスの「この権利を与えられ
たアカウント :」リスト・ボックスに表示されます。

8. 「ユーザー」メニューから「ユーザー権利の原則」ダイアログ・ボックス内で「OK」を
クリックします。

「ユーザー マネージャ」ウィンドウが再表示されます。

9. 「ユーザー」メニューから「終了」を選択します。

ユーザーへのユーザーへのユーザーへのユーザーへの SYSDBAまたはまたはまたはまたは SYSOPER権限の付与権限の付与権限の付与権限の付与 

SYSTEMなどの現ユーザーを識別するか、データベースの接続、起動および停止に使用する
新規ユーザーを作成します。

ユーザーの識別後に、SYSDBAまたは SYSOPER権限を持っているかどうかを確認します。
SYSDBA権限と SYSOPER権限には、データベースの管理に必要なすべてのシステム権限が
含まれています。 

ユーザーに SYSDBAまたは SYSOPER権限を付与するには、SQL GRANTコマンドを使用し
ます。
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SQL> GRANT sysdba to username ;
SQL> GRANT sysoper to username ; 

Consoleでのユーザー資格証明の設定でのユーザー資格証明の設定でのユーザー資格証明の設定でのユーザー資格証明の設定
データベースと各ノード用にユーザー資格証明を設定する必要があります。

資格証明を設定する手順は、次のとおりです。

1. 「System」メニューから「Preferences」を選択します。 

「Edit User Preferences 」ダイアログ・ボックスが表示されます。

2. 「Preferred Credentials」タブをクリックし、各種サービス・タイプの資格証明を入力し
ます。

3. ノード（「Node」サービス・タイプで識別）をクリックし、オペレーティング・システ
ムのユーザー名とパスワードを入力します。

4. ノードごとにステップ 3を実行します。

5. Oracle Parallel Serverデータベース（「Parallel Server」サービス・タイプで識別）をク
リックします。
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6. SYSTEM/MANAGERなど、データベースに対する SYSDBAまたは SYSOPER権限を持
つ DBAユーザー名とパスワードを入力し、「Role」ドロップダウン・メニューから
「SYSDBA」または「SYSOPER」を選択します。

7. Oracle Performance Managerアプリケーションを使用する計画を立てている場合は、イ
ンスタンス（「Parallel Server Instance」サービス・タイプで識別）をクリックし、イン
スタンスに接続できるユーザー名とパスワードを入力して、ドロップダウン・メニュー
から「NORMAL」ロールを選択します。

8. 「OK」をクリックします。

次の関連情報も参照してください。

■ 6-13ページの「Oracle Parallel Server Managementを使用したインスタンスの管理」 。
Oracle Parallel Serverの Consoleの使用方法の詳細。

■ 『Oracle Enterprise Manager管理者ガイド』 。Console全般の管理情報。

■ 『Oracle Enterprise Manager構成ガイド』。オプションの Console構成。

Oracle Performance Managerのインストールのインストールのインストールのインストール
Oracle Performance Managerをインストールする手順は、次のとおりです。

1. Oracle Diagnostics Packをインストールします。インストール手順の詳細は、『Oracle 
Diagnostics Packインストレーション・ガイド』を参照してください。Oracle 
Diagnostics Packは、Oracle Enterprise Managerとは別の CDに入っており、別のライ
センスが必要です。

2. ノードで Oracle Data Gathererを使用する計画がない場合は、Oracle Intelligent Agent
をネットワーク上の他の場所にインストールします。Oracle Data Gathererは Oracle 
Performance Managerに必要であり、これは Oracle Intelligent Agentとともに自動的に
インストールされます。Oracle8i Enterprise Edition CD-ROMで「Custom」インストー
ル・タイプを選択すると、Oracle Intelligent Agentを選択できます。詳細は、次のマ
ニュアルを参照してください。

■ 『Oracle8iインストレーション・ガイド』（Sun Solaris、HP 9000または AIX-Based 
Systemsの場合）

■ 『Oracle8i Enterprise Edition for Windows NTインストレーション・ガイド』

重要重要重要重要 : Oracle Parallel Serverデータベースとインスタンスの起動と
シャットダウンには、SYSDBAまたは SYSOPER権限が必要です。

注意注意注意注意 : Oracle Performance Managerは、Oracle Enterprise Managerの有
無に関係なく実行できます。この製品をスタンドアロンで実行することを
選択した場合、Oracle Enterprise Managerを構成する必要はありません。
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Oracle Performance Managerの構成の構成の構成の構成

Oracle Performance Managerを構成するには、次のタスクを実行します。

■ ステップ 1: Net8の構成

■ ステップ 2: Oracle Performance Managerコンポーネントの起動

ステップステップステップステップ 1: Net8の構成の構成の構成の構成
Oracle Performance Managerでは、Oracle Parallel Serverデータベースの統計の収集時に
Net8接続が実行されます。Oracle Data Gathererを実行するマシンでは、ネット・サービス
名を使用して TNSNAMES.ORAファイルを構成する必要があります。 

ネット・サービス名は、Oracle Parallel Serverインスタンスごとに作成しなければなりませ
ん。このファイルを作成するには、4-17ページの「TNSNAMES.ORA内での各インスタン
スのエントリの作成」の手順を実行します。

ステップステップステップステップ 2: Oracle Performance Managerコンポーネントの起動コンポーネントの起動コンポーネントの起動コンポーネントの起動
Oracle Performance Managerを使用するには、次のコンポーネントを起動します。

■ Oracle Data Gatherer

■ Oracle Performance Manager

Oracle Data Gatherer
最低 1つの Oracle Parallel Serverノード上で Oracle Data Gathererを起動します。

オペレーティング・システム・プロンプトから、次のコマンドを入力します。 

% vppcntl -start

Windows NT上では、「コントロール パネル」を使用することもできます。

1. 「コントロール パネル」ウィンドウで「サービス」アイコンをダブルクリックします。

2. OracleHOME_NAMEDataGatherer サービスを選択します。

3. 「開始」をクリックしてサービスを開始します。

注意注意注意注意 : Oracle Enterprise Managerと Oracle Intelligent Agentの機能は、
Oracle Parallel Serverへのデータベース接続を使用して実行されるので、
Oracle Performance Managerには不要です。
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Oracle Performance Manager

1. 次のどちらかの方法で Oracle Performance Managerを起動します。

■ スタンドアロン

オペレーティング・システム・プロンプトから、次のコマンドを入力します。 

% vtm

Windows NT上では、「スタート」>「プログラム」>「Oracle - HOME_NAME」>
「Oracle Diagnostics Pack」>「Performance Manager」を選択することもできます。

「Performance Manager Login」ダイアログ・ボックスが表示されます。

Management Serverにログオンするか、スタンドアロンでログインするかを選択し
ます。「Login to Oracle Management Server」を選択した場合は、さらにOracle 
Enterprise Manager管理者のユーザー名、パスワードおよびManagement Server
の位置を入力します。 

■ Consoleからの起動

「Diagnostics Pack」ツールバーから「Oracle Performance Manager」を選択する
か、「Tools」メニューから「Diagnostics Pack」を選択し、「Oracle Performance 
Manager」をクリックします。

Oracle Performance Managerを Consoleから起動すると、Oracle Enterprise 
Managerのリポジトリ・ログオン資格証明が Oracle Performance Managerに自動
的に渡されて、リポジトリ・ベースのすべての情報にアクセスできるようになりま
す。また、Oracle Performance Managerの起動時に Consoleの「Navigator」ウィ
ンドウでサービスを選択すると、Oracle Performance Managerはデータベースに接
続されます。
Oracle Parallel Server Managementのインストールと構成 5-27



Oracle Performance Managerの構成
「Login to Oracle Management Server」オプションを選択して Oracle Performance 
Managerに初めてログオンすると、「Oracle Enterprise Manager Repository Manager」
ウィンドウが表示され、リポジトリ・データベース内で Oracle Performance Manager
コンポーネントをビルドするかどうかを確認するプロンプトが表示されます。

2. 「OK」をクリックして Oracle Performance Managerコンポーネントをビルドします。

Oracle Performance Managerが起動します。
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ステップステップステップステップ 3: Oracle Parallel Serverチャートへのアクセスチャートへのアクセスチャートへのアクセスチャートへのアクセス
Oracle Parallel Serverチャートには、「Parallel Server Instances」フォルダまたは
「Databases」フォルダからアクセスできます。

Parallel Server Instancesフォルダフォルダフォルダフォルダ
Consoleからログインされるか、「Performance Manager Login」ダイアログ・ボックスで
「Login to the Oracle Management Server」オプションを選択した場合は、「Parallel Server 

Instances」フォルダを展開してインスタンスを表示し、使用可能なチャートのリストを表示
できます。

「Parallel Server Instances」フォルダを展開後に、「User Defined Charts」を選んで「Parallel 
Server」を選択します。
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5-19ページの「ステップ 6:ノードと Oracle Parallel Serverデータベースのデフォルト資格
証明の指定」で説明したように、インスタンスの資格証明が実行されていない場合は、イン
スタンスの展開時に次のエラーが表示されます。

「Continue」をクリックしてメッセージを受け入れます。「Parallel Server Instance Logon」
に、必要なインスタンス資格証明を求めるプロンプトが表示されます。

データベース・ユーザーとパスワードおよび Oracle Data Gathererの位置など、必要な情報
を入力します。Oracle Data Gathererは、ネットワーク上のどこかのマシンにインストール
し、実行している必要があります。これで、インスタンスを展開できます。

Oracle Parallel Serverレポートの表示方法の詳細は第 7章「Oracle Parallel Server 
Managementチャートによるパフォーマンスの監視」、Oracle Performance Managerアプリ
ケーションの一般情報は『Oracle Enterprise Managerパフォーマンス・モニタリング・ガイ
ド』を参照してください。

Databasesフォルダフォルダフォルダフォルダ
スタンドアロン・モードによるログインが発生するか、「Performance Manager Login」ダイ
アログ・ボックスで「Standalone, no repository connection」オプションを選択した場合は、
「Databases」フォルダから Oracle Parallel Serverチャートにアクセスできます。

1. 「Databases」フォルダをクリックします。
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2. 「File」メニューから「Add New Service」を選択します。

「Database」ダイアログ・ボックスに、必要な Oracleデータベースの資格証明を求める
プロンプトが表示されます。

3. データベース・ユーザーとパスワードを入力し、「Service」フィールドにネット・サー
ビス名を入力し、Oracle Data Gathererの位置を入力します。Oracle Data Gathererは、
ネットワーク上のどこかのマシンにインストールし、実行している必要があります。
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4. 「Databases」フォルダを展開し、「User Defined Charts」を選んで「Parallel Server」を
選択します。

Oracle Parallel Serverレポートの表示方法の詳細は第 7章「Oracle Parallel Server 
Managementチャートによるパフォーマンスの監視」、Oracle Performance Managerアプリ
ケーションの一般情報は『Oracle Enterprise Managerパフォーマンス・モニタリング・ガイ
ド』を参照してください。
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Oracle Parallel Server の管理の管理の管理の管理

この章では、初期化ファイルと Oracle Parallel Server Managementを通じてインスタンスを
管理する方法について説明します。

この章の構成は、次のとおりです。

■ 初期化ファイルの理解

■ 初期化パラメータの設定

■ Oracle Parallel Server Managementを使用したインスタンスの管理
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初期化ファイルの理解初期化ファイルの理解初期化ファイルの理解初期化ファイルの理解 
初期化パラメータ・ファイルは、パラメータ・リストを含むテキスト・ファイルです。 

各ノードは、インスタンスに固有のパラメータを含む初期化パラメータ・ファイル
INITSID.ORAと、ノード間で共有される共通パラメータを含む初期化パラメータ・ファイ
ル INITDB_NAME.ORAからなっています。 

図図図図 6-1  インスタンス初期化ファイルインスタンス初期化ファイルインスタンス初期化ファイルインスタンス初期化ファイル

インスタンス
OP1

INITOP1.ORA

インスタンス
OP2

INITOP2.ORA

インスタンス
OP3

ノード1 ノード2 ノード3

INITOP3.ORA
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初期化ファイルの理解
INITSID.ORAの用途の用途の用途の用途
INITSID.ORAインスタンス初期化パラメータ・ファイルは、共通パラメータ用の INITDB_
NAME.ORAファイルを指し、インスタンスごとに次のものを定義します。

■ 一意インスタンス名

■ 一意スレッド番号

■ プライベート・ロールバック・セグメント

■ 単一インスタンスとしてではなく、Oracle Parallel Serverとしてのデータベースの実行

SID は、INITDB_NAME.ORAファイル内の DB_NAMEパラメータとスレッド IDの値の組
合せです。たとえば、DB_NAMEが OPで最初のノードのスレッド IDが 1であれば、その
SIDは OP1となり、2番目のノードでは OP2という SIDを使用してそのインスタンスが識
別されます。

図 6-2と図 6-3では、ノード番号 1および 2を持つ 2つのノードの初期化ファイルの内容が、
Oracle Database Configuration Assistantによって作成されたことを示しています。

図図図図 6-2  INITOP1.ORA

ifile=C:\Orant3\admin\op\pfile\initop.ora
rollback_segments = (rbs1_1,rbs1_2)
thread=1
parallel_server=true
instance_name=op1
remote_login_passwordfile=exclusive

図図図図 6-3  INITOP2.ORA

ifile=C:\Orant3\admin\op\pfile\initop.ora
rollback_segments = (rbs2_1,rbs2_2)
thread=2
parallel_server=true
instance_name=op2
remote_login_passwordfile=exclusive
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初期化ファイルの理解
パラメータは、次のとおりです。

パラメータパラメータパラメータパラメータ 説明説明説明説明

IFILE 組み込まれる INITDB_NAME.ORAのパスと名前を識別します。

ROLLBACK_
SEGMENTS

このインスタンスに割り当てる 1つ以上のロールバック・セグメントを指定します。

THREAD インスタンスで使用される REDOスレッド番号を指定します。いずれの使用可能な REDO
スレッド番号も使用できますが、他のインスタンスと同じスレッド番号は使用できません。
また、REDOスレッドが使用禁止になっているインスタンスは起動できません。値を 0（ゼ
ロ）に指定すると、使用可能な有効状態のパブリック・スレッドが選択されます。スレッド
が他のインスタンスで使用されている場合や、スレッドが使用禁止になっている場合は、イ
ンスタンスはデータベースをマウントできません。 

INSTANCE_NAME インスタンス名を識別します。これは、複数インスタンスが共通のサービス名を共有する場
合に、特定のインスタンスを一意に識別するために使用されます。INSTANCE_NAMEを、
実際にはホスト上のインスタンス共有メモリーを一意に識別する Oracleシステム ID（SID）
と混同しないでください。

REMOTE_LOGIN_
PASSWORDFILE

Oracleでパスワード・ファイルをチェックするかどうかと、パスワード・ファイルを使用で
きるデータベース数を指定します。このパラメータは、EXCLUSIVEに設定する必要があり
ます。EXCLUSIVEを指定すると、パスワード・ファイルを使用できるインスタンスが 1つ
のみになり、パスワード・ファイルには SYSと INTERNAL以外の名前が含まれます。これ
により、複数のユーザー（INTERNALと SYS以外）がデータベースを起動できるようにな
ります。 
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初期化ファイルの理解
INITDB_NAME.ORAの用途の用途の用途の用途
INITDB_NAME.ORAデータベース初期化ファイルは、IFILEパラメータを通じて個々のパ
ラメータ・ファイルによってコールされます。 

図図図図 6-4  共通初期化ファイル共通初期化ファイル共通初期化ファイル共通初期化ファイル
 

Oracle Parallel Serverの場合は、個別パラメータ・ファイルを使用するか共通パラメータ・
ファイルを使用するかに関係なく、一部の初期化パラメータをすべてのインスタンスに対し
て同じ値に設定する必要があります。個別パラメータ・ファイル内の IFILEパラメータを使
用して共通パラメータ・ファイルを参照すると、個別パラメータ・ファイルを持つインスタ
ンスで同じでなければならない初期化パラメータに正しいパラメータ値を使用できます。ま
た、これにより個別パラメータ・ファイルで異なる値を設定できます。

インスタンス
OP1

INITOP1.ORA

インスタンス�
OP2

INITOP2.ORA

INITOP.ORA INITOP.ORA

ノード1 ノード2
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初期化ファイルの理解
図 6-5では、Oracle Database Configuration Assistantを通じてハイブリッド・データベース
用に作成された INITDB_NAME.ORAファイル（INITOP.ORA）を示しています。

図図図図 6-5  INITOP.ORA

db_name = op
db_domain = us.oracle.com
service_names = op.us.oracle.com
db_files = 1024
control_files = ("\\.\op_ctl1", "\\.\op_ctl2")
db_file_multiblock_read_count = 8
db_block_buffers = 2843
shared_pool_size = 15728640
log_checkpoint_interval = 10000
log_checkpoint_timeout = 0
processes = 50
parallel_max_servers = 5
log_buffer = 32768
max_dump_file_size = 10240  # limit trace file size to 5M each
global_names = true
oracle_trace_collection_name = ""
background_dump_dest = C:\Orant3\admin\op\bdump
user_dump_dest = C:\Orant3\admin\op\udump

db_block_size = 8192

distributed_transactions = 10
compatible = 8.1.3.0.0
sort_area_size = 66560
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初期化ファイルの理解
次のパラメータに注意する必要があります。

その他のパラメータの説明は、『Oracle8iリファレンス・マニュアル』を参照してください。

パラメータパラメータパラメータパラメータ 説明説明説明説明

DB_NAME インストール時またはデータベース作成中に入力したデータベース名 OPを指定します。 

DB_DOMAIN インストール時またはデータベース作成中にデータベース位置として指定したデータベー
ス・ドメイン .US.ORACLE.COMを指定します。可能であれば、データベース・ドメインに
ネットワーク・ドメインをミラー化することをお薦めします。 

SERVICE_NAMES ネットワーク上のデータベース・サービス名、OP.US.ORACLE.COMを指定します。デ
フォルトでは、Oracle Universal Installerと Oracle Database Configuration Assistantによっ
てグローバル・データベース名全体を含むサービス名が作成されます。この名前は、イン
ストール時またはデータベース作成中に入力したデータベース名（DB_NAME）とド
メイン名（DB_DOMAIN）からなっています。

インスタンスのさまざまな用途を別々に識別できるように、複数のサービス名を（個々の
SERVICE_NAMESエントリで）指定できます。また、サービス名を使用すると、レプリ
ケーションを使用して複数インスタンスから使用可能なサービスを識別できます。 
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初期化パラメータの設定
初期化パラメータの設定初期化パラメータの設定初期化パラメータの設定初期化パラメータの設定
この項の構成は、次のとおりです。

■ GC_*グローバル定数パラメータ

■ 複数インスタンスのパラメータに関する注意

■ 各インスタンスの同一パラメータ

■ パラメータ記述

■ 初期化ファイルの位置

■ 初期化ファイルの編集

GC_*グローバル定数パラメータグローバル定数パラメータグローバル定数パラメータグローバル定数パラメータ 
接頭辞 GC（グローバル定数）が付いている初期化パラメータは、Oracle Parallel Serverに
のみ関係があります。これらのパラメータは、INITDB_NAME.ORAファイルで指定します。

グローバル定数パラメータの設定によって、すべてのインスタンスのデータベース・バッ
ファを保護するグローバル・ロックの集合のサイズが決まります。選択した設定は、特定の
オペレーティング・システム・リソースの使用に影響します。 

インスタンス（OP1、OP2など）のうち、共有モードで最初に起動するインスタンスによっ
て、他のインスタンスのグローバル定数パラメータの値が決定されます。最初のインスタン
スの起動時に、制御ファイルに GC_*パラメータの値が記録されます。

他のインスタンスが共有モードで起動しようとすると、Oracle Serverによってパラメータ・
ファイル内のグローバル定数パラメータの値がすでに使用中の値と比較され、値に互換性が
なければメッセージが発行されます。インスタンスは、グローバル定数パラメータの値が正
しくなければデータベースをマウントできません。
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初期化パラメータの設定
Oracle Parallel Serverのグローバル定数パラメータは、次のとおりです。

パラメータパラメータパラメータパラメータ 説明説明説明説明

GC_FILES_TO_LOCKS ハッシュ・ロックおよびファイン・グレイン・ロックと各
データ・ファイル内のブロックとのマッピングを示しま
す。 

このパラメータの意味が変更されました。従来、このパラ
メータで指定されていないファイル（または後から追加さ
れたファイル）には、残りのハッシュ・ロックが割り当て
られました。このパラメータで指定されていないファイル
では、DBAロックが使用されます。これにより、GC_
FILES_TO_LOCKSの複数エントリを設定できるようにな
りました。 

GC_RELEASABLE_LOCKS DBAロックに使用されるロック数を設定します。 

GC_ROLLBACK_LOCKS ロールバック・セグメントごとに、同時に修正されるロー
ルバック・セグメント・ブロックに使用可能なインスタン
ス・ロック数を指定します。 
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初期化パラメータの設定
複数インスタンスのパラメータに関する注意複数インスタンスのパラメータに関する注意複数インスタンスのパラメータに関する注意複数インスタンスのパラメータに関する注意
次の表では、初期化パラメータに関する複数インスタンスの注意が示されています。

パラメータパラメータパラメータパラメータ パラレル・サーバーに関する注意パラレル・サーバーに関する注意パラレル・サーバーに関する注意パラレル・サーバーに関する注意

CHECKPOINT_PROCESS Oracle Parallel Serverでは、データベースに多くのデータ・
ファイルを使用できます。チェックポイントを高速化する
には、CHECKPOINT_PROCESSパラメータを使用可能に
します。 

DELAYED_LOGGING_BLOCK_
CLEANOUTS 

このパラメータを TRUEに設定すると、インスタンス間の
pingを減らせる場合があります。 

DML_LOCKS このパラメータは、0（ゼロ）に設定する場合にのみ、すべ
てのインスタンス上で同じにする必要があります。

INSTANCE_NUMBER このパラメータを指定する場合は、インスタンスごとに一
意の値に設定する必要があります。 

LOG_ARCHIVE_FORMAT スレッド番号を含める必要があります。 

MAX_COMMIT_
PROPAGATION_DELAY

リモート・インスタンス上で即時にコミットを表示する場
合は、このパラメータの値の変更が必要になることがあり
ます。

NLS_*パラメータ このパラメータには、インスタンスごとに異なる値を設定
できます。 

PARALLEL_SERVER データベースを Oracle Parallel Serverモードで起動できる
ようにするには、このパラメータを初期化ファイル内で
TRUEに設定する必要があります。 

PROCESSES このパラメータは、1インスタンスのすべてのバックグラウ
ンド・プロセスとすべてのユーザー・プロセスを見込んだ
十分な大きさの値に設定する必要があります。一部のオペ
レーティング・システムでは、DBWRプロセスを追加でき
ます。SESSIONSおよび TRANSACTIONSパラメータのデ
フォルトは、PROCESSESパラメータの値から直接または間
接的に得られます。デフォルトを使用しない場合は、オプ
ションのバックグラウンド・プロセスを見込んで、これら
のパラメータの一部の値を大きくすることができます。 

RECOVERY_PARALLELISM このパラメータを設定すると、ロールフォワード・フェー
ズやキャッシュ・リカバリ・フェーズを高速化できます。 

ROLLBACK_SEGMENTS 各インスタンスのプライベート・ロールバック・セグメン
トを指定します。 

THREAD このパラメータを指定する場合は、インスタンスごとに一
意の値に設定する必要があります。 
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初期化パラメータの設定
各インスタンスの同一パラメータ各インスタンスの同一パラメータ各インスタンスの同一パラメータ各インスタンスの同一パラメータ
ある種の初期化パラメータは、データベースの作成に不可欠であるか、特定のデータベース
操作に影響します。これらのパラメータは、各インスタンスの各 INITDB_NAME.ORAファ
イルで指定した Oracle Parallel Serverのすべてのインスタンスについて、同じ値に設定する
必要があります。たとえば、DB_BLOCK_SIZEと CONTROL_FILESの値は、すべてのイン
スタンスについて同一にする必要があります。 

次の初期化パラメータの値は、Oracle Parallel Serverのすべてのインスタンスについて同一
にする必要があります（特に明記されていない場合）。 

LM_*パラメータの設定パラメータの設定パラメータの設定パラメータの設定
LM_*初期化パラメータの値を設定します。リソース、ロックおよびプロセスの構成は、
Oracle Parallel Serverインスタンスごとに行うので注意してください。管理しやすいように、
これらのパラメータをすべてのインスタンス間で一貫した値に設定する必要があります。 

CONTROL_FILES LM_LOCKS（同一値を推奨）

CPU_COUNT LM_PROCS（同一値を推奨）

DB_BLOCK_SIZE LM_RESS（同一値を推奨）

DB_FILES MAX_COMMIT_PROPAGATION_DELAY 

DB_NAME PARALLEL_DEFAULT_MAX_INSTANCES 

DB_DOMAIN PARALLEL_DEFAULT_MAX_SCANS 

DML_LOCKS ROLLBACK_SEGMENTS

GC_FILES_TO_LOCKS ROW_LOCKING 

GC_ROLLBACK_LOCKS

パラメータパラメータパラメータパラメータ 説明説明説明説明

LM_LOCKS ロック数。Rはリソース数、Nは合計ノード数、Lは合計ロック数で、次の
計算を行います。 

L = R + (R*(N - 1))/N 

LM_PROCS プロセス数。PROCESSES初期化パラメータの値をノード数で乗算した値。 

LM_RESS このパラメータでは、ロック・マネージャでロックできるリソースの数を制
御します。このパラメータでは、DML、DDL（データ・ディクショナリ・
ロック）、データ・ディクショナリ・キャッシュ・ロックとファイルおよびロ
グ管理ロックに割り当てられるロック・リソースの数を取り扱います。 
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初期化パラメータの設定
パラメータ記述パラメータ記述パラメータ記述パラメータ記述
初期化パラメータの説明は、『Oracle8i Parallel Server概要および管理』の第 18章「複数イ
ンスタンスの管理」を参照してください。

初期化ファイルの位置初期化ファイルの位置初期化ファイルの位置初期化ファイルの位置
インスタンス起動用のデータベースは、適切な初期化パラメータ・ファイルにアクセスする
必要があります。Oracle Parallel Serverでは、次のディレクトリにある初期化パラメータ・
ファイルが使用されます。

■ UNIXの場合は、$ORACLE_BASE/admin/ db_name/pfile

■ Windows NTの場合は、ORACLE_BASE¥admin¥ db_name¥pfile

初期化ファイルの編集初期化ファイルの編集初期化ファイルの編集初期化ファイルの編集
Oracle Parallel Serverデータベースの機能をカスタマイズするには、初期化パラメータ・
ファイルを編集する必要があります。任意のテキスト・エディタを使用してファイルを変更
してください。
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Oracle Parallel Server Managementを使用したインスタンスの管理
Oracle Parallel Server Managementを使用したインスタンスの管理を使用したインスタンスの管理を使用したインスタンスの管理を使用したインスタンスの管理
Oracle Parallel Server Managementを使用すると、Oracle Parallel Server、分散システムお
よびデータベース上でさまざまな管理タスクを実行できます。Enterprise Manager Console
は、ドラッグ・アンド・ドロップによるシステム管理を実現する直観的なグラフィカル・
ユーザー・インタフェース（GUI）を介した、Oracle環境の集中管理ポイントとなります。

Consoleを使用すると、同種環境と同じように異種環境を容易に管理できます。また、複数
ノード上のジョブを同時にスケジューリングしたり、サービス・グループをまとめて監視で
きます。

これにより、データベース管理者やシステム管理者は、Oracle Parallel Serverの全ノードを
1つのエンティティとして取り扱うことが可能になります。たとえば、1つのジョブを
Oracle Parallel Serverのすべてのノード間で実行するように Oracle Enterprise Managerを構
成できます。 

この項では、Oracle Parallel Serverに関連する Oracle Enterprise Manager管理機能のみにつ
いて説明します。したがって、『Oracle Enterprise Manager管理者ガイド』に記載されてい
る概要の補足情報として利用してください。この項の構成は、次のとおりです。

■ Consoleの起動

■ 「Navigator」ウィンドウへの Oracle Parallel Serverオブジェクトの表示

■ Oracle Parallel Serverデータベースの起動

■ Oracle Parallel Serverデータベースのシャットダウン

■ 「Parallel Server Operation Results」の表示

■ Oracle Parallel Serverの状態の表示

■ パラレル・サーバーまたはパラレル・サーバー・インスタンスのジョブの作成

■ ジョブ詳細の指定

構成情報については、第 5章の「Oracle Parallel Server Managementのインストールと構
成」を参照してください。
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Oracle Parallel Server Managementを使用したインスタンスの管理
Consoleの起動の起動の起動の起動
 Consoleを使用するには、次のコンポーネントを起動します。

■ 各ノードの Oracle Intelligent Agent

■ Management Server

■ Console

手順については、5-11ページの「ステップ 4: Oracle Enterprise Managerコンポーネントの
起動」を参照してください。

「「「「Navigator」ウィンドウへの」ウィンドウへの」ウィンドウへの」ウィンドウへの Oracle Parallel Serverオブジェクトの表示オブジェクトの表示オブジェクトの表示オブジェクトの表示
「Navigator」ウィンドウから、単一インスタンス・データベースと複数インスタンス・デー
タベースの両方を表示して管理できます。Oracle Parallel Serverに使用可能な情報は、単一
インスタンス・データベースの場合と同じです。 

「Navigator」ウィンドウには、すべてのネットワーク・オブジェクトと、ユーザー定義グ
ループ、ノード、リスナー、サーバー、データベースおよびデータベース・オブジェクトの
ようなオブジェクトの直接的なビューを含む、他のオブジェクトとの関係が表示されます。

「Navigator」ウィンドウでは、単一インスタンス・データベースと Oracle Parallel Server
データベースのエントリを含む Databaseフォルダに Oracle Parallel Serverが表示されます。
各 Oracle Parallel Serverフォルダには、データ・ファイル、インダウト・トランザクショ
ン、プロファイル、REDOログ・グループ、ロール、ロールバック・セグメント、スキー
マ・オブジェクト、表領域およびユーザーを表すオブジェクトが含まれています。

Datafilesや Usersなど、Oracle Parallel Serverデータベースのサブフォルダは、単一インス
タンス・データベースの場合と同様に動作します。単一インスタンス・データベースの場合
と同様にこれらのオブジェクトのプロパティを検査し、変更するには、これらのオブジェク
トをマウスで右クリックして、プロパティ・シートにアクセスします。たとえば、新しい
REDOログ・グループを追加するには、「Redo Log Groups」フォルダを右クリックして
「Create」を選択します。

注意注意注意注意 : データベースのデフォルト資格証明を 5-19ページの「ステップ 6:
ノードと Oracle Parallel Serverデータベースのデフォルト資格証明の指
定」の説明に従って設定していない場合は、「Database Connect 
Information」ダイアログにデータベース接続情報の入力を求めるプロンプ
トが表示されます。:
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Oracle Parallel Server Managementを使用したインスタンスの管理
Oracle Parallel Serverデータベースと検出された各 Oracle Parallel Serverノードには、
「Parallel Server Instances」フォルダが含まれており、展開してデータベースやノードに属す
るインスタンスを表示できます。

Oracle Parallel Server
インスタンス
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右マウス・メニューの使用方法右マウス・メニューの使用方法右マウス・メニューの使用方法右マウス・メニューの使用方法
「Oracle Parallel Server」を右クリックすると、「Oracle Parallel Server」の右マウス・メ
ニューが表示されます。

このメニューには、次の機能のエントリが含まれています。

オプションオプションオプションオプション 説明説明説明説明

Connect データベースに接続します。「Database Connect Information 」ダイ
アログ・ボックスに、データベースのユーザー名、パスワードおよ
び権限を入力します。起動またはシャットダウンを実行する場合
は、SYSDBA権限を持つユーザーを指定する必要があります。

Disconnect データベース接続を終了します。

Startup データベースを起動します。Oracle Parallel Server関連の手順につ
いては、6-18ページの「Oracle Parallel Serverデータベースの起
動」を参照してください。

Shutdown データベースをシャットダウンします。Oracle Parallel Server関連
の手順については、6-21ページの「Oracle Parallel Serverデータ
ベースのシャットダウン」を参照してください。

Results 6-24ページの「「Parallel Server Operation Results」の表示」で説明
するように、起動やシャットダウンの結果が表示されます。

Edit どのインスタンスがアクティブになっているかなど、Oracle 
Parallel Serverの状態を検査できます。Oracle Parallel Server関連
の手順については、6-27ページの「Oracle Parallel Serverの状態の
表示」を参照してください。

Remove データベース・オブジェクトとその関連サービスを削除します。こ
の操作は、Oracle Enterprise Managerからデータベースを監視また
は管理する必要がなくなった場合にのみ実行する必要があります。

Related Tools Oracle Parallel Serverに使用可能になっている他のツールにアクセ
スできます。
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Oracle Parallel Serverデータベースの起動データベースの起動データベースの起動データベースの起動
Consoleを使用すると、Oracle Parallel Serverデータベースまたは個々のインスタンスを起
動できます。 

すべての Oracle Parallel Serverインスタンスが起動すると、Oracle Parallel Serverデータ
ベースが起動しているものと見なされます。 

Oracle Parallel Serverデータベースを起動する手順は、次のとおりです。

1. 「Navigator」ウィンドウで、「Database」フォルダの下の「Oracle Parallel Server 
database」を右クリックします。

データベース・オプションを含むメニューが表示されます。

2. メニューから「Startup」を選択します。

「Parallel Server Startup」ダイアログ・ボックスが表示されます。
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3. 起動タイプを選択します。

4. すべてのインスタンスを起動する場合は、「Startup」をクリックします。選択したイン
スタンスのみを起動する場合は、次の手順で操作します。

a. 「Instances」を選択します。

「Select Instances to Start」ダイアログ・ボックスが表示されます。

b. 起動するインスタンスを「Available」リストから選択し、「Add」をクリックしま
す。

オプションオプションオプションオプション 説明説明説明説明

Force 現在実行中の Oracleインスタンスを SHUTDOWNモード ABORT
でシャットダウンしてから再起動します。インスタンスの実行中に
「FORCE」を指定しなければ、エラーになります。 

警告警告警告警告 : 通常の状況では FORCEモードを使用しないでください。
FORCEモードを使用するのは、デバッグ時や異常が発生した場合
のみです。 

Restrict 起動したインスタンスにアクセスできるユーザーを、RESTRICTED 
SESSIONシステム権限を持つ人のみに限定します。すでに接続し
ているユーザーには影響しません。

No Mount インスタンスの起動時にデータベースをマウントしません。

Mount データベースをマウントしますがオープンしません。

Open (デフォルト）データベースをオープンします。
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c. 「OK」をクリックして「Select Instances to Start」ダイアログ・ボックスをクローズ
します。

d. 「Parallel Server Startup」ダイアログ・ボックスから「Startup」をクリックします。

「Parallel Server Operation Results」ダイアログ・ボックスに起動操作の進行状態が表示
されます。説明は、6-24ページの「「Parallel Server Operation Results」の表示」を参照
してください。

インスタンスが正常に起動されると、「Parallel Server Started」メッセージ・ダイアロ
グ・ボックスに成功メッセージが表示されます。

「Parallel Server Started」メッセージ・ダイアログ・ボックス内で「OK」をクリックし
て受け入れ、「Parallel Server Operation Results」内で「Close」をクリックします。

起動に失敗すると、「Parallel Server Started」メッセージ・ボックスに失敗メッセージ
が表示されます。「View Details」をクリックし、「Parallel Server Operation Results」ダ
イアログ内でシャットダウンの失敗理由を示す詳細情報を確認し、「Close」をクリック
します。
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Oracle Parallel Serverデータベースのシャットダウンデータベースのシャットダウンデータベースのシャットダウンデータベースのシャットダウン
Consoleを使用すると、Oracle Parallel Serverデータベースまたは個々のインスタンスを
シャットダウンできます。 

すべての Oracle Parallel Serverインスタンスをシャットダウンすると、Oracle Parallel 
Serverもシャットダウンするものと見なされます。 

Oracle Parallel Serverデータベースをシャットダウンする手順は、次のとおりです。

1. 「Navigator」ウィンドウで、「Database」フォルダの下の「Oracle Parallel Server 
database」を右クリックします。

データベース・オプションを含むメニューが表示されます。

2. メニューから「Shutdown」を選択します。

「Parallel Server Shutdown」ダイアログ・ボックスが表示されます。

注意注意注意注意 : Oracle Parallel Serverデータベースを完全にシャットダウンして
も、データベース・リスナーなど、その一部のサービスが実行中の場合が
あります。 
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3. シャットダウン・タイプを選択します。

オプションオプションオプションオプション 説明説明説明説明

Normal 現在接続中のユーザーがデータベースから切断されるのを待ち、後
続の接続を禁止し、データベースをクローズしてディスマウントし
てから、インスタンスをシャットダウンします。次回の起動時にイ
ンスタンスを回復する必要はありません。

Immediate （デフォルト） 現行のコールの完了を待たず、後続の接続を禁止し、
データベースをクローズしてディスマウントします。インスタンス
は即時にシャットダウンされます。接続中のユーザーは切断する必
要はなく、次回起動時のインスタンス回復も不要です。 

Abort 最も高速なシャットダウンを実行します。接続中のユーザーは切断
する必要はありません。データベースはクローズもディスマウント
もされませんが、インスタンスはシャットダウンされます。次回の
起動時にインスタンスを回復する必要があります。 

警告警告警告警告 : バックグラウンド・プロセスが異常終了した場合は、このオ
プションを使用する必要があります。

Shutdown 
Database Only

（デフォルト） データベースのみをシャットダウンします。リスナー
など、インスタンスに必要なサービスはシャットダウンされず、使
用可能なままです。 

Shutdown 
Database & Other 
Services

データベースと、リスナーなどの関連サービスをシャットダウンし
ます。
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4. すべてのインスタンスをシャットダウンする場合は、「Shutdown」をクリックします。
選択したインスタンスのみをシャットダウンする場合は、さらに次の手順で操作しま
す。

a. 「Instances」を選択します。

「Select Instances to Stop」ダイアログ・ボックスが表示されます。

b. 停止するインスタンスを「Available」リストから選択し、「Add」をクリックしま
す。

c. 「OK」をクリックして「Select Instances to Stop」ダイアログ・ボックスをクローズ
します。

d. 「Parallel Server Shutdown」ダイアログ・ボックスから「Shutdown」をクリック
します。

「Parallel Server Operation Results」ダイアログ・ボックスにシャットダウン操作の進行
状態が表示されます。説明は、6-24ページの「「Parallel Server Operation Results」の表
示」を参照してください。

インスタンスが正常にシャットダウンされると、「Parallel Server Stopped」メッセー
ジ・ダイアログ・ボックスに成功メッセージが表示されます。

「Parallel Server Stopped」メッセージ・ダイアログ・ボックス内で「OK」をクリック
して受け入れ、「Parallel Server Operation Results」内で「Close」をクリックします。
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シャットダウンに失敗すると、「Parallel Server Stopped」メッセージ・ボックスに失敗
メッセージが表示されます。「View Details」をクリックし、「Parallel Server Operation 
Results」ダイアログ内のシャットダウンの失敗理由を示す詳細情報を確認し、「Close」
をクリックします。

「「「「Parallel Server Operation Results」の表示」の表示」の表示」の表示
「Parallel Server Operation Results」ダイアログ・ボックスには、選択したインスタンスの起
動操作またはシャットダウン操作の進行情報が表示されます。

操作結果は、次の 2つのビューに表示されます。

■ 「Status Details」タブ

■ 「Output」タブ

起動またはシャットダウン操作中には、「Parallel Server Operation Results」ダイアログ・
ボックスが自動的に表示されます。また、このダイアログ・ボックスは次の手順で表示でき
ます。

1. 「Navigator」ウィンドウで、「Database」の下の「Oracle Parallel Server database」を右
クリックします。

データベース・オプションを含むメニューが表示されます。

2. メニューから「Results」を選択します。
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「「「「Status Details」タブ」タブ」タブ」タブ
UNIXシステムで実行されている Oracle Parallel Serverに対する起動操作の実行中には、
「Status Details」タブに、オブジェクトの起動状態とともに、進行状況が表示され、操作の
進行につれて動的に更新されます。 

Oracle Parallel Server Managementによって管理されるサービスは、プラットフォームご
と、バージョンごとに異なります。この例では、管理されている Oracle Parallel Serverはリ
リース 8.0.4なので、GMS（グループ・メンバーシップ・サービス）が起動されています。
リリース 8.1では、GMSは RDBMSカーネルに組み込まれているので、インスタンス列とリ
スナー列しか表示されません。

Oracle Parallel Serverのシャットダウン中は、このタブにはシャットダウン操作の影響を受
けるノードとインスタンスのみが表示されます。

注意注意注意注意 : Windows NT上の OPSCTLでは状態の詳細が生成されないので、
このタブをWindows NTの Oracle Parallel Serverに使用することはでき
ません。
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各コンポーネントは、次の状態になることがあります。

 

「「「「Output」タブ」タブ」タブ」タブ
「Output」タブには、Oracle Parallel Serverノードによって実行されるコマンドと、それに
関連するテキスト形式のエラー・メッセージが表示されます。 

状態状態状態状態 説明説明説明説明

稼働（緑色のフラグ） コンポーネントが稼動中です。

停止（赤色のフラグ） コンポーネントは稼動していません。

判断不能（灰色のフラグ） Oracle Enterprise Managerではコンポーネントの状態を判
断できません。通常、この状態は、コンポーネントの起動
またはシャットダウン操作が完了していない場合に発生し
ます。 

このノードに存在しないコンポー
ネント（背景がブランク）

このコンポーネントはこのノード上で構成されていません。

すべてのコンポーネント（リスナー、インスタンス）がす
べてのノードに存在する必要はありません。
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Oracle Parallel Serverの状態の表示の状態の表示の状態の表示の状態の表示
「Edit Parallel Server」ダイアログ・ボックスには、Oracle Parallel Serverで使用可能なイン
スタンス、Oracle Parallel Serverコンポーネントの状態など、パラレル・データベースに関
する状態情報が表示されます。 

Oracle Parallel Serverデータベースの状態情報を表示する手順は、次のとおりです。

1. 「Navigator」ウィンドウで、「Database」フォルダの下の「Oracle Parallel Server 
database」を右クリックします。

データベース・オプションを含むメニューが表示されます。

2. メニューから「Edit」を選択します。

「Edit Parallel Server」ダイアログ・ボックスが表示されます。

操作結果は、次の 2つのビューに表示されます。 

■ 「Status」タブ

■ 「Status Details」タブ

注意注意注意注意 : このダイアログ・ボックスでは Oracle Parallel Serverに接続され
ていることが必要なため、Oracle Parallel Serverが停止していると表示さ
れません。
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「「「「Status」タブ」タブ」タブ」タブ
「Status」タブでは、V$ACTIVE_INSTANCES表への問合せによって、現在実行中のインス
タンスに関する情報が表示されます。Oracle Enterprise Managerによって Oracle Parallel 
Serverへの接続が確立されるため、Oracle Parallel Serverが停止していると、このタブは表
示されません。

 

列名列名列名列名 説明説明説明説明

Instance Number インスタンスに割り当てられた番号。

Instance Name インスタンスに指定した名前と、それを実行中のノード。この名前
の書式は、次のとおりです。

node : instance_name .
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「「「「Status Details」タブ」タブ」タブ」タブ

Oracle Parallel Serverと関連コンポーネントの状態全体を示すビューが表示されます。この
タブには、すべてのノードについて、リスナーなどの各種コンポーネントとインスタンスの
状態が表示されます。 

各コンポーネントは、次の状態になることがあります。

注意注意注意注意 : Windows NT上の OPSCTLでは状態の詳細が生成されないので、
このタブをWindows NTの Oracle Parallel Serverに使用することはでき
ません。

状態状態状態状態 説明説明説明説明

稼働（緑色のフラグ） コンポーネントが稼動中です。

停止（赤色のフラグ） コンポーネントは稼動していません。

判断不能（灰色のフラグ） Oracle Enterprise Managerではコンポーネントの状態を判
断できません。通常、この状態は、コンポーネントの起動
またはシャットダウン操作が完了していない場合に発生し
ます。 

このノードに存在しないコンポー
ネント（背景がブランク）

このコンポーネントはこのノード上で構成されていません。

すべてのコンポーネント（リスナー、インスタンス）がす
べてのノードに存在する必要はありません。
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パラレル・サーバーまたはパラレル・サーバー・インスタンスのジョブのパラレル・サーバーまたはパラレル・サーバー・インスタンスのジョブのパラレル・サーバーまたはパラレル・サーバー・インスタンスのジョブのパラレル・サーバーまたはパラレル・サーバー・インスタンスのジョブの
作成作成作成作成

ジョブ・スケジューリング・システムは、DBAが Oracle Parallel Serverデータベースと
Oracle Parallel Serverインスタンスの両方について、反復的なジョブをスケジューリングし、
自動化するための、信頼性が高く柔軟性に優れたメカニズムです。 

Consoleには、DBAがカスタマイズされたスケジュールを作成できるように、あらゆる機能
を持ったスケジューリング・ツールが含まれています。これにより、DBAは真に「迅速」
な管理能力を得て他のタスクに集中できます。また、Oracle Parallel Server用に豊富なジョ
ブ選択肢が用意されています。

Oracle Parallel Serverデータベースや Oracle Parallel Serverインスタンスを宛先としてジョ
ブを作成できます。新しいジョブを作成する手順は、次のとおりです。 

1. 「Job」メニューから「Create Job」を選択します。

2. 「Create Job」プロパティ・シートの各タブに必要な情報を入力します。 

3. ジョブ設定に問題がなければ、「Submit」ボタンをクリックしてジョブを Oracle 
Intelligent Agentに送ります。ジョブが「Active Jobs」ウィンドウに表示されます。 

4. 「Save」ボタンをクリックしてジョブを保存します。ジョブが「Job Library」ウィンド
ウに表示されます。保存したジョブは、後で変更または発行できます。

ジョブ詳細の指定ジョブ詳細の指定ジョブ詳細の指定ジョブ詳細の指定
「Create Job」プロパティ・シートから、新しいジョブの詳細を指定できます。「Create Job」
プロパティ・シートには、次のタブが含まれています。

注意注意注意注意 : 通常は、ジョブの発行後に Oracle Intelligent Agentから通知を受
け取るまでに少しディレイが生じます。 

タブタブタブタブ 説明説明説明説明

General ジョブ名、説明、宛先タイプおよび宛先を指定します。

Tasks ジョブで実行するタスクを選択します。

Parameters タスクのランタイム・パラメータを設定します。このタブには、
「Task」リスト・ボックスで選択したタスクに応じて、異なるパラ
メータが表示されます。

Schedule Oracle Enterprise Managerでジョブを実行する時間と頻度をスケ
ジューリングします。 

Permissions ジョブを実行する管理者を指定します。
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次のタブには、Oracle Parallel Server固有のオプションが表示されます。

■ 「General」タブ

■ 「Tasks」タブ

■ 「Parameters」タブ

ジョブ・スケジューリングの一般情報は、『Oracle Enterprise Manager管理者ガイド』を参
照してください。

「「「「General」タブ」タブ」タブ」タブ
「General」タブから指定する内容は、次のとおりです。

■ 「Job Name」

■ 「Destination Type」（Parallel Serverまたは Parallel Server Instance）

■ 「Description」

■ 「Destinations」
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「General」タブに表示されるオプションは、次のとおりです。 

 

パラメータパラメータパラメータパラメータ 説明説明説明説明

Job Name 新しいジョブの名前を入力します。

Description ジョブの説明を入力します。

Destination Type ドロップダウン・リスト・ボックスから接続先タイプを選択しま
す。選択できるオプションは、パラレル・サーバー、パラレル・
サーバー・インスタンス、データベース、リスナーまたはノードで
す。

Available Destinations 接続先は、「Destination Type」で選択したオプションによって決ま
ります。接続先には、パラレル・サーバー、パラレル・サーバー・
インスタンス、データベース、リスナーおよびノードがあります。

「Available Destinations」リストでジョブの接続先をクリックし、
「Add」をクリックして「Selected Destinations」リストに移動しま
す。接続先をジョブから削除するには、その接続先を「Selected 
Destinations」リスト内でクリックし、「Remove」をクリックしま
す。

Fixit Job このジョブをイベント発生の fixitジョブとして使用する場合は、こ
のチェック・ボックスをオンにします。このジョブはスケジューリ
ングできません。 
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「「「「Tasks」タブ」タブ」タブ」タブ
「Tasks」タブから、ジョブで実行するタスクを選択します。表示されるタスク・リストの内
容は、「General」タブから「Destination Type」として Oracle Parallel Serverを選択したか
Oracle Parallel Serverインスタンスを選択したかに応じて異なります。 

「Add」および「Remove」ボタンを使用して、タスクを「Available Tasks」リストと
「Selected Tasks」リストの間で移動します。
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Oracle Parallel Server Managementを使用したインスタンスの管理
パラレル・サーバー接続先のタスクパラレル・サーバー接続先のタスクパラレル・サーバー接続先のタスクパラレル・サーバー接続先のタスク  「Destination Type」で「Parallel Server」を選択した場
合は、次のタスクから選択できます。 

■ 「Broadcast Message」

■ 「Halt Job」

■ 「Run OS Command」

■ 「Run TCL Script」

■ 「Shutdown Parallel Server」

■ 「Startup Parallel Server」

パラレル・サーバー・インスタンス接続先のタスクパラレル・サーバー・インスタンス接続先のタスクパラレル・サーバー・インスタンス接続先のタスクパラレル・サーバー・インスタンス接続先のタスク  「Destination Type」で「Parallel Server 
Instance」を選択した場合は、次のタスクから選択できます。

■ 「Broadcast Message」

■ 「Halt Job」

■ 「Run OS Command」

■ 「Run TCL Script」

■ 「Shutdown Parallel Server」

■ 「Startup Parallel Server」

これらのタスクと設定が必要なパラメータについては、『Oracle Enterprise Manager管理者
ガイド』を参照してください。
6-34 Oracle8i Parallel Serverセットアップおよび構成ガイド



Oracle Parallel Server Managementを使用したインスタンスの管理
「「「「Parameters」タブ」タブ」タブ」タブ
「Parameters」タブから、「Tasks」タブで選択したジョブ・タスクのパラメータ設定を指定
できます。ジョブ・タスクに応じて、異なるパラメータが表示されます。ここでは、Oracle 
Parallel Serverの起動およびシャットダウン・タスク用のパラメータについて説明します。
Oracle Parallel Serverインスタンス・タスク用に設定が必要なパラメータを確認するには、
『Oracle Enterprise Manager管理者ガイド』を参照してください。

パラレル・サーバー起動タスクパラレル・サーバー起動タスクパラレル・サーバー起動タスクパラレル・サーバー起動タスク  「Tasks」タブで「Startup Parallel Server」タスクを選択す
ると、次のように表示されます。

このタブでパラメータを設定し、「Submit」ボタンをクリックして Oracle Parallel Server起
動タスクを実行します。 
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起動用の「Parameters」タブに表示されるオプションは、次のとおりです。

パラメータパラメータパラメータパラメータ 説明説明説明説明

Startup ドロップダウン・リスト・ボックスからジョブの起動モードを選択
します。

Connect As ロールを指定します。

Oracle7の場合は「Normal」しか選択できません。Oracle8iの場合
は、最大限のデータベース管理権限が得られるように SYSOPERお
よび SYSDBAロールを選択できます。データベースのシャットダ
ウンや起動などのジョブ・タスクを実行するには、SYSDBAまたは
SYSOPER権限が必要です。SYSOPERおよび SYSDBAロールの詳
細は、『Oracle8i管理者ガイド』を参照してください。

SYSDBAとして接続しようとしても、SYSDBA権限を持っていなけ
れば、入力したユーザー名またはパスワードが正しくないことを示
すエラー・メッセージが表示されます。このエラー・メッセージ
は、入力したログイン資格証明が正しくないことを示します。

Override Preferred 
Credentials

データベースに設定したデフォルト資格証明を使用するか、別の
データベース・ユーザー名とパスワードを入力できます。
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Oracle Parallel Server Managementを使用したインスタンスの管理
パラレル・サーバー・シャットダウン・タスクのパラメータパラレル・サーバー・シャットダウン・タスクのパラメータパラレル・サーバー・シャットダウン・タスクのパラメータパラレル・サーバー・シャットダウン・タスクのパラメータ
「Tasks」タブで「Shutdown Parallel Server」タスクを選択すると、次のように表示されま
す。

このタブでパラメータを設定し、「Submit」ボタンをクリックして Oracle Parallel Server起
動タスクを実行します。 

シャットダウン用の「Parameters」タブに表示されるオプションは、次のとおりです。

 

パラメータパラメータパラメータパラメータ 説明説明説明説明

Mode 「Immediate」ボタン（デフォルト）または「Abort」ボタンをク
リックします。

Connect As 「SYSDBA」ボタン（デフォルト）または「SYSOPER」ボタンをク
リックします。

Override Preferred 
Credentials

データベースに設定したデフォルト資格証明を使用するか、別の
データベース・ユーザー名とパスワードを入力できます。 
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Oracle Parallel Server Managementチャートによるパフォーマンスの
7

Oracle Parallel Server Management チャートチャートチャートチャート

によるパフォーマンスの監視によるパフォーマンスの監視によるパフォーマンスの監視によるパフォーマンスの監視

この章では、Oracle8i Parallel Serverに固有の Oracle Performance Managerのパフォーマン
スおよびチューニング・チャートについて説明します。チャートを表示するには、Oracle 
Performance Managerのインストールと構成を完了する必要があります。詳細は、第 5章
「Oracle Parallel Server Managementのインストールと構成」を参照してください。

この章では、Oracle Parallel Serverに固有の Oracle Performance Manager機能のみについて
説明します。この項は、『Oracle Enterprise Managerパフォーマンス・モニタリング・ガイ
ド』に記載されている概要の補足情報として利用してください。この項の構成は、次のとお
りです。

■ Oracle Performance Managerの概要

■ Oracle Performance Managerの起動

■ チャートの表示

次の関連情報も参照してください。

■ 5-26ページの「Oracle Performance Managerの構成」。構成情報が記載されています。

■ 『Oracle8iチューニング』。これらのチャート表示の統計とそれを解釈する方法が記載さ
れています。

■ 『Oracle8iリファレンス・マニュアル』。これらのチャートの各フィールド、その入手元
となる V$ビューの詳細が記載されています。
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Oracle Performance Managerの概要
Oracle Performance Managerの概要の概要の概要の概要
Oracle Parallel Serverデータベースのチューニングおよびパフォーマンス情報は、「V$固定
ビュー」と呼ばれる動的パフォーマンス表の集合に格納されます。アクティブ・インスタン
スごとに、専用の固定ビューの集合があります。Oracle Parallel Serverで、すべてのインス
タンスから V$ビュー情報を取り出すには、Oracle Performance Managerを使用してグロー
バル動的パフォーマンス・ビュー（GV$）を実際に問い合せます。 

Oracle Performance Managerでは、Oracle Parallel Serverに取り出した情報を、表形式やグ
ラフィック形式の統計として表示できます。統計は、Oracle Parallel Serverで実行中のすべ
てのインスタンスから集計されたパフォーマンスを表します。また、統計は個々のチャート
に表示され、それにはデータ・ブロックの ping、ロック・アクティビティ、ファイル I/O、
セッションおよびユーザー情報が含まれます。Oracle Performance Managerを使用して、こ
れらのすべての統計の概要を 1つのチャートにまとめて表示することもできます。 

Oracle Parallel Serverのパフォーマンス監視は、システム性能を最大限に発揮させるうえで
不可欠です。Oracle Parallel Serverをピークの運用状態に保つには、いくつかの主要なパ
フォーマンス測定値を絶えず監視する必要があります。Oracle Performance Managerは、
Oracle Enterprise Manager内のアプレットとして使用可能であり、データベース管理者が主
要なパフォーマンス測定値に集中できるように、パフォーマンス・データを獲得、計算およ
び表示するように設計されたアプリケーションです。 

Oracle Parallel Serverのパフォーマンス・メトリックはコンパイルされ、Oracle 
Performance Managerで表示できるチャートが生成されます。

チャートチャートチャートチャート 説明説明説明説明

「Parallel Server Block Ping」
チャート

Oracle Parallel Serverでの合計ブロックの ping数が表示され
ます。 

「Parallel Server Data Block 
Ping by Tablespace」チャート

Oracle Parallel Serverでの表領域ごとのブロックの ping数が
表示されます。

「Parallel Server Data Block 
Ping by Instance」チャート

Oracle Parallel Serverでのインスタンスごとのブロックの ping
数が表示されます。

「Parallel Server File I/O Rate」
チャート

Oracle Parallel Serverデータベース内のすべてのファイルに対
する物理読取りおよび書込みのレートが表示されます。同じ情
報をインスタンス・レベルまたはファイル・レベルで表示する
には、ドリルダウンします。

「Parallel Server File I/O Rate 
by Object」チャート

Oracle Parallel Serverデータベース内のデータ・ファイル当り
の読取りおよび書込みのレートが表示されます。

「Parallel Server File I/O Rate 
by Instance」チャート

Oracle Parallel Serverデータベース内のインスタンス当りの読
取りおよび書込みのレートが表示されます。
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Oracle Performance Managerの概要
「Parallel Server Lock Activity」
チャート

すべての Oracle Parallel Server間のすべての各種ロック・タイ
プについて、ロック・アクティビティ・レートを示す統計が表
示されます。特定のロック・タイプのロック・アクティビティ
情報をインスタンス・レベルで表示するには、ドリルダウンし
ます。

「Parallel Server Sessions」
チャート

インスタンス名、セッション ID、セッション・シリアル番号、
プロセス ID、状態およびユーザー名など、Oracle Parallel 
Serverに接続しているセッションおよび関連情報が表示されま
す。

「Parallel Server Users Logged 
On」チャート

アクティビティが生成されているかどうかに関係なく、Oracle 
Parallel Serverにログオンしているユーザー・セッションの合
計数が表示されます。この情報は、インスタンスごとでも入手
できます。

「Parallel Server Users Logged 
On by Instance」チャート

Oracle Parallel Serverへのログイン・ユーザー数がインスタン
ス別に表示されます。

「Parallel Server Active Users」
チャート

Oracle Parallel Server上のアクティブ・ユーザーの合計数が表
示されます。

「Parallel Server Active Users 
by Instance」チャート

アクティブ・ユーザー・セッション数が表示されます。

「OPS Overview」チャート 選択した Oracle Parallel Serverの、主要なパフォーマンス統計
を表示する、一連のチャートが表示されます。 

チャートチャートチャートチャート 説明説明説明説明
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Oracle Performance Managerの起動
Oracle Performance Managerの起動の起動の起動の起動
 Oracle Enterprise Manager Consoleを使用するには、次のコンポーネントを起動します。

■ 1ノード上の Oracle Data Gatherer

■ Oracle Performance Manager

手順については、5-26ページの「ステップ 2: Oracle Performance Managerコンポーネント
の起動」を参照してください。

チャートの表示チャートの表示チャートの表示チャートの表示
チャートを表示する手順は、次のとおりです。

1. 5-26ページの「ステップ 2: Oracle Performance Managerコンポーネントの起動」と
5-29ページの「ステップ 3: Oracle Parallel Serverチャートへのアクセス」の手順に従っ
て操作します。
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チャートの表示
2. Oracle Performance Manager内で、「Databases」または「Parallel Server Instances」
フォルダから「Parallel Server」をダブルクリックし、使用可能なチャートのリストを
表示します。

3. Parallel Serverオブジェクト・フォルダ内でチャートを選択し、「Show Chart」をク
リックします。

チャートが別のウィンドウに表示されます。
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チャートの表示
「「「「Parallel Server Block Ping」チャート」チャート」チャート」チャート
「Parallel Server Block Ping」チャートには、ブロックの pingの合計数に関する GV$PING
ビューからの統計が表示されます。

図図図図 7-1  「「「「Parallel Server Block Ping 」チャート」チャート」チャート」チャート

表領域レベルまたはインスタンス・レベルのブロックの ping数を表示する手順は、次のと
おりです。

1. チャートのどこかをクリックします。

2. 右クリックして「Drilldown」メニューからチャートを選択します。

チャートチャートチャートチャート 説明説明説明説明

「Parallel Server Data Block 
Ping by Instance」チャート

個々のインスタンスの pingが表示されます。

「Parallel Server Data Block 
Ping by Tablespace」チャート

表領域の pingが表示されます。
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チャートの表示
「「「「Parallel Server Data Block Ping by Tablespace」チャート」チャート」チャート」チャート 

「Parallel Server Block Ping by Tablespace」チャートには、表領域別のブロックの ping数に
関する GV$PINGビューからの統計が表示されます。

図図図図 7-2  「「「「Parallel Server Block Ping by Tablespace 」チャート」チャート」チャート」チャート

オブジェクト・レベルまたはインスタンス・レベルでブロックの ping数を表示する手順は、
次のとおりです。

1. 個々の表領域をクリックします。

2. 右クリックして「Drilldown」メニューからチャートを選択します。

オプションオプションオプションオプション 説明説明説明説明

「Parallel Server Block Ping 
Tablespace Object」
チャート

選択した表領域のオブジェクトが表示されます。各オブジェ
クトは、表、索引、使用可能エクステント、表クラスタなど
を表します。オブジェクトごとに、そのオブジェクトが常駐
する表領域内の ping数が表示されます。 

「Parallel Server Block Ping 
Tablespace Instance」
チャート

選択した表領域内のインスタンスが表示されます。インスタ
ンスごとに、そのインスタンスが常駐する表領域内の ping
数が表示されます。 
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チャートの表示
図図図図 7-3  「「「「OPS Block Ping Tablespace Object 」チャート」チャート」チャート」チャート

図図図図 7-4  「「「「OPS Block Ping Tablespace Instance 」チャート」チャート」チャート」チャート
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チャートの表示
「「「「Parallel Server Data Block Ping by Instance」チャート」チャート」チャート」チャート
「Parallel Server Block Ping by Instance」チャートには、インスタンス当りのブロックの

ping数に関する GV$PINGビューからの統計が表示されます。

図図図図 7-5  「「「「Parallel Server Block Ping by Instance 」チャート」チャート」チャート」チャート
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チャートの表示
「「「「Parallel Server File I/O Rate」チャート」チャート」チャート」チャート
「Parallel Server File I/O Rate」チャートには、GV$FILESTATビューからのすべてのファイ
ルに対する物理ファイルの読取り数と書込み数が表示されます。

図図図図 7-6  「「「「Parallel Server File IO Rate 」チャート」チャート」チャート」チャート

インスタンス・レベルまたはファイル・レベルで I/Oレートを表示する手順は、次のとおり
です。

1. 列オブジェクトをクリックします。

2. 右クリックして「Drilldown」メニューからチャートを選択します。

チャートチャートチャートチャート 説明説明説明説明

「Parallel Server File I/O 
Rate by Instance」チャート

個々のインスタンスのファイル I/Oレートが表示されます。

「Parallel Server File I/O 
Rate by Object」チャート

表領域のファイル I/Oレートが表示されます。 
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チャートの表示
「「「「Parallel Server File I/O Rate by Object」チャート」チャート」チャート」チャート
「Parallel Server File I/O Rate by Object」チャートには、GV$FILESTATビューからの個々の
データ・ファイルに対する物理ファイルの読取り数と書込み数が表示されます。

図図図図 7-7  「「「「Parallel Server Block Ping by Object 」チャート」チャート」チャート」チャート
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チャートの表示
「「「「Parallel Server File I/O Rate by Instance」チャート」チャート」チャート」チャート
「Parallel Server File I/O Rate by Instance」チャートには、GV$FILESTATビューからの個々
のインスタンスに対する物理ファイルの読取り数と書込み数が表示されます。

図図図図 7-8  「「「「Parallel Server File IO Rate by Instance 」チャート」チャート」チャート」チャート
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チャートの表示
「「「「Parallel Server Lock Activity」チャート」チャート」チャート」チャート
「Parallel Server Lock Activity」チャートには、GV$LOCK_ACTIVITYビューからの各種の
ロック変換数（排他から NULLまで）が表示されます。

図図図図 7-9  「「「「Parallel Server Lock Activity 」チャート」チャート」チャート」チャート

列列列列 説明説明説明説明

From PCMロックの初期状況

NULL、S、X、SSX 

To PCMロックの最終状況

NULL、S、X、SSX 

Sum ロック操作の実行回数
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チャートの表示
「「「「Parallel Server Sessions」チャート」チャート」チャート」チャート
「Parallel Server Sessions」チャートには、セッション IDの表が表示されます。また、この
チャートに表示される統計は、GV$SESSIONおよび GV$PROCESSビューから取り込まれた
ものです。

図図図図 7-10  「「「「Parallel Server Sessions 」チャート」チャート」チャート」チャート

列列列列 説明説明説明説明

Sid セッション識別子。

Saddr セッション・アドレス。

Serial セッション・シリアル番号。セッションの特定のオブジェクトを識
別するために使われます。セッションが終了し、それと同じセッ
ション IDを使用して別のセッションが開始する場合に、セッショ
ン・レベルのコマンドが正しいセッション・オブジェクトに適用さ
れることを保証します。

PID オペレーティング・システムのクライアント・プロセス ID。

Status セッションの状態。ACTIVE（現在 SQLを実行中）、INACTIVE、
KILLED（中止マークを設定）、CACHED（Oracle*XA用に一時的
にキャッシュ）、SNIPED（セッションは非アクティブで、クライア
ント上で待機中）。

User Name Oracleユーザー名。
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チャートの表示
「「「「Parallel Server Users Logged On」チャート」チャート」チャート」チャート
「Parallel Server Users Logged On」チャートには、アクティビティが生成されるかどうかに
関係なく、現在 Oracle Parallel Serverにログオンしているユーザー・セッションの合計数が
表示されます。このチャートに表示される統計は、GV$LICENSEビューから取り込まれま
す。

図図図図 7-11  「「「「Parallel Server Users Logged On 」チャート」チャート」チャート」チャート
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チャートの表示
「「「「Parallel Server Users Logged On by Instance」チャート」チャート」チャート」チャート
「Parallel Server Users Logged On by Instance」チャートには、Oracle Parallel Server内の各
インスタンスにログオンしたユーザー数が表示されます。このチャートには、GV$LICENSE
ビューからの統計が表示されます。 

図図図図 7-12  「「「「Parallel Server Users Logged On by Instance 」チャート」チャート」チャート」チャート
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チャートの表示
「「「「Parallel Server Active Users」チャート」チャート」チャート」チャート
「Parallel Server Active Users」チャートには、ユーザーのアクティブ・セッションの合計数
が表示されます。このチャートには、GV$LICENSEビューからの統計が表示されます。

図図図図 7-13  「「「「Parallel Server Active Users 」チャート」チャート」チャート」チャート
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チャートの表示
「「「「Parallel Server Active Users by Instance」チャート」チャート」チャート」チャート
「Parallel Server Active Users by Instance」チャートには、Oracle Parallel Server内の各イン
スタンスにログオンしたアクティブなユーザー・セッション数が表示されます。このチャー
トには、GV$LICENSEビューからの統計が表示されます。 

図図図図 7-14  「「「「Parallel Server Active Users by Instance 」チャート」チャート」チャート」チャート
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チャートの表示
「「「「OPS Overview」チャート」チャート」チャート」チャート
「OPS Overview」チャートには、次のチャートが表示されます。

■ 「Parallel Server File I/O Rate」チャート

■ 「Parallel Server Block Ping」チャート

■ 「Parallel Server Lock Activity」チャート

■ 「Parallel Server Users Logged On」チャート

図図図図 7-15  「「「「Overview 」チャート」チャート」チャート」チャート
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チャートの表示
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インスタンスとノードの
8

インスタンスとノードの追加インスタンスとノードの追加インスタンスとノードの追加インスタンスとノードの追加

この章では、Oracle Parallel Server Optionを使用して単一インスタンスの Oracle8iデータ
ベースから複数インスタンスの Oracle8iデータベースに変換する方法と、既存の xxノード
構成に新規ノードを追加する方法について説明します。

この章の構成は、次のとおりです。

■ 単一インスタンスからパラレル・サーバーへの移行

■ クラスタへの新規ノードの追加
追加 8-1



単一インスタンスからパラレル・サーバーへの移行
単一インスタンスからパラレル・サーバーへの移行単一インスタンスからパラレル・サーバーへの移行単一インスタンスからパラレル・サーバーへの移行単一インスタンスからパラレル・サーバーへの移行
この項では、単一インスタンスの Oracle8iデータベースから複数インスタンスに移行する方
法について説明します。また、既存の Oracle Parallel Server構成にノードを追加して拡張す
る方法についても説明します。

単一インスタンスから Oracle Parallel Serverへの移行ステップは、次のとおりです。

ステップ 1:ハードウェアの構成

ステップ 2:単一インスタンスの表領域とログ・ファイルの評価

ステップ 3:ロー・デバイスの作成

ステップ 4:旧データベースからのデータのエクスポート

ステップ 5:オペレーティング・システム依存ファイルのインストール

ステップ 6: Oracle8i Enterprise Editionと Oracle8i Parallel Server Optionのインストール

ステップ 7:データベースの作成

ステップ 8:旧データから空のデータベースへのデータ転送

ステップ 9:データベースの起動

この項は、『Oracle8i Parallel Server概要および管理』の第 23章「単一インスタンスからパ
ラレル・サーバーへの移行」の補足情報として利用してください。

ステップステップステップステップ 1:ハードウェアの構成ハードウェアの構成ハードウェアの構成ハードウェアの構成
Oracle Parallel Serverハードウェアのセットアップ情報については、ベンダー提供のマニュ
アルを参照してください。

ステップステップステップステップ 2:単一インスタンスの表領域とログ・ファイルの評価単一インスタンスの表領域とログ・ファイルの評価単一インスタンスの表領域とログ・ファイルの評価単一インスタンスの表領域とログ・ファイルの評価
単一インスタンス・データベースと Oracle Parallel Serverの表領域は、同じであることが必
要なため、この時点で単一インスタンスの表領域を統合、追加または改名することが重要で
す。

クラスタに追加する各ノードには、2つのログ・ファイルが必要です。通常、単一インスタ
ンス・データベースには、ログ・ファイルが 2つしかありません。ALTER DATABASE 
ADD LOGFILE文を使用して、ノードごとに新規ログ・ファイルを追加する必要がありま
す。
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単一インスタンスからパラレル・サーバーへの移行
ステップステップステップステップ 3:ロー・デバイスの作成ロー・デバイスの作成ロー・デバイスの作成ロー・デバイスの作成
Oracle Parallel Serverに必要なデータ・ファイル、制御ファイルおよびログ・ファイルに必
要なロー・デバイスを作成します。手順については、2-5ページの「ロー・デバイスのセッ
トアップ」を参照してください。

ステップステップステップステップ 4:旧データベースからのデータのエクスポート旧データベースからのデータのエクスポート旧データベースからのデータのエクスポート旧データベースからのデータのエクスポート
単一インスタンス・データベースからデータベース全体をエクスポートします。エクスポー
ト・ユーティリティなどのツールを使用してください。

エクスポート・ユーティリティを使用して既存のデータベースから新規データベースにすべ
てのデータをエクスポートする手順は、次のとおりです。

次のように入力して、エクスポート・ユーティリティを実行します。

exp username/password  file= file .dmp full=y log file .log

FILE.DMPはデータベース全体のエクスポートによるデータを表し、FILE.LOGは操作のロ
グを表します。

このツールの詳細は、『Oracle8iユーティリティ・ガイド』を参照してください。

ステップステップステップステップ 5:オペレーティング・システム依存ファイルのインストールオペレーティング・システム依存ファイルのインストールオペレーティング・システム依存ファイルのインストールオペレーティング・システム依存ファイルのインストール
すべてのノードについて、オペレーティング・システム固有のベンダー・マニュアルに記載
されているオペレーティング・システム依存ファイルのインストール方法を参照してくださ
い。

注意注意注意注意 : データベース全体をエクスポートするには、ユーザー名 SYSTEM
を使用する必要があります。INTERNALや SYSは使用しないでください。
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単一インスタンスからパラレル・サーバーへの移行
ステップステップステップステップ 6: Oracle8i Enterprise Editionとととと Oracle8i Parallel Server Optionのインのインのインのイン
ストールストールストールストール

すでに Oracle8i Enterprise Editionが稼働中のサーバーを除き、Oracle8i Enterprise Edition
は第 3章「インストール」で説明する手順に従って Oracle Parallel Serverとともにインス
トールします。現行の単一インスタンス・データベースをサポートしているハードウェアが
ない場合は、新しいクラスタ・ハードウェアでクリーン・インストールを実行する必要があ
ります。

すでに Oracle8i Enterprise Editionが稼働しているサーバーの場合は、「Custom」インスト
レーション・タイプを使用して Oracle Parallel Serverをインストールします。

ステップステップステップステップ 7:データベースの作成データベースの作成データベースの作成データベースの作成

新しいデータベースをロー・パーティションに作成する必要があります。インストレーショ
ン・タイプと後続のオプションに応じて、次の方法でデータベースを作成できます。

■ 「Typical」インストレーション・タイプを選択した場合は、インストール後にデータ
ベースが作成される。

■ 「Custom」インストレーション・タイプの後に Oracle Database Configuration Assistant
の実行を要求した場合は、Oracle Database Configurationによってデータベースが作成
される。

■ 「Custom」インストレーション・タイプの後に Oracle Database Configuration Assistant
の実行を要求しなかった場合も、Oracle Database Configurationを実行してデータベー
スを作成できる。4-2ページの「データベースの作成」を参照してください。

■ 「Custom」インストレーション・タイプの後に Oracle Database Configuration Assistant
の実行を要求しなかった場合は、データベースを手動で作成できる。

注意注意注意注意 : 「Custom」インストレーション・タイプをサポートしているのは、
Windows NTのみです。
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単一インスタンスからパラレル・サーバーへの移行
ステップステップステップステップ 8:旧データから空のデータベースへのデータ転送旧データから空のデータベースへのデータ転送旧データから空のデータベースへのデータ転送旧データから空のデータベースへのデータ転送
データベース全体を空のデータベースにインポートします。インポート・ユーティリティな
どのツールを使用してください。 

インポート・ユーティリティを実行するには、次のコマンドを入力します。

imp system /password  file= file .dmp full=y log file .log

FILE.DMPはデータベース全体のエクスポートによるデータを表し、FILE.LOGは操作のロ
グを表します。

このツールの詳細は、『Oracle8iユーティリティ・ガイド』を参照してください。

ステップステップステップステップ 9:データベースの起動データベースの起動データベースの起動データベースの起動
Oracle Parallel Serverの起動については、4-8ページの「パラレル・モードでのデータベー
スの起動」を参照してください。

注意注意注意注意 : エクスポート・ファイルの生成元となったオリジナル・データエクスポート・ファイルの生成元となったオリジナル・データエクスポート・ファイルの生成元となったオリジナル・データエクスポート・ファイルの生成元となったオリジナル・データ
ベースに、新規データベースにない表領域が含まれている場合、インポーベースに、新規データベースにない表領域が含まれている場合、インポーベースに、新規データベースにない表領域が含まれている場合、インポーベースに、新規データベースにない表領域が含まれている場合、インポー
ト・ユーティリティではこれらの表領域が関連データ・ファイルを使用しト・ユーティリティではこれらの表領域が関連データ・ファイルを使用しト・ユーティリティではこれらの表領域が関連データ・ファイルを使用しト・ユーティリティではこれらの表領域が関連データ・ファイルを使用し
て作成されます。この場合に容易な解決策は、両方のデータベースに同じて作成されます。この場合に容易な解決策は、両方のデータベースに同じて作成されます。この場合に容易な解決策は、両方のデータベースに同じて作成されます。この場合に容易な解決策は、両方のデータベースに同じ
表領域が含まれているかどうかを確認することです。データ・ファイルは表領域が含まれているかどうかを確認することです。データ・ファイルは表領域が含まれているかどうかを確認することです。データ・ファイルは表領域が含まれているかどうかを確認することです。データ・ファイルは
同じでなくてもかまいません。表領域名だけは同じにする必要がありま同じでなくてもかまいません。表領域名だけは同じにする必要がありま同じでなくてもかまいません。表領域名だけは同じにする必要がありま同じでなくてもかまいません。表領域名だけは同じにする必要がありま
す。す。す。す。
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クラスタへの新規ノードの追加
クラスタへの新規ノードの追加クラスタへの新規ノードの追加クラスタへの新規ノードの追加クラスタへの新規ノードの追加
すでに xxノード・クラスタを構成しており、他のノードを追加する場合は、次の手順で操
作することをお薦めします。

1. 第 3章「インストール」の説明に従って、サポートするすべてのノードを含む別の
Oracleホームに、データベースをもう 1つインストールします。

2. 第 3章「インストール」と 4-2ページの「データベースの作成」の説明に従い、Oracle 
Database Configuration Assistantを使用して、このデータベースをすべてのノード用に
構成します。

3. 8-3ページの「ステップ 4:旧データベースからのデータのエクスポート」の説明に従っ
て、既存のデータベースからデータをエクスポートします。

4. 8-5ページの「ステップ 8:旧データから空のデータベースへのデータ転送」の説明に
従って、データを新規データベースにインポートします。
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ディレクトリ
A

ディレクトリ構造ディレクトリ構造ディレクトリ構造ディレクトリ構造

この付録の構成は、次のとおりです。

■ Oracle Parallel Serverのディレクトリ構造の概要

■ UNIX

■ Windows NT
構造 A-1



Oracle Parallel Serverのディレクトリ構造の概要
Oracle Parallel Serverのディレクトリ構造の概要のディレクトリ構造の概要のディレクトリ構造の概要のディレクトリ構造の概要
Oracle8i Enterprise Editionと Oracle Parallel Serverをインストールすると、すべてのサブ
ディレクトリは最上位の ORACLE_BASEの下に作成されます。ORACLE_HOMEおよび
admin ディレクトリも、ORACLE_BASEの下に作成されます。

UNIX
次の例は、UNIXプラットフォーム上の Oracle Parallel Serverに使用される OFA対応デー
タベースのディレクトリ階層ツリーを示しています。

 

$ORACLE_HOMEおよび /admin ディレクトリの内容の詳細は、Sun Solaris、HP 9000また
は AIXのそれぞれのシステム用の『Oracle8i管理者リファレンス・ガイド』を参照してくだ
さい。

$ORACLE_BASE /u01/app/oracle は、デフォルトの ORACLE_BASEディ
レクトリ。

$ORACLE_HOME /product/8.1.5 は、デフォルトの Oracleホーム名。

/bin Oracleバイナリのサブツリー。

/network Net8のサブツリー。

/ops Oracle Database Configuration Assistantに必要なファイル。

/opsm Oracle Parallel Server Managementのメッセージ・ファイル
と TCLファイル。

/dbs 旧リリースから継承されるディレクトリ。このディレク
トリには、初期化パラメータ・ファイル $ORACLE_
BASE/admin/ db_name/pfile の新しい位置を指す初
期化ファイルへのリンクが含まれています。

...

/admin Oracle Parallel Serverデータベース管理ファイルのサブツ
リー。

/db_name データベース名で識別されるこのデータベースのデータベー
ス管理ファイル。

/adhoc 非定型 SQLスクリプト。

/adump 監査ファイル。

/arch アーカイブされた REDOログ・ファイル。

/bdump バックグラウンド・プロセスのトレース・ファイル。

/cdump コア・ダンプ・ファイル。

/create データベース作成用のプログラム。

/exp データベース・エクスポート・ファイル。

/pfile 初期化パラメータ・ファイル。

/udump ユーザー SQLトレース・ファイル。
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Windows NT
Windows NT
次の例は、Windows NT上の Oracle Parallel Serverに使用される OFA対応データベースの
ディレクトリ階層ツリーを示しています。

 

ORACLE_HOMEおよび ¥admin ディレクトリの内容の詳細は、『Oracle8i Parallel Server for 
Windows NTスタート・ガイド』を参照してください。

x:¥oracle_
base

c: ¥oracle は、デフォルトの ORACLE_BASE
ディレクトリ。

¥oracle_home ¥ora81 は、デフォルトの Oracleホーム名。

¥bin Oracleバイナリのサブツリー。

¥network TNSNAMES.ORA、LISTENER.ORAおよび
SQLNET.ORAなど、Net8の構成ファイルのサ
ブツリー。

¥ops Oracle Database Configuration Assistant用の
ロー・パーティションを作成するための *.TBL
サンプル・ファイル。

¥database 旧リリースから継承されるディレクトリ。初
期化パラメータ・ファイル oracle_
base ¥db_name¥pfile の新しいディレクト
リ位置を指す初期化ファイルが含まれていま
す。

...

¥admin Oracle Parallel Serverデータベース管理ファイ
ルのサブツリー。

¥db_name SIDで識別されるインスタンスの DB_NAME 
データベース管理ファイル。

¥adhoc 非定型 SQLスクリプト。

¥adump 監査ファイル。

¥arch アーカイブされた REDOログ・ファイル。

¥bdump バックグラウンド・プロセスのトレース・ファ
イル。

¥cdump コア・ダンプ・ファイル。

¥create データベース作成用のプログラム。

¥exp データベース・エクスポート・ファイル。

¥pfile 初期化パラメータ・ファイル。

¥udump ユーザー SQLトレース・ファイル。
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UNIX上の Oracle Parallel Server Managementに関するリファレ
B

UNIX上の上の上の上の Oracle Parallel Server

Management に関するリファレンスに関するリファレンスに関するリファレンスに関するリファレンス

この付録では、UNIX上の Oracle Parallel Server Managementについて説明します。

この付録の構成は、次のとおりです。

■ OPSCTLユーティリティ

■ DB_NAME.CONFファイルの作成

■ Oracle Intelligent Agentの構成
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OPSCTLユーティリティ
OPSCTLユーティリティユーティリティユーティリティユーティリティ
UNIX上の OPSCTLユーティリティでは、DB_NAME.CONFという名前で手動作成した
ファイルを使用して、Oracle Parallel Serverのインスタンスと関連サービスが定義されます。 

 

DB_NAME.CONFファイルの構成時には、次の点に注意してください。 

■ $ORACLE_HOMEの位置は、共有または非共有として設定できる。この位置が非共有
の場合は、DB_NAME.CONFファイルを手動で作成し、クラスタの各ノードに FTPす
る必要があります。 

■ 管理されるシステムでは、ノード名が「ノード番号」と呼ばれる正の番号と対応するよ
うに、スレッド IDに基づいてマップされる。

DB_NAME.CONFファイルの作成ファイルの作成ファイルの作成ファイルの作成
この項の構成は、次のとおりです。

■ パラメータの構文

■ パラメータの拡張版

■ パラメータの記述

■ パラメータによるノードの上書き

■ Oracle Parallel Serverインスタンス

重要重要重要重要 : DB_NAME.CONFファイルは、空の場合でも、Oracle Parallel 
Serverの共有または非共有の Oracleホームに常駐させる必要があります。
OPSCTLを正常に実行するには、このファイルが必要です。
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DB_NAME.CONFファイルの作成
パラメータの構文パラメータの構文パラメータの構文パラメータの構文
パラメータ値は、次の構文を使用して構成ファイル内で指定します。

parameter_name  = value
parameter_name  = ( value1 , value2 , ...)

パラメータ値の構成時には、次の点に注意してください。

■ 各パラメータは、DBNAME.CONFファイルに 1行ずつ入力する必要がある。

■ 値リストは、カンマで区切ってカッコで囲む。 

■ カンマまたは空白を含むパラメータ値は、二重引用符で囲む必要がある（"xxx"）。

パラメータの拡張版パラメータの拡張版パラメータの拡張版パラメータの拡張版
構成ファイル内で、パーセント符号（%）がついたパラメータ値は、%符号に続く文字に応
じて、異なる意味を持ちます。 

値値値値 説明説明説明説明

%p パラメータ ORACLE_PSRVまたは環境変数 ORACLE_PSRVの値
によって設定された Oracle Parallel Serverの名前に拡張されます。

%h ORACLE_HOMEパラメータが設定されている場合はその値に、ま
たは、ORACLE_HOMEの値に拡張されます。

%n 適切なノードのノード番号に拡張されます。%nは、ノードごとに
異なる値に置換されます。

%m 適切なノードのノード名に拡張されます。%mは、ノードごとに異
なる値に置換されます。
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DB_NAME.CONFファイルの作成
次の表は、パラメータ拡張版の例を示しています。

 

例例例例 説明説明説明説明

inst_init_ora=/ora/dbs/initop.ora インスタンス・パラメータ・ファイル名は、
INITOP.ORAです。このパラメータ・ファイ
ルは、Oracle Parallel Serverのすべてのノード
に適用され、パラメータ拡張版はありません。

inst_init_ora=/ora/dbs/initop_ \ %m.ora この例には initop_%m.ora が含まれており、
ノードごとに異なる値に置換されるパラメータ
拡張版を示しています。たとえば、spdev01、
spdev02および spdev03という 3つのノードが
ある場合、node_list = "1-3"を持つこれらの
ノードのパラメータ拡張値は次のようになりま
す。

initop_spdev01.ora
initop_spdev02.ora
initop_spdev03.ora
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DB_NAME.CONFファイルの作成
パラメータの記述パラメータの記述パラメータの記述パラメータの記述
次の表は、DB_NAME.CONFファイル内で設定できる構成パラメータを示しています。各パ
ラメータは、一般に構成ファイルに表示される順番に記載されています。パラメータは、小
文字で指定する必要があります。 

 

パラメータパラメータパラメータパラメータ 説明説明説明説明

node_list Oracle Parallel Serverインスタンスが実行されるすべてのノード
のノード番号のリスト。このパラメータは、IBM RS/6000 SP2な
ど、一部のプラットフォームでは必須です。 

他のプラットフォームでは、デフォルトでクラスタ全体が使用さ
れます。

例 :

node_list = "1-8"

inst_oracle_sid （オプション）インスタンス識別子。各 Oracle Parallel Serverに
は、一意の Oracleシステム識別子（SID）が必要です。デフォル
トは%p%nです。

inst_init_ora （オプション）Oracle Parallel Serverのすべてのインスタンスで共
有されるパラメータ・ファイル。パラメータに %nまたは %mが
含まれている場合は、各ノード上で異なる INITSID.ORAが使用
されます。

node# :inst_init_ora （オプション）node#で指定する特定のノード上の Oracle Parallel 
Serverインスタンスのパラメータ・ファイル。このパラメータに
よって、inst_init_ora パラメータで指定した値が上書きされ
ます。

oracle_home （オプション）単一の共有 Oracleホーム、またはノードごとの非
共有の各 Oracleホーム・ロケーションを指定します。デフォルト
で oratab で指定した Oracleホームに設定されます（プラット
フォーム固有の位置）。 

lsnr_listener_name （オプション）指定する各ノードのリスナーの名前。

tns_admin （オプション）すべてのリスナーの起動または停止に使用する
TNS_ADMIN環境変数の値。

node# :tns_admin （オプション） node#で指定した特定のノード上でリスナーを起動
または停止するための TNS_ADMIN環境変数の値。 
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次の例は、構成パラメータの適用方法を示しています。各サービスのパラメータ設定は、架
空の 8ノード・システム上の架空の Oracle Parallel Server、MYPSRVを指しています。次の
表は、ノード番号、ノード名およびインスタンス識別子が、MYPSRV用に相互にどのよう
にマップされるかを示しています。この表を必要に応じて参照してください。 

environ （オプション）起動またはシャットダウン操作に必要な、環境変数
の "name = value"のペアをセミコロンで区切って二重引用符で囲
んだリスト。

次に例を示します。

environ="ENV1=value1;ENV2=value2"

このパラメータに含まれる環境変数は、ORACLE_PSRV、
ORACLE_HOMEおよび TNS_ADMIN以外に、それぞれが別の
環境変数か別の構成パラメータで表されるものです。

ノード番号ノード番号ノード番号ノード番号 ノード名ノード名ノード名ノード名 SID

1 spdev01 SID_A

2 spdev02 SID_B

3 spdev03 SID_C

6 spdev06 SID_D

7 spdev07 SID_E

8 spdev08 SID_F

パラメータパラメータパラメータパラメータ 説明説明説明説明
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DB_NAME.CONFファイルの作成
パラメータによるノードの上書きパラメータによるノードの上書きパラメータによるノードの上書きパラメータによるノードの上書き
次のようにパラメータ定義に接頭辞としてノード番号を追加すると、特定のノード・セット
に適用するパラメータを設定できます。 

node_number : parameter_name  = value

Oracle Parallel Serverインスタンスインスタンスインスタンスインスタンス
インスタンスは、次のパラメータで定義されます。

■ inst_oracle_sid

■ inst_init_ora 

inst_oracle_sid 
inst_oracle_sid パラメータを指定しなければ、OPSCTLではデフォルトの Oracleシス
テム識別子（SID）リストが生成され、各 SIDが次の形式で設定されます。 

dbname node# 

dbnameは Oracle Parallel Server名に対応し、node#は NODE_LIST内の対応するノードの
ノード番号に対応します。これは、%p%nを指定した場合と同じです。

たとえば、パラメータを次のように設定している場合を考えます。

oracle_psrv = MYPSRV
node_list = "1-3,6"

この場合に、inst_oracle_sid パラメータを指定しなければ、インスタンス用に生成され
る SIDは spdev01、spdev02、spdev03および spdev06の各ノードに対してそれぞれ
MYPSRV1、MYPSRV2、MYPSRV3およびMYPSRV6となります。 

inst_oracle_sid パラメータは、インスタンスの ORACLE_SID（インスタンス識別子）
を指定するために使用します。このパラメータでは、SID名をカンマで区切ったリストを指
定できます。この場合、各 SIDは node_listパラメータと同じ順序で指定された、対応する
ノードにマップされます。また、%nまたは %mを使用して各ノード上で個々の SIDを生成
することもできます。

たとえば、パラメータを次のように設定している場合を考えます。

node_list = "1-3,6"
inst_oracle_sid = (SID_A, SID_B, SID_C, SID_D)

この場合、SID_A値はノード spdev01のインスタンスに使用され、SID_D値はノード
spdev06のインスタンスに使用されます。
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パラメータ置換機能を使用すると、ORACLE_SIDの値をカスタマイズできます。たとえば、
パラメータを次のように設定している場合を考えます。

node_list = "1-3,6"
inst_oracle_sid = "%p_SID_%n"

この場合、MYPSRV_SID_1、MYPSRV_SID_2、MYPSRV_SID_3およびMYPSRV_SID_6の
値は、それぞれノード spdev01、spdev02、spdev03および spdev06上のインスタンスの
SIDに使用されます。

inst_init_ora 
パラメータ・ファイルの絶対パス名は、inst_init_ora または node# :inst_init_ora
パラメータで指定します。このパラメータを指定しなければ、$ORACLE_
HOME/dbs/init sid .ora が使用されます。

OPSCTLでは、インスタンスごとに最初に node# :inst_init_ora パラメータが検索され
ます。この場合、node#はインスタンスが実行されるノードの番号です。このパラメータを
設定すると、OPSCTLではその値がインスタンスのパラメータ・ファイルとして使用されま
す。指定しなければ、OPSCTLでは inst_init_ora パラメータが使用されます。 
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リスナーリスナーリスナーリスナー
リスナーは、次のパラメータで定義されます。

■ tns_admin

■ lsnr_listener_name 

tns_admin
起動または停止するすべてのリスナーの tns_admin の値は、tns_admin パラメータで設
定できます。 

tns_admin パラメータを設定しないで TNS_ADMIN環境変数を設定すると、リスナーには
TNS_ADMIN環境変数の値が与えられます。 

tns_admin パラメータも TNS_ADMIN環境変数も設定しなければ、リスナーに値は与えら
れず、デフォルトの検索順を使用して LISTENER.ORAファイルが検索されます。

LISTENER.ORAファイルには、システム上のリスナーのリスニング・アドレスと、そのリ
スナーが処理するデータベースの名前と Oracleホームが含まれています。

特定のノードに異なる TNS_ADMIN変数を使用するには、node# :tns_admin パラメータ
を使用してノードを指定できます。この場合、node#は対応するノードの番号を指します。 

たとえば、TNS_ADMIN環境変数を /home/myname/misc に設定し、構成ファイル内で
tns_admin パラメータを指定し、node# :tns_admin パラメータを指定しなければ、
OPSCTLではすべてのノードに値 /home/myname/misc が使用されます。

もう 1つの例として、次のパラメータを次のように設定している場合を考えます。

node_list = "1-3,6"
tns_admin = /dve/myname/815/ops
3:tns_admin = /dve/myname/others

この場合、spdev03（ノード番号 3）上のリスナーの tns_admin は
/dve/myname/others に設定され、ノード spdev01、spdev02および spdev06の tns_
admin は /dve/myname/815/ops に設定されます。
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lsnr_listener_name
lsnr_listener_name パラメータは、リスナー名を指定するために使用します。これはリ
スナー名をカンマで区切ったリストで、各リスナー名は node_list パラメータの場合と同
じ順序で指定された、対応するノードにマップされます。

lsnr_listener_name パラメータを指定しなければ、OPSCTLでは、リスナー名が node_
name_listener形式で指定される、デフォルトのリスナー名リストが生成されます。この場
合、node_nameはノード名に対応します。これは、%m_listener を指定した場合と同じで
す。

たとえば、node_list パラメータを次のように設定している場合を考えます。

node_list = "1-3,6"

この場合に、lsnr_listener_name パラメータを指定しなければ、リスナー用に生成され
る名前は spdev01、spdev02、spdev03および spdev06の各ノードに対してそれぞれ
spdev01_listener、spdev02_listener、spdev03_listenerおよび spdev06_listenerとなります。

たとえば、パラメータを次のように設定している場合を考えます。

node_list = "1-3,6"
lsnr_listener_name = (listener_A, listener_B, listener_C, listener_D)
lsnr_listener_name = (listener_A, listener_B, listener_C, listener_D)

この場合、ノード spdev01のリスナーには名前 listener_Aが使用され、spdev06ノードのリ
スナーには名前 listener_Dが使用されます。 

lsnr_listener_name パラメータでエントリを 1つしか指定しなければ、node_list で
指定したすべてのノード上のリスナーに同じ名前が使用されます。また、パラメータ拡張版
を使用すると、すべてのノードに異なるリスナー名を指定できます。

たとえば、パラメータを次のように設定している場合を考えます。

node_list = "1-3,6"
lsnr_listener_name = "listener_mypsrv"

この場合、すべてのノードのすべてのリスナーには、listener_mypsrvという名前が使用さ
れます。

もう 1つの例として、次のパラメータを次のように設定している場合を考えます。

node_list = "1-3,6"
lsnr_listener_name = "lsnr_%n"

この場合、ノード spdev01、spdev02、spdev03および spdev06のリスナーには、それぞれ
名前 lsnr_1、lsnr_2、lsnr_3および lsnr_6が使用されます。
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Oracle Intelligent Agentの構成
DB_NAME.CONFファイルの例ファイルの例ファイルの例ファイルの例
次の例は、DB_NAME.CONFファイルを示しています。

node_list = "1-4" 
inst_init_ora = /ora/dbs/init_%m.ora 
inst_oracle_sid = (SID_A, SID_B, SID_C, SID_D)
lsnr_listener_name = listener_myhost%n 

Oracle Intelligent Agentの構成の構成の構成の構成
Oracle Intelligent Agentはデータベースとともに出荷されます。管理される各リモート
Oracle Parallel Serverノードにこれをインストールする必要があります。Oracle Intelligent 
Agentの役割は、各ノード上で使用可能なサービス（データベース、リスナー、パラレル・
サーバー）を検出することです。 

構成は、共有と非共有の ORACLE_HOMEディレクトリでは異なります。標準セットアップ
の場合、Oracle Intelligent Agentは非共有の ORACLE_HOMEディレクトリにインストール
されます。 

次のディレクトリは、その中の各 Oracle Intelligent Agentのノードに固有のファイルが含ま
れているので、共有にしないでください。 

■ $ORACLE_HOME/network/admin

■ $ORACLE_HOME/network/log

■ $ORACLE_HOME/network/trace

■ $ORACLE_HOME/network/agent

 

注意注意注意注意 : Oracle Intelligent Agentは、共有 Oracleホーム・ディレクトリに
はインストールできません。各ノードの Oracle Intelligent Agentが、他の
Oracleホーム・ディレクトリと異なる Oracleホーム・ディレクトリにイ
ンストールされていることを確認する必要があります。

また、サーバー・ファイル TNSNAMES.ORAおよび LISTENER.ORAに、
自動検出を実行するすべてのインスタンス用の正しいエントリが含まれて
いることも確認します。詳細は、4-11ページの「ノードでの Net8の構成」
を参照してください。
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非共有非共有非共有非共有 Oracleホームホームホームホーム
インスタンスを実行するすべてのノード上で、Oracle Intelligent Agentを構成して起動して
いることを確認する必要があります。 

エージェントを起動するには、オペレーティング・システム・プロンプトから次のコマンド
を入力します。

lsnrctl dbsnmp_start

共有共有共有共有 Oracleホームホームホームホーム
Oracleホーム・ディレクトリがすべてのノードに（NFSや他の同等の機能を通じて）共有さ
れる場合は、Oracle Intelligent Agentを次のようにセットアップする必要があります。

1. 各ノード用の Oracle Intelligent Agentを、共有 Oracleホーム・ディレクトリとは別の
専用 Oracleホーム・ディレクトリにインストールします。

2. 共有 Oracleホームから各 Oracle Intelligent Agentの Oracleホーム・ディレクトリに、
TNSNAMES.ORAと LISTENER.ORAをコピーまたはリンクします。

3. 各ノードで Oracle Intelligent Agentを起動する前に、Oracleホーム・ディレクトリを
Oracle Intelligent Agentの Oracleホームに設定します。 

4. lsnrctl dbsnmp_start コマンドを発行します。 

5. DBSNMPユーティリティが、システム起動時に実行されるようにセットアップされて
いるかどうかを確認します。

注意注意注意注意 : Oracle Intelligent Agentは、Oracleデータベースと同じ共有
Oracleホーム・ディレクトリにはインストールできません。 
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トラブルシューティ
C

トラブルシューティングトラブルシューティングトラブルシューティングトラブルシューティング

この付録の構成は、次のとおりです。

■ Windows NT上の Oracle Database Configuration Assistantに障害が起きた後のレジス
トリのクリーン・アップ

■ 自動検出の障害の操作

■ トレース・ファイルの使用方法

■ オラクル社カスタマ・サポートへの連絡 
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Windows NT上の Oracle Database Configuration Assistantに障害が起きた後のレジストリのクリーン・アップ
Windows NT上の上の上の上の Oracle Database Configuration Assistantに障害がに障害がに障害がに障害が
起きた後のレジストリのクリーン・アップ起きた後のレジストリのクリーン・アップ起きた後のレジストリのクリーン・アップ起きた後のレジストリのクリーン・アップ

Windows NT上でデータベース作成中に Oracle Database Configuration Assistantに障害が
起きる場合は、レジストリに特定のエントリがインストールされている可能性があります。
データベースの障害発生時に実行する手順は、次のとおりです。

1. アプリケーションを再度実行する前に、すべてのノードのレジストリ内で、
「Performance and Management (P&M)」キーから「DB_NAME」サブキーを削除しま
す。

HKEY_LOCAL_MACHINE¥SOFTWARE¥ORACLE¥OSD¥PM
¥DB_NAME

このキーを削除しないと、Oracle Database Configuration Assistantではデータベース名
db_nameがすでに使用中であると見なされます。Oracle Database Configuration 
Assistantの次回の実行時には、ロー・デバイスでこのデータベース名が予期されていて
も、これを使用することができません。

2. Oracle Database Configuration Assistantを実行したノード上で、レジストリから
OracleServiceSIDキーのキーを削除します。

HKEY_LOCAL_
MACHINE¥SYSTEM¥CURRENTCONTROLSET¥SERVICES¥OracleServiceSID
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自動検出の障害の操作
自動検出の障害の操作自動検出の障害の操作自動検出の障害の操作自動検出の障害の操作
Consoleでノードまたはオブジェクトの自動検出に失敗した場合、通常はノード上でOracle 
Intelligent Agentを起動していないこと、または構成が正しくないことが原因です。Oracle 
Intelligent Agentを起動しても問題が解決しない場合は、さらに深刻な構成上の問題が考え
られます。

この項の構成は、次のとおりです。

■ 自動検出の理解

■ 自動検出の結果

■ 自動検出のトラブルシューティング

自動検出の理解自動検出の理解自動検出の理解自動検出の理解
正しい構成を理解するには、自動検出機能を理解することが重要です。自動検出処理中に
は、管理されるノードの SERVICES.ORAファイルが、UNIXプラットフォーム上では
$ORACLE_HOME/network/agent ディレクトリに、Windows NT上では ORACLE_
HOME¥network¥admin ディレクトリに作成されます。このファイルには、検出されたノー
ドとそのサービス（データベース、インスタンスおよびリスナー）の情報が含まれていま
す。

このファイルは、管理されるすべてのノード上の次のソースから作成されます。

■ UNIX上の oratabとWindows NT上のレジストリ

■ LISTENER.ORA

■ TNSNAMES.ORA

自動検出を正常に機能させるには、これらの各コンポーネントを正しく構成する必要があり
ます。
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自動検出の障害の操作
UNIX上の上の上の上の oratabとととと Windows NT上のレジストリ上のレジストリ上のレジストリ上のレジストリ
自動検出機能では、最初に Oracle Parallel Serverデータベース名とそのデータベースに関連
するノードが検出されます。検出方法は、管理されるシステムが稼働しているかどうかに
よって異なります。

■ UNIX

■ Windows NT

UNIX  UNIXプラットフォームの場合、自動検出では Oracle Parallel Server名に関する
oratab エントリ内の情報が使用されます。oratab は、/etc/oratab または
/var/opt/oracle/oratab にあります。各エントリの形式は、次のとおりです。

db_name: oracle_home :N

db_nameはデータベース名で、oracle_homeは Oracle Parallel Serverデータベースに指定した
Oracleホームです。このエントリからデータベース名が取得されます。

次に、$ORACLE_HOME/opsにある DB_NAME.CONFファイル内で node_list パラメータ
が検索され、Oracle Parallel Serverのインスタンスが実行されるノードが判断されます。

node_list = "1,2,3"

一部のプラットフォームでは、node_list はクラスタ全体にデフォルト設定され、このパ
ラメータを明示的に設定する必要はありません。この構成ファイルは、空であっても存在し
なければなりません。
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自動検出の障害の操作
Windows NT  レジストリの HKEY_LOCAL_MACHINE¥SOFTWARE¥ORACLE¥OSD¥PMの
下には、ノードで実行されるすべての Oracle Parallel Serverが表示されます。このサブキー
の下に、各 Oracle Parallel Serverクラスタの専用レジストリ・サブキーがあります。

ドメインのキー名は、クラスタ名と同じです。これらのキー内で、ドメインごと、インスタ
ンスごと、の情報を提供する値が定義されます。

自動検出に必要なレジストリ・エントリは、次のとおりです。

値値値値 値のタイプ値のタイプ値のタイプ値のタイプ 説明説明説明説明

HKEY_LOCAL_MACHINE¥SOFTWARE¥ORACLE¥OSD¥PM

HKEY_LOCAL_MACHINE¥SOFTWARE¥ORACLE¥OSD¥PM
¥DB_NAME

0 REG_MULTI_SZ 最初のノードの OP1に割り当てるクラスタ・インスタンス ID
データを次の形式で指定します。

SID   COMPUTER_NAME   HOST_NAME   ORACLE_HOME

op1 OPSHP1               opshp1          c:¥orant

1 REG_MULTI_SZ 2番目のノードの OP2に割り当てるクラスタ・インスタンス ID
データを次の形式で指定します。

SID   COMPUTER_NAME   HOST_NAME   ORACLE_HOME

op2  OPSHP2               opshp2          c:¥orant
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自動検出の障害の操作
自動検出中に、レジストリ内の情報によってインスタンスとノードのリストが生成されま
す。検出されるのは、ローカル・ノード上で実行されているインスタンスだけです。インス
タンスとノードの検出後に、LISTENER.ORAおよび TNSNAMES.ORAファイルが検査され
ます。

LISTENER.ORA
自動検出では、検出されたノード上の LISTENER.ORAファイルを使用して、ノードのリス
ナー名とインスタンス名が検索されます。このファイルは、UNIXプラットフォーム上では
$ORACLE_HOME/network/admin 、Windows NT上では ORACLE_HOME¥network¥admin
にあります。

自動検出に必要なエントリは、次のとおりです。

■ リスナー・アドレスには、検出されたノードのホスト名として HOST値を指定する
TCP/IPアドレスが含まれていなければならない。これにより、リスナーが実際にノー
ドに常駐していることが保証されます。

(description =
  (address = (protocol = tcp)(host = opshp1-pc)(port = 1521))
)

■ ノード上で実行されているリスナーごとに、SID_LIST_listener_nameエントリ内でイン
スタンス名（SID_NAME）を含む説明（SID_DESC）が検索される。

sid_list_listener =
  (sid_list =
    (sid_desc =
      (sid_name = op1)
    )
  )

通常、インストール後に作成される LISTENER.ORAファイルには、自動検出に必要な構成
が含まれています。詳細は、4-11ページの「ノードでの Net8の構成」を参照してください。

注意注意注意注意 : UNIXプラットフォームの場合、inst_sid_list および lsnr_
listener_name パラメータを使用して DB_NAME.CONFファイル内で
リスナーとインスタンスを指定することもできます。手順については、
B-5ページの「パラメータの記述」を参照してください。 

inst_sid_list = (op1, op2)
lsnr_listener_name = "listener_%m"

%mはノード名に拡張されます。
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自動検出の障害の操作
TNSNAMES.ORA
TNSNAMES.ORAファイルは、検出されたノード上の、UNIXプラットフォームの場合は
$ORACLE_HOME/network/admin 、Windows NTの場合は ORACLE_
HOME¥network ¥admin にあり、自動検出ではこのファイルを参照して、ノード上の Oracle 
Parallel Serverとインスタンスの名前とアドレスが判断されます。

自動検出に必要なエントリは、次のとおりです。

■ インスタンスごとに、TNSNAMES.ORA内にエントリがなければならない。

次の例は、インスタンス OP1の定義を示しています。

op1 = 
  (description = 
     (address = 
       (protocol = tcp) 
       (host = opshp1) 
       (port = 1521))
     (connect_data = 
       (service_name = op.us.oracle.com)
       (instance_name = op1))
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自動検出の障害の操作
■ Oracle Parallel Serverには、次のエントリが必要である。

次の例は、4-21ページの「TNSNAMES.ORAファイル内でのデータベース・エントリ
の作成とクライアント・ロード・バランシングの使用可能化」で説明したデータベース
OPの定義を示しています。 

op = 
 (description= 
  (address= 
       (protocol = tcp) 
       (host = opshp1) 
       (port = 1521))
  (connect_data=
     (service_name=op.us.oracle.com)))

■ Windows NTの場合、各インスタンスには CONNECT_DATA内で SID=を使用する
SID_startup という起動エントリが必要である。説明は、4-25ページの
「TNSNAMES.ORAファイル内でWindows NTに必要なその他の構成」を参照してくだ
さい。

op1_startup = 
  (description = 
     (address = 
       (protocol = tcp) 
       (host = opshp1) 
       (port = 1521))
     (connect_data = 
       (sid = op1))

管理されるノード上で TNSNAMES.ORAを作成する方法の詳細は、4-17ページの「ステッ
プ 2:ネット・サービス名の構成」を参照してください。
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自動検出の障害の操作
自動検出の結果自動検出の結果自動検出の結果自動検出の結果
自動検出によって作成される内容は、次のとおりです。

■ 検出されたノードとサービスが、UNIXプラットフォームの場合は $ORACLE_
HOME/network/agent ディレクトリ、Windows NTの場合は ORACLE_
HOME¥network ¥admin ディレクトリの、SERVICES.ORAファイルにリストされる。

SERVICES.ORAファイルには、Oracle Parallel Server用にノード、データベース・アド
レスおよびデータベース名を示す OPS_DATABASEエントリが入っていなければなり
ません。次の例は、ノード OPSHP1で稼働中のデータベース OP.US.ORACLE.COMを
示しています。データベース・アドレスは、TNSNAMES.ORAファイル内の
OP.US.ORACLE.COMネット・サービス名から取得されます。

op.us.oracle.com = ( ops_database , opshp1, (description_
list=(description=(address=(protocol=tcp) (host=opshp1) (port=1521)) (connect_
data=(sid=op1))) (description=(address=(protocol=tcp) (host=opshp2) (port=1521)) 
(connect_data=(sid=op2)))), op.us.oracle.com)

SERVICES.ORAファイルには、ノード上で稼働中のインスタンスの OPS_INSTANCE
エントリも入っていなければなりません。このエントリで識別される要素は、次のとお
りです。

■ ノードのノード名

■ TNSNAMES.ORAファイルから取得されたインスタンスのアドレス

■ インスタンスが属する Oracle Parallel Serverの名前

■ リスナー名

次の例は、ノード OPSHP1で実行され、LISTENER_OPSHP1によってリスニングされ
るインスタンス OP1を示しています。

op1.us.oracle.com = ( ops_instance , opshp1, (description=(address_
list=(address=(protocol=tcp) (host=opshp1) (port=1521))) (connect_
data=(sid=op1))), op.us.oracle.com, listener_opshp1)

■ エラーが、UNIXプラットフォームの場合は ORACLE_HOME/network/log ディレクト
リ内、Windows NTの場合は ORACLE_HOME¥network¥log ディレクトリ内で、
NMICONF.LOGに記録される。

次のメッセージは無視してください。

Warning:No Listener found for SID_db_name, db_name will be skipped.
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自動検出の障害の操作
自動検出のトラブルシューティング自動検出のトラブルシューティング自動検出のトラブルシューティング自動検出のトラブルシューティング
SERVICES.ORAに OPS_DATABASEおよび OPS_INSTANCEエントリのかわりに
ORACLE_DATABASESエントリが入っていると、検出が失敗しています。このエラーを解
決する手順は、次のとおりです。

1. UNIXプラットフォームの場合は ORACLE_HOME/network/agent/config ディレク
トリ内、Windows NTの場合は ORACLE_HOME¥network ¥agent ¥config ディレクト
リ内で、NMICONF.LSTをチェックします。このファイルには、実行されたサードパー
ティの自動検出スクリプトのリストが含まれています。少なくとも次のエントリが含ま
れていなければなりません。

confops.tcl

このエントリは、Oracle Parallel Serverのインストール中に作成されます。

2. Oracle Parallel Serverが正しく定義されているかどうかをチェックします。

UNIXの場合 :

a. oratab および DB_NAME.CONFファイルが正しく構成されているかどうかを検
証します。

b. 次のコマンドを実行し、正しくセットアップされているかどうかを検証します。

setenv ORACLE_PSRV db_name
opsctl config -C

Windows NTの場合 :

a. Oracle Parallel Serverに関連するレジストリ・エントリをチェックします。

b. 次のコマンドを実行し、正しくセットアップされているかどうかを検証します。

opsctl config -n db_name

OPSCTLによってノードの名前、インスタンス名およびリスナー名が表示されます。次
の例は、リスナー LISTENER_NODE1を持つインスタンス OP1を実行中のノード
NODE1を示しています。

node1 op1 listener_node1

3. LISTENER.ORAおよび TNSNAMES.ORAのエントリを検査し、必要なエントリが存在
することを確認します。
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トレース・ファイルの使用方法
トラブルシューティング C-11

トレース・ファイルの使用方法トレース・ファイルの使用方法トレース・ファイルの使用方法トレース・ファイルの使用方法
この項では、トレース・ファイルに関連する次の情報について説明します。

■ バックグラウンド・スレッド・トレース・ファイル

■ ユーザー・スレッド・トレース・ファイル

■ アラート・ファイル

■ エラー・コール・トレース・スタック

バックグラウンド・スレッド・トレース・ファイルバックグラウンド・スレッド・トレース・ファイルバックグラウンド・スレッド・トレース・ファイルバックグラウンド・スレッド・トレース・ファイル
Oracle Parallel Serverのバックグラウンド・スレッドでは、トレース・ファイルを使用して
データベース操作の発生と例外およびエラーが記録されます。これらの詳細なトレース・ロ
グは、Oracleサポートがクラスタ構成の問題をデバッグするうえで役立ちます。バックグラ
ウンド・スレッド・トレース・ファイルは、 INITDB_NAME.ORA初期化パラメータ・ファ
イル内で BACKGROUND_DUMP_DESTパラメータが設定されているかどうかに関係なく
作成されます。BACKGROUND_DUMP_DESTが設定されている場合、トレース・ファイル
は指定したディレクトリに格納されます。このパラメータが設定されていなければ、トレー
ス・ファイルは次のディレクトリに格納されます。

■ UNIXプラットフォームの場合は、$ORACLE_BASE/admin/ db_name/bdump

■ Windows NTの場合は、ORACLE_BASE¥admin ¥db_name¥bdump

Oracle8iデータベースでは、バックグラウンド・スレッドごとに異なるトレース・ファイル
が作成されます。トレース・ファイル名には、次のように、バックグラウンド・スレッド名
と後続の拡張子 .TRCが含まれます。

■ SIDDBWR.TRC 

■ SIDSMON.TRC 

Oracle Parallel Serverのトレース情報は、次のトレース・ファイルに表示されます。

トレース・ファイルトレース・ファイルトレース・ファイルトレース・ファイル 説明説明説明説明

SIDBSP0.TRC BSPプロセスのトレース・ファイル。このトレース・
ファイルには、BSP関連のエラーが表示されます。

SIDLCKN.TRC LCKnプロセスのトレース・ファイル。このトレース・
ファイルには、他のバックグラウンド・プロセスのロッ
ク要求が表示されます。

SIDLMDN.TRC LMDnプロセスのトレース・ファイル。このトレース・
ファイルには、ロック要求が表示されます。

SIDLMON.TRC LMONプロセスのトレース・ファイル。このトレース・
ファイルには、クラスタの状態が表示されます。

SIDP00N.TRC パラレル問合せスレーブのトレース・ファイル。



トレース・ファイルの使用方法
ユーザー・スレッド・トレース・ファイルユーザー・スレッド・トレース・ファイルユーザー・スレッド・トレース・ファイルユーザー・スレッド・トレース・ファイル
初期化パラメータ・ファイル内で USER_DUMP_DESTパラメータが設定されている場合は、
ユーザー・スレッドのトレース・ファイルも作成されます。ユーザー・スレッドのトレー
ス・ファイルは ORAXXXXX.TRC形式で、XXXXXは、UNIXの場合はプロセス ID、
Windows NTの場合はスレッド IDを示す 5桁の番号です。

アラート・ファイルアラート・ファイルアラート・ファイルアラート・ファイル
アラート・ファイル SIDALRT.LOGには、データベース操作中に発生したエラー・メッセー
ジと例外に関する重要情報が含まれています。インスタンスごとに 1つずつアラート・ファ
イルがあり、インスタンスを起動するたびにファイルに情報が追加されます。すべてのス
レッドは、アラート・ファイルに書き込むことができます。 

SIDALRT.LOGは、INITDB_NAME.ORA初期化パラメータ・ファイルの BACKGROUND_
DUMP_DESTパラメータで指定したディレクトリにあります。BACKGROUND_DUMP_
DESTパラメータが設定されていなければ、SIDALRT.LOGファイルは次のディレクトリに
生成されます。

■ UNIXプラットフォームの場合は、$ORACLE_BASE/admin/ db_name/bdump

■ Windows NTの場合は、ORACLE_BASE¥admin ¥db_name¥bdump
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トレース・ファイルの使用方法
エラー・コール・トレース・スタックエラー・コール・トレース・スタックエラー・コール・トレース・スタックエラー・コール・トレース・スタック
オラクル社カスタマ・サポートから、特定のトレース・ファイル用にエラー・コール・ト
レース・スタックを作成するように要請される場合があります。エラー・コール・トレー
ス・スタックは、データベース内の特定のバックグラウンド・スレッドまたはユーザー・ス
レッドのプログラム・トレースを提供します。 

エラー・コール・トレースを作成する手順は、次のとおりです。

1. バックグラウンド・プロセスの Oracleプロセス IDを取得します。

sql> CONNECT internal/ password
SELECT pid "Oracle Process Id", 
       name 
    from v$process, v$bgprocess 
    where v$process.addr = v$bgprocess.paddr; 

次のような出力が表示されます。

Oracle Pro NAME 
---------- ----- 
         2 PMON 
         3 LMON 
         4 LMD0 
         5 DBW0 
         6 LGWR 
         7 CKPT 
         8 SMON 
         9 RECO 
        10 SNP0 
        11 SNP1 
        13 LCK0 

2. トレース・スタックをトレース・ファイルにダンプします。たとえば、LMONのト
レース・スタックをダンプするには、次のように入力します。

a. Oracleプロセス IDを LMON、この例では 3に設定します。

sql> ORADEBUG setorapid 3 

b. エラー・スタックを SIDLMON.TRCにダンプします。

sql> ORADEBUG dump errorstack 3 
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オラクル社カスタマ・サポートへの連絡
オラクル社カスタマ・サポートへの連絡オラクル社カスタマ・サポートへの連絡オラクル社カスタマ・サポートへの連絡オラクル社カスタマ・サポートへの連絡
この付録を読んでも問題を解決できない場合は、オラクル社カスタマ・サポートに電話でエ
ラーを報告してください。次の情報を手元に用意してください。

■ Dell PowerEdge 6100サーバーからなる 2ノード・クラスタなど、クラスタ・ハード
ウェア

■ オペレーティング・システムのバージョン

■ Oracle RDBMSの 5桁のリリース番号すべて（8.1.5.0.0など）

■ Oracle Parallel Serverの 5桁のリリース番号すべて

■ Windows NTの場合は、HKEY_LOCAL_MACHINE¥SOFTWARE¥ORACLE¥OSDキー
の内容

■ ベンダーからのクラスタ OSDアップグレード

■ データベースの起動や問合せなど、失敗した特定の操作

■ 問題を再現する手順 

重大なエラー重大なエラー重大なエラー重大なエラー
ORA-600エラーが発生すると、SIDALRT.LOGファイルにそれが出力されます。
SIDALRT.LOGファイルに ORA-600エラーまたはその他の重大なエラーが表示された場合
は、次のディレクトリ内のすべてのファイルを提供してください。

■ UNIXプラットフォームの場合は、$ORACLE_BASE/admin/ db_name/bdump

■ Windows NTの場合は、ORACLE_BASE¥admin ¥db_name¥bdump
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用語集用語集用語集用語集

BSP0 プロセス（プロセス（プロセス（プロセス（BSP0 process ））））

Consistent Read（CR）サーバー用のノードを要求する送信メッセージを管理するプロセス。 

Console

Oracle Enterprise Manager Consoleは、強力で確実なシステム管理を実現する直観的なグラ
フィカル・ユーザー・インタフェース（GUI）を介する、Oracle環境の集中管理ポイントと
なる。

HOME_NAME

Windows NT上の Oracleサービス（Oracle service）内の Oracleホーム名を表す。

INITDBNAME.ORA

データベース・パラメータを含む初期化ファイル。 

INITSID.ORA

インスタンスの一意パラメータを含み、データベース・パラメータ用の
INITDBNAME.ORAを参照する初期化ファイル。 

LCKNプロセス（プロセス（プロセス（プロセス（LCKN process ））））

インスタンスに使用されるロックを管理し、そのロックに対する他のインスタンスからの要
求を調整するプロセス。インスタンス・ロック要求の極端に大きいスループットを必要とす
るシステムでは、追加のロック・プロセス LCK1～ LCK9が使用可能。通常、ほとんどのシ
ステムでは、インスタンスについて単一のロック・プロセス、LCK0で十分である。

LISTENER.ORA

サーバー上の 1つ以上のリスナー（listener）を記述する構成ファイル。このファイルは、各
ノードに常駐させる必要がある。
用語集用語集用語集用語集 --1



LMDNプロセス（プロセス（プロセス（プロセス（LMDN process ））））

リモート・ロック要求（他のインスタンスから発行された要求）を処理するプロセス。

LMON プロセス（プロセス（プロセス（プロセス（LMON process ））））

統合分散ロック・マネージャ（Integrated Distributed Lock Manager: IDLM）のインスタン
スとプロセスの停止およびその回復を管理するプロセス。

Management Server

Consoleと管理されるノード間に集中化された高機能と分散制御を提供し、Consoleから送
信されたシステム管理タスクを処理し、これらのタスクの社内への配布を管理する Oracle 
Enterprise Managerのコンポーネント。Management Serverでは、すべてのシステム・デー
タ、アプリケーション・データおよび管理されるノードの状態情報が、データベースに格納
された表の集合であるリポジトリに格納される。複数のManagement Serverが存在する場
合は、作業負荷が自動的に共有され、負荷が平衡化されるため、高度なパフォーマンスと拡
張性が保証される。

Net8

オラクル社のネットワーキング製品ファミリの基盤。サービスとそのアプリケーションを異
なるコンピュータに常駐させ、ピア・アプリケーションとして通信できるようにする。Net8
の主な機能は、ネットワーク・セッションを確立し、クライアント・マシンとサーバー間、
または 2台のサーバー間でデータを転送することである。ネットワーク・セッションの確立
後は、Net8はクライアントとサーバーのためのデータ伝達手段として機能する。 

OPSCTL

あるノードまたは Oracle Enterprise Managerからインスタンスを起動および停止するため
のユーティリティ。

OPSCTL ユーティリティ（ユーティリティ（ユーティリティ（ユーティリティ（OPSCTL utility ））））

Oracle Parallel Server Managementでインスタンスの管理に使用されるユーティリティ（各
ノードにインストールされる）。OPSCTLによって、Oracle Enterprise Managerのすべての
インスタンスの情報が収集される。Oracle Intelligent Agentとノードの間で単一の制御ポイ
ントとして機能する。OPSCTLとの通信には、一度に 1ノードの Oracle Intelligent Agentの
みが使用される。そのノード上の OPSCTLが、Net8を通じて他のノードと通信する。

OPS通信デーモン（通信デーモン（通信デーモン（通信デーモン（OPS Communication Daemon: OPSD ））））

OPSCTLユーティリティ（OPSCTL utility）から要求を受け取って、起動やシャットダウン
などの管理ジョブ・タスクを実行するコンポーネント。コマンドは各ノードで実行され、結
果が OPSCTLに戻される。OPSDは、ノードにインストールする。OPSDは、UNIXプラッ
トフォーム上でのみインプリメントする。

Oracle Data Gatherer

Oracle Performance Manager用のパフォーマンス統計を収集するコンポーネント。Oracle 
Data Gathererは、ネットワーク上のノードにインストールする必要がある。
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Oracle Enterprise Manager

異種環境を集中管理するための統合されたソリューションを提供する、システム管理ツー
ル。Oracle Enterprise Managerによってグラフィカルな Console、Management Server、
Oracle Intelligent Agent、リポジトリ・データベース（repository database）および Tools製
品が組み合わされ、Oracle製品を管理するための統合された包括的なシステム管理プラット
フォームが提供される。

製品ファミリは、Oracle環境全体を効率的に管理できるように設計された、システム管理
ツールからなっている。

Oracle Intelligent Agent

各ノードで実行されるプロセス。Management Server経由で Consoleから送信されるジョブ
とイベントの実行者として機能する。エージェントは Consoleやネットワーク接続の状態に
関係なく機能できるため、高い可用性が保証される。

Oracle Parallel Query

特定のタイプの SQL文の処理作業を複数の問合せサーバー・プロセス間で分ける。

Oracle Parallel Server

複数のインスタンスがデータ・ファイルの共有データベースにアクセスできるようにする
アーキテクチャ。 Oracle8i Enterprise Editionを Oracle Parallel Serverデータベースにするた
めに必要な Oracle Parallel Serverスクリプト、初期化ファイルおよびデータ・ファイルを提
供する。

Oracle Parallel Server Management

Oracle Parallel Serverのための包括的な統合システム管理ソリューション。オープンなクラ
イアント /サーバー・アーキテクチャを通じて、異種環境で稼働する複数のインスタンス・
データベースを Oracle Enterprise Manager経由で管理できるようにする。

Oracle Parallel Server Managementでは、パラレル・データベースの管理だけでなく、ジョ
ブのスケジューリング、イベント管理の実行、パフォーマンスの監視および統計の取得を通
じて、パラレル・データベースを調整できる。

Oracle Performance Manager

パラレル・サーバーのパフォーマンス統計をさまざまな表形式やグラフ形式で提供する
Oracle Enterprise Managerのアドオン・アプリケーション。統計は、Oracle Parallel Server
で実行中のすべてのインスタンスから集計されたパフォーマンスを表す。 
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Oracle8 i Enterprise Edition

オブジェクト・リレーショナル・データベース管理システム（Object-Related Database 
Management System: ORDBMS）。データベース管理用のアプリケーションとファイルを提
供する。Oracle Parallel Serverの他のすべてのコンポーネントは、Oracle8i Enterprise 
Editionの最上位レイヤーにある。

Oracle サービス（サービス（サービス（サービス（Oracle service ））））

データベースやリスナーなどの Oracle製品に関連して作成されるサービス。 

Oracle システム識別子（システム識別子（システム識別子（システム識別子（Oracle System Identifier: SID ））））

実行中の Oracle8iソフトウェアの特定のインスタンスを識別する識別子。Oracle Parallel 
Serverデータベースの場合、クラスタ内の各ノードがデータベースを参照するインスタンス
を持つ。 

各ノードの SIDは、 INITDB_NAME.ORAファイルの DB_NAMEパラメータで指定された
データベース名と、一意のスレッド ID（thread ID）の組合せである。スレッド IDはクラス
タ内の最初のインスタンスを表す 1で始まり、2番目以降のインスタンスの IDは 1ずつ大
きくなる。

SETLINKS ユーティリティ（ユーティリティ（ユーティリティ（ユーティリティ（SETLINKS utility ））））

シンボリック・リンクをWindows NTのロー・デバイスにマップするユーティリティ。

SID

Oracleシステム識別子（Oracle System Identifier: SID）の略称。

Startup （（（（START））））

起動機能に一時的な構成を提供するオペレーティング・システム依存のコンポーネント。

SYSDBA

ADMIN OPTIONを持つすべてのシステム権限と SYSOPERシステム権限を含む特殊なデー
タベース管理ロール。SYSDBAでは、CREATE DATABASEと時間単位の回復も許可される。 

SYSOPER

データベース管理者に STARTUP、SHUTDOWN、ALTER DATABASE OPEN/MOUNT、
ALTER DATABASE BACKUP、ARCHIVE LOGおよび RECOVERの実行を許可する特殊な
データベース管理ロールであり、RESTRICTED SESSION権限を含む。 

TNSNAMES.ORA

ネット・サービス名（net service name）を含むファイル。このファイルは、クライアント、
ノード、Consoleおよび Oracle Performance Managerマシン上で必要である。
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アラート・ファイル（アラート・ファイル（アラート・ファイル（アラート・ファイル（alert file ））））

データベース操作中に発生したエラー・メッセージと例外に関する重要情報が含まれている
ファイル。 

インスタンス（インスタンス（インスタンス（インスタンス（instance ））））

Oracle Parallel Serverデータベースの場合、クラスタ内の各ノードは、データベースを参照
する実行中の Oracle8iソフトウェアのインスタンスを持つ。 

データベース・サーバー上で（コンピュータのタイプに関係なく）データベースを起動する
と、Oracleによってシステム・グローバル領域（System Global Area: SGA）と呼ばれるメ
モリー領域が割り当てられ、1つ以上の Oracleプロセスが開始される。このように、SGA
と Oracleプロセスの組合せをインスタンスと呼ぶ。インスタンスのメモリーとプロセスで
は、関連データベースのデータ効率を管理し、データベースの 1人以上のユーザーのために
機能する。ユーザーは、任意のインスタンスに接続し、パラレル・サーバー・データベース
内の任意の情報にアクセスできる。

各インスタンスは、一意の Oracleシステム識別子（Oracle System Identifier: SID）、インス
タンス名（instance name）、ロールバック・セグメント（rollback segments）およびスレッ
ド ID（thread ID）を持つ。

インスタンス名（インスタンス名（インスタンス名（インスタンス名（instance name ））））

インスタンスの名前を表し、複数インスタンスが共通のサービス名を共有する場合に、特定
のインスタンスを一意に識別するために使用される。インスタンス名は、INITSID.ORA
ファイルの INSTANCE_NAMEパラメータで識別される。

インスタンス名は、Oracleシステム識別子（Oracle System Identifier: SID）と同じである。

オペレーティング・システム依存レイヤー（オペレーティング・システム依存レイヤー（オペレーティング・システム依存レイヤー（オペレーティング・システム依存レイヤー（Operating System Dependent layer ））））

ベンダーによって開発された複数のソフトウェア・コンポーネントからなるソフトウェア・
レイヤー。OSDレイヤーによって、Oracle Parallel Serverの正常操作に必要な、主要な OS/
クラスタウェア・サービスがマップされる。

クラスタ（クラスタ（クラスタ（クラスタ（cluster ））））

通常はそれぞれが異なるノード上で実行され、ディスクに常駐する共有データベースへのア
クセス時に相互に調整する、インスタンスの集合。

クラスタ・マネージャ（クラスタ・マネージャ（クラスタ・マネージャ（クラスタ・マネージャ（Cluster Manager: CM ））））

クラスタ上のクラスタ・メンバーシップを表す共通ビューを表示して、ノードのメンバー
シップ状態を検出し、追跡するオペレーティング・システム依存のコンポーネント。 

CMはプロセス、特に Oracle8iリリース 8.1のデータベース・インスタンス・プロセスの状
態を監視する。統合分散ロック・マネージャ（Integrated Distributed Lock Manager: IDLM）
の状態を監視するバックグラウンド・プロセスである LMONプロセス（LMON process）
は、CMへの登録と登録解除を行う。
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グローバル・データベース名（グローバル・データベース名（グローバル・データベース名（グローバル・データベース名（global database name ））））

データベースを他のデータベースから一意に識別するための完全名。グローバル・データ
ベース名の書式は、"database_name.database_domain"である。次に例を示す。 

OP.US.ORACLE.COM 

データベース名の部分 OPは、データベースのコールに使用する簡単な名前である。データ
ベース・ドメイン部分 .US.ORACLE.COMでは、グローバル・データベース名が一意になる
ように、データベースが存在するデータベース・ドメインを指定する。可能であれば、デー
タベース・ドメインにネットワーク・ドメインを反映することが望ましい。 

グローバル・データベース名は、INITDB_NAME.ORAファイルの SERVICE_NAMESパラ
メータで指定した、データベースのデフォルト・サービス名である。

サービス名（サービス名（サービス名（サービス名（service name ））））

データベースを識別する名前。デフォルトでは、Oracle Universal Installerと Oracle 
Database Configuration Assistantによってグローバル・データベース名（global database 
name）全体を含むサービス名が作成される。グローバル・データベース名（global database 
name）は、インストール中またはデータベース作成中に入力したデータベース名（DB_
NAME）とドメイン名（DB_DOMAIN）からなる名前である。 

サービス名は、INITDBNAME.ORAファイルの SERVICE_NAMESパラメータで識別され
る。

システム・グローバル領域（システム・グローバル領域（システム・グローバル領域（システム・グローバル領域（System Global Area: SGA ））））

Oracleインスタンス（instance）のデータと制御情報を含む、共有メモリー構造のグループ。

自動検出（自動検出（自動検出（自動検出（auto-discovery ））））

Consoleから Discover Node（ノード検出）コマンドを実行すると、Management Serverは
そのノードにインストールされている Oracle Intelligent Agentに接続して、インストール済
みの Oracleサービスを検出する。次に、Management Serverによって新規情報がリポジト
リに格納され、Consoleの「Navigator」ウィンドウ内の階層ツリーが更新され、すべての
ノードとそれぞれのサービスが図形表示される。

スレッドスレッドスレッドスレッド ID（（（（thread ID））））

インスタンスに使用される REDOスレッドの番号。使用可能な REDOスレッド番号を使用
できるが、他のインスタンスと同じスレッド番号は使用できない。また、REDOスレッドが
使用禁止になっているインスタンスは起動できない。スレッドが他のインスタンスに使用さ
れている場合や、スレッドが使用禁止になっている場合、インスタンスではデータベースを
マウントできない。 

スレッドはクラスタ内の最初のインスタンスの場合はノード 1で始まり、2番目以降のイン
スタンスの場合は 1ずつ大きくなる。

スレッドは、INITSID.ORAファイルの THREADパラメータで指定する。 
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REDOログ・ファイルの生成時には、特定のノードのログ・ファイルを簡単に識別できるよ
う、にスレッド IDが組み込まれる。

デフォルト資格証明（デフォルト資格証明（デフォルト資格証明（デフォルト資格証明（preferred credentials ））））

各 Oracle Enterprise Manager管理者は、ネットワーク上で管理するノード、リスナー、
データベースおよび他のサービスの特定のユーザー名、パスワードおよびロールを設定でき
る。

これらの資格証明の設定後は、一度ログインして Consoleを起動すると、必要に応じてノー
ドに自動的にログインできる。すべてのログイン資格証明は、リポジトリ・データベース
（repository database）内で暗号化される。

統合分散ロック・マネージャ（統合分散ロック・マネージャ（統合分散ロック・マネージャ（統合分散ロック・マネージャ（Integrated Distributed Lock Manager: IDLM ））））

Oracleリソースの割当てと変更を制御するためのロック・メカニズムを提供する、Oracle 
Parallel Serverソフトウェア。 

トレース・ファイル（トレース・ファイル（トレース・ファイル（トレース・ファイル（trace file ））））

各サーバーとバックグラウンド・プロセスは、関連するトレース・ファイルに書き込むこと
ができる。プロセスによって内部エラーが検出されると、エラー情報が関連トレース・ファ
イルにダンプされる。トレース・ファイルに書き込まれる情報の一部はデータベース管理者
用で、他の情報は Oracle Support Services用である。また、トレース・ファイル情報は、ア
プリケーションとインスタンスの調整にも使用される。

入出力（入出力（入出力（入出力（Input/Output: IO ））））

共有ディスクにアクセスするための I/Oを提供する、オペレーティング・システム依存のコ
ンポーネント。

ネット・サービス名（ネット・サービス名（ネット・サービス名（ネット・サービス名（net service name ））））

ネットワーク上でサービスを検索するために必要なネットワーク記述情報を提供することに
より、ネットワーク上のサービスにアクセスできるようにする。 

ノード（ノード（ノード（ノード（node））））

インスタンスが常駐するマシン。

ハッシュ・ロック（ハッシュ・ロック（ハッシュ・ロック（ハッシュ・ロック（hashed locks ））））

データ・ファイル内の 1つ以上のブロックに PCMロックを静的に割り当てるロック。

パラレル・キャッシュ管理（パラレル・キャッシュ管理（パラレル・キャッシュ管理（パラレル・キャッシュ管理（Parallel Cache Management: PCM ））））

バッファ・キャッシュ内で 1つ以上のデータ・ブロック（表または索引ブロック）に適用さ
れるインスタンス・ロックを提供する、Oracle Parallel Serverソフトウェア。PCMロックに
よって、統合分散ロック・マネージャ（Integrated Distributed Lock Manager: IDLM）を最
小限度に使用するだけで、あるノード内の各共有バッファ・キャッシュと他のノードの共有
バッファ・キャッシュとの一貫性が保たれることが保証される。
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パラレル・コーディネータ（パラレル・コーディネータ（パラレル・コーディネータ（パラレル・コーディネータ（parallel coordinator ））））

SQL文の実行を複数のパラレル・サーバー・プロセス（parallel server process）にディス
パッチし、すべてのスレーブ・プロセスからの結果を調整してユーザーに送り返すプロセ
ス。 

パラレル・サーバー・プロセス（パラレル・サーバー・プロセス（パラレル・サーバー・プロセス（パラレル・サーバー・プロセス（parallel server process ））））

パラレル・コーディネータ（parallel coordinator）から要求されたアクションを実行するプ
ロセス。

表領域（表領域（表領域（表領域（tablespace ））））

表および索引データ用の記憶域割当てに使用される Oracleデータベースの論理部分。各表
領域は、1つ以上の物理データ・ファイルに対応する。すべての Oracleデータベースは表領
域 SYSTEMを持ち、その他の表領域を持つ場合もある。表領域は、関連する論理構造をグ
ループ化するために使用される。たとえば、通常は、特定の管理操作を簡素化するために、
表領域によってアプリケーションのすべてのオブジェクトがグループ化される。

ファイン・グレイン・ロック（ファイン・グレイン・ロック（ファイン・グレイン・ロック（ファイン・グレイン・ロック（fine-grain locks ））））

ブロック・アクセス時に PCMロックを自動的に割り当てるロック。ロックのリソースは、
そのロックが必要な間だけ割り当てられ、ロックが解放されるとリソースも解放される。 

複数の複数の複数の複数の Oracle ホーム（ホーム（ホーム（ホーム（multiple Oracle homes ））））

1台のマシン上で複数の Oracleホーム・ディレクトリを持つことができること。

プロセス間通信（プロセス間通信（プロセス間通信（プロセス間通信（Inter-Process Communication: IPC ））））

さまざまなノード上のインスタンス間でメッセージを確実に転送するオペレーティング・シ
ステム依存のコンポーネント。

リスナー（リスナー（リスナー（リスナー（listener ））））

着信するクライアント接続要求のリスニングと、サーバーへの通信量の管理を担当する、
サーバー上の独立したプロセス。 

リスナーは、クライアント要求を仲介して要求をサーバーに渡す。クライアント（またはク
ライアントとして機能するサーバー）がサーバーとのネットワーク・セッションを要求する
たびに、リスナーが実際の要求を受信する。クライアントの情報がリスナーの情報と一致す
ると、リスナーはサーバーへの接続を許す。

リポジトリ・データベース（リポジトリ・データベース（リポジトリ・データベース（リポジトリ・データベース（repository database ））））

Oracle Enterprise Managerから要求されるデータが格納されている Oracleデータベース内
のテーブルの集合。これは、ノード上のデータベースとは別のデータベースである。
用語集用語集用語集用語集 -8



ロールバック・セグメント（ロールバック・セグメント（ロールバック・セグメント（ロールバック・セグメント（rollback segments ））））

各トランザクションによって変更されたデータ（コミット済みかどうかに関係なく）の古い
値が記録されるセグメント。ロールバック・セグメントは、読取り一貫性の提供、トランザ
クションのロールバックおよびデータベースの回復に使用される。通常、各ノードには 2つ
のロールバック・セグメントがあり、INITSID.ORAファイルの ROLLBACK_SEGMENTS
パラメータによって名前が RBSthread_id_rollback_numberに変換されて識別される。
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